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ま
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つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

一

は
じ
め
に

道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
地
域
に
お
い
て

住
民
と
の
合
意
形
成
を
得
な
が
ら
施
策
を
導
入
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
実
際
に
住
民
等
が
施
策
の

実
体
験
を
し
な
が
ら
、
そ
の
導
入
の
可
否
を
検
討
す
る
社

会
実
験
は
、
新
し
い
施
策
を
導
入
す
る
際
に
非
常
に
有
効

な
手
法
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
平
成
=

年
度
よ
り
、
社
会

実
験
を
実
施
す
る
地
域
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
支
援
な

ど
を
行
う
社
会
実
験
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
渋
滞
対
策
の
た
め
の
公
共
交
通
利
用
の
促
進
や
道
路
空

間
の
使
い
方
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会
実
験
が
各
地
域

で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

平
成
一
四
年
度
に
お
い
て
も
、
高
速
道
路
の
有
効
活
用

や
道
路
空
間
の
有
効
活
用
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
四
地
域

で
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
社
会
実
験
の
概

要
と
あ
わ
せ
、
平
成
一
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
社
会
実
験

に
つ
い
て
記
す
も
の
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
う
ち
大
分
県
湯
布
院
町
、
福
島
県
い
わ
き

市
、
大
阪
市

(御
堂
筋
)
、
愛
媛
県
松
山
市
、
北
海
道
留

萌
市
に
つ
い
て
は
、
実
施
内
容
と
実
施
結
果
が
本
特
集
内

で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
本
誌
の

連
載
で
順
次
紹
介
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

二

社
会
実
験
の
概
要

社
会
実
験
と
は
、
道
路
交
通
問
題
の
解
決
が
期
待
さ
れ

る
先
進
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
効
果
や
影
響
の
確
認
を
行

う
た
め
、
期
間
と
場
所
を
限
定
し
て
、
地
域
の
方
々
に
試

行
的
に
施
策
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
評
価
を
行
い
、

本
格
的
に
導
入
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
実
験
実
施
の
流
れ
を
図
1
に
示
す
。
各
地
域
に
お

い
て
実
験
企
画
の
立
案
を
行
い
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、

実
験
を
実
施
し
て
そ
の
結
果
を
評
価
し
公
表
す
る
。
こ
の

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
て
施
策
を
本
格
的
に
導
入
す

る
か
杏
か
の
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
地

域
住
民
等
関
係
者
と
合
意
形
成
が
図
ら
れ
、
そ
の
地
域
で

施
策
の
導
入
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
目
的
は
達
成
さ
れ

る
が
、
施
策
の
見
直
し
や
施
策
導
入
の
取
り
止
め
と
判
断

さ
れ
た
場
合
で
も
、
実
験
の

"失
敗
“
で
終
わ
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
材
料
と
し
て
地
域
に
導
入
す
べ
き
施
策
を

継
続
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
平
成
一
四
年
度
ま
で
に
四

五
件
の
社
会
実
験
を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
三
一件
に
つ
い
て
は
実
験
し
た
施
策
が
本
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0 地域の轢團の明確化
地域の将来鐐を奪え、抱えている
問題･操圏を朝礎化します。

0 襲験テーマの設定
将来搬を実現するために導入す
べき施策と合籟すべき事項等を
整理し、爽駿テーマを設定しま
す。

◎嚢臟襲施体制づくり
計圏の立案者だけでなく、利用者

鯛簾を富め彪実験実施体制(協議
会など)を範麗します◆

撒テー- …三町豊野癩疋

向けた盤蟻を通し、具体的な実験
計圏哀館宗しまず“

運髓瞥理琶や地域住民なと閣僚
者が脇回して裏験を実施し、進捗
を笹理します。

鬱檗酸な見直し
実験の実施中でも、参加軽から嘲
せられた高見などをもとに実験
内密を柔軟に見直します。

図 1 社会実験実施の流れ

距 く社会実験制度の漉れ> 蛭<
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◎嚢鹸錆嬢の隅価 ･分析
藥醗結梨を鎧狸分析し、施策の本
格実施、施策内宮の見直し、施策
導入の中止について判断します。

◎嚢鹸轉漿の公叢
巽醗で欝られた籠祟だけでなく、
実験を行う上での合意形成プロ
セスや故鬘すべき躁趨について
も公表します。

◎纖定時の績目点
遼認に闇する施策について、以下の
視点から選定を行います。

e新規性、先進性のある取り艫み
が

の壌駿に対する施策が当該地域
起りでなく他の地域でも有効

e実験に関わる諸団体の準備態
勢や合意形成の状況

の裏酸の親纜や内宮、評価などが
十分練られているが

◎轢醗衾による勒雷
｢社会巽酸の推進に開する鰡議会
(座長 :高覊洋二:藥綜商船大学教

授)｣より、実験内專や進め方につ
いての助言を頂鴦ます。

◎実験諸費用の支鰻
計圏立案、広報、施設の仮設･借用、
麗磁、分析など奏醗に必饗な諸瓣用
を支援します。

◎薬麒鰭票の覚繍
裏醗実施における各地域の工夫や、
施策の導入についての判断村裏な
とをとりまとめ、全国八発慨しま
す。

表 1 平成14年度に実施した社会実験
テーマ 実験名、実験地域

高速道路の有効活用
東京湾アクアラインの利用促進に関する社会実験(千葉県、神奈川県、東京都)

高速バス利用促進等による広域交流および交通円滑化実験(宮崎県満武町)

道路空間の有効活用
｢御堂筋ミナミエリア :魅力ある回遊道の創出｣社会実験(大阪府大阪市 御堂筋)

那覇市国際通りトランジットマイル社会実験(沖縄県那覇市)

バス利用の促進 高齢化社会に対応した病院循環バス実験(福島県いわき市)

自転車利用の促進

地域に密着した都市型コミュニティサイクルシステム実験(東京都台東区 上野駅前)

歩行者系と自転車系のリンケージモデルの創出(京都府京都市 御池通周辺)

エコ松山における ｢歩いて暮らせる街づくり｣の実現に向けた社会実験(愛媛県松山市)

タウンモビリティ I T Sを用いたインターモビリティ社会実験(福岡県福岡市天神)

観光地の交通円滑化

国際観光都市軽井沢 ･回遊性向上実験(長野県軽井沢町)

交通渋滞対策のための移動方法転換実験(福岡県太宰府市)

湯布院 ･いやしの里の歩いて楽しいまちづくり交通社会実験(大分県湯布院町)

観光振興(道の駅の活
用など) I T Sを活用した ｢オランダ街道｣交流街道化実験(長崎県平戸市他)

道路管理の協働 地域協力による道づくりを考える社会実験(北海道留萌市)

特
徴
の
第
一
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
実
施
事
例
の
な
か
っ

た
高
速
道
路
の
有
効
活
用
を
テ
ー
マ
に
し
た
実
験
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
で
は
、
E
T
C
利
用
者
を
対
象
に
現
行
料
金
を
二

三
%
割
り
引
く
実
験
を
実
施
し
た

(図
2
)。
七
月
の
実

験
開
始
か
ら
約
四
ヵ
月
間
の
デ
ー
タ
で
は
E
T
C
利
用
率

や
交
通
量
の
増
加
が
見
ら
れ
る
が
、
年
変
動
が
大
き
い
こ

ま
た
、
平
成

=
年
度
か
ら
平
成
一
三
年
度
ま
で
に
実

施
さ
れ
た
社
会
実
験
の
う
ち
、
道
路
空
間
の
使
い
方
な
ど

六
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
人
ヵ
所
の
社
会
実
験
に
つ
い

て
は
、
そ
の
概
要
と
結
果
を
総
括
し
、
｢社
会
実
験
事
例

集
｣
と
し
て
、
本
年
三
月
に
道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
監

修
に
よ
り
㈲
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
冊
子
と
し
て

発
行
し
、
結
果
を
広
く
公
表
す
る
と
と
も
に
、
他
の
地
域

格
導
入
と
な
っ
て
い
る

平
成
一
四
年
度
は
表
1
の
と
お
り
、
一
四
地
域
に
お
い

て
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
以
下
に
平
成
一
四
年
度
の

社
会
実
験
の
特
徴
を
あ
げ
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
地
域
こ

つ
い
て
の
実
施
状
況
を
述
べ
る
。

に
つ
い
て

三

平
成
一
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
社
会
実
験

へ
の
施
策
の
普
及
を
図
っ
て
い
る



と
か
ら
、
本
年
七
月
一
人
日
ま
で
実
験
を
継
続
し
、
効
果

ク

分
析
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
歩
行
者
優
先
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
地

20

域
の
賑
わ
い
創
出
等
の
た
め
に
道
路
空
間
を
有
効
活
用
す

設

る
た
め
の
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

滴

る
。
沖
縄
県
那
覇
市
で
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
国
際

通
り
一
･
六
畑
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
し
て
活
性
化

な
ど
の
検
証
を
行
っ
た

(写
真
1
)。
実
験
実
施
の
四
日

間
で
延
べ
三

万
七
千
人
が
訪
れ
賑
わ
っ
た
一
方
で
、
商

店
街
の
荷
捌
き
の
対
応
が
必
要
な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
把(那覇市国際通り :トランジットモール)
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攪愕弱鼈
巨TC前払い割引併用時

百電撻衾爽醗料爺 鰭冤門前熱い)襲髓鸚會

　　　　　　　　　　　　 　 　　　

漿礬鰹車利用の燭台

図2 社会実験概要図 (東京湾アクアライン)

　　　　　　　　　　 　 　

　　　　　　　　　　　　 　 　　　

種についで通行料金を約

＼ も
聡 ~ ~

　 　 　 　　

寧成1年鑑7月19目~平成16年3獨3 I爛(軍纖16年7月18日まで延釀して裏隧)

◎ET C利用者を対齦に迩行料金の割引醤を裏施
◎アクアラインの荊用隅遜、湾岸迩潴轉の交迩円糟化、地蝋報国輛繋を検証

　
　

で

鈴
車
約

に
金
を

ン
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纖
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段
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瞳
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交通盪変動の地理
アンケート騨壼鑿の襲施

　
　
　　　
　

瀰璃
魔
汐

、

観
制
度
ア



握
さ
れ
た
。

第
三
に
、
観
光
交
通
に
よ
る
渋
滞
を
解
消
し
、
観
光
客

が
ゆ
っ
く
り
と
観
光
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
観
光
地
の
交
通
円
滑
化
の
社
会
実
験

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
神
奈
川
県
鎌
倉
市
や
岐
阜

県
白
川
村
な
ど
の
観
光
地
で
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な

ど
の
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
観
光
地
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
考
慮
し
た
施
策
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
野
県
軽
井
沢
市
、
福
岡
県
太
宰
府
市
、

大
分
県
湯
布
院
町
で
実
験
が
実
施
さ
れ
た

(写
真
2
)写真2 社会実験実施状況

(湯布院町 湯の坪街道 !歩行者天国)

特
に
、
観
光
中
心
地
区
へ
の
自
動
車
進
入
制
限
や
歩
行
者

天
国
な
ど
を
実
施
し
た
湯
布
院
町
で
は
、
町
人
口
の
約

五
%
に
相
当
す
る
五
五
〇
人
が
実
験
実
施
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
実
験
に
取
り

組
ん
だ
。
実
施
し
た
三
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
実
験

結
果
を
受
け
、
本
格
実
施
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

四

お
わ
り
に

以
上
、
平
成
一
四
年
度
の
実
施
地
域
を
中
心
に
社
会
実

験
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
様
々
な
地
域
で
様
々
な
実
験
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
実
験
実
施
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
実

験
結
果
な
ど
を
そ
の
地
域
だ
け
の
情
報
に
と
ど
め
ず
、
知

見
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
同
様
の
施
策
を
実
施

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
地
域
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

｢社
会
実
験
事
例
集
｣
に

お
い
て
、
類
似
の
施
策
を
実
施
し
た
地
域
に
つ
い
て
比
較

検
討
を
行
い
、
知
見
を
整
理
し
た
中
で
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
例
を
通
じ
て
あ

る
程
度
の
知
見
が
整
理
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

一
方
で
、
新
た
な
施
策
を
国
が
積
極
的
に
進
め
て
い
く

上
で
社
会
実
験
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
平
成
一
五
年
度
は
、
車
優
先
か
ら
歩
行
者
･
自

転
車
優
先
の
施
策
転
換
を
意
図
す
る

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ

ー
ン

･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
の
社
会
実
験
の
ほ
か
、

現
状
に
お
い
て
制
度
上
の
制
約
が
あ
り
実
施
が
困
難
な
施

策
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
実
験
の
成
果
を
国
の
新
た
な
施

策
の
展
開
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
実
験
の
結
果
や
実
験
後
の
各
地
域

で
の
取
組
み
な
ど
社
会
実
験
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
社
会
実
験
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

金
言
"
"
"
"
日
--[釣
o
｣
□
"
o
p島
Q
①目
o目
o"
ご
e
x
穹
目
)
に

て
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
交
通
問
題
な
ど
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
や
N
P
O
等

の
方
々
と
の
情
報
交
換
を
行
う
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
設
置

し
て
お
り
、
積
極
的
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。



圓
圓
圏
特
集
/
平
成
14
年
度
社
会
実
験
結
果
と
り
ま
と
め
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮鬮
鬮
鬮
鬮
圓
鬮
圓
圓
圓

。

圓

漏
布
纜
呵
嚢
週
構
簿
稟
臟

-
,
湯
布
院
の
い
や
し
の
里
の
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
嚢
週
実
験
ー
-

大
分
県
湯
布
院
町
総
合
政
策
局
長

佐
藤

純
一

は
じ
め
に

大
分
県
湯
布
院
町
で
は
、
湯
布
院
ら
し
い
交
通
の
あ
り

方
に
関
し
て
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
何
を
目
指
し
た
ら
良

い
の
か
、
何
が
正
し
い
姿
な
の
か
、
町
を
上
げ
て
考
え
、

大
き
な
方
向
性
を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
き
て
い
ま
す
。
平
成
一
四
年
一
一
月
二
三
日

(土
)

二
四
日

(日
)
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
国
道
交
通
省
道

路
局
の
公
募
型
社
会
実
験
の
採
択
を
得
て
、
｢湯
布
院

･

い
や
し
の
里
の
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
交
通
実
験
｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
誌
を
お
借
り
し
て
、
こ
の
実
験
の

内
容
と
成
果
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
湯
布
院
町
の
交
通
の
問
題
と
背
景

湯
布
院
町
は
昭
和
三
〇
年
代
後
半
以
降
四
〇
年
間
に
わ

た
っ
て
、
保
養
型
温
泉
地
を
目
指
し
た
取
組
み
が
行
わ
れ

て
来
ま
し
た
。
昭
和
五
六
年
に
年
間
観
光
客
数
が
二
〇
〇

万
人
を
突
破
し
、
昨
年
は
人
口
一
万
二
、
0
0
0
人
の
町

に
、
約
三
八
〇
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
町
と
な
り
ま
し

た
。
週
末
な
ど
の
ピ
ー
ク
日
に
は
二
万
人
と
も
三
万
人
と

も
言
わ
れ
る
方
々
に
こ
の
町
を
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
発
展
を
続
け
て
き
た
湯
布
院
町
に
も
最
近

大
き
な
課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
と
し
て
は
、

｢生
活
型
観
光
地
と
し
て
の
観
光
と
住
民
生
活
と
の
間
の

課
題
｣
｢観
光
業
と
農
業
と
の
間
の
課
題
｣
｢景
観

･
風
景

問
題
｣
｢交
通
問
題
｣
な
ど
で
す
。
特
に
近
年
で
は
増
加

す
る
観
光
客
目
当
て
の
小
規
模
店
舗
の
進
出
が
続
き
、
同

時
に
観
光
自
動
車
の
増
加
、
大
型
観
光
バ
ス
の
増
加
に
よ

っ
て

｢歩
い
て
楽
し
む
ま
ち
｣
と
は
言
え
な
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

交
通
上
の
問
題
を
さ
ら
に
、
整
理
し
ま
し
た
。

広
域
的
通
過
交
通

(日
田
･
阿
蘇
方
面
↑
↓
別
府
)
と

湯
布
院
中
心
部
へ
の
流
入
交
通
が
ほ
ぼ
全
て
県
道

(別

府
･
湯
布
院
線
)
に
集
中
し
、
中
心
部
へ
流
入
す
る
主
要

な
交
差
点
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
混
雑

･
渋
滞
に
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。

狭
い
道
へ
の
観
光
自
動
車
の
過
度
な
集
中
で
、
車
両
の

離
合
が
出
来
ず
に
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況

を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す

(緊
急
車
両
の
通
行
を
は
じ
め
、

生
活
者
の
移
動
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
)。
さ
ら
に
、

車
か
ら
降
り
た
観
光
客
が
自
動
車
で
混
乱
す
る
狭
い
道
を

回
遊
し
、
交
通
安
全
面
で
の
問
題
と
と
も
に
、
ゆ
っ
く
り

と
観
光
が
出
来
ず
、
結
果
と
し
て
湯
布
院
の
観
光
地
と
し

て
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、こ
の
よ
う
な
状
況
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
、



　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　

二

交
通
社
会
実
験
の
主
な
内
容
と
結
果

　　　
　

　
　
　
　

紗劭妙莇舵郷娯殿が瀦反考拔なか歎嗽爲紗鰍尉搦

て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い

(町
民
の
合
意
形
成
が
図

ら
れ
て
い
な
い
)
施
策
で
あ
っ
て
も
、
期
日
を
限
っ
て
理
想

緒
h鰯
湫挑
報
.

と
考
え
ら
れ
る
状
況
を
つく
り
出
し
、
実
際
に
観
光
客
や

鳶搬
拂
蟷鸚

町
民
が
そ
の
場
を
体
験
し
て
み
た
上
で
、
掘
り
下
げ
た
議

事
き

-

ス
用

訟礬
重ねていき

が重要であ及
と饗

し嚢

鏑

論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、と
考
え
ま
し
た
。

今
回
の
交
通
社
会
実
験
で
は
、
湯
布
院
町
で
考
え
ら
れ

を
･
ろ
勢
‘
ス
覊

し
も

バ
鎌
濯
ご

　
　　
　

図1 実験メニューと実施位置

1

中
心
部
へ
流
入
す
る
観
光
自
動
車
を
減
ら
す
実
験

①
周
辺
駐
車
場

(道
の
駅
)
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
連
行

実
験
。
大
分
自
動
車
道
及
び
日
田
方
面

(国
道
二
一
〇

号
)
か
ら
の
観
光
自
動
車
を

｢道
の
駅
｣
へ
誘
導
し
、

そ
こ
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
中
心
部
ま
で

来
て
頂
き
ま
し
た
。

②
南
由
布
駅
か
ら
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
連
行
実
験
。
大
分
方

面

(国
道
三
一
〇
号
)
及
び
大
分
自
動
車
道
か
ら
の
観

光
自
動
車
を

｢南
由
布
駅
｣
(周
辺
に
大
規
模
駐
車
場

ド
イ
ム
堝

*髯

　　
　
　
　
　
　
　　
　
　　　　
　
　

　
　　　
　
　　
　　　
　　
　　
　
　

　　
　　
　
　
　
　　　
　　
　　
　



を
確
保
)
へ
誘
導
し
、
そ
こ
か
ら
臨
時
ト
ロ
ッ
コ
列
車

4

そ
の
他
の
関
連
実
験

あ
る
い
は
通
常
連
行
の
列
車
に
乗
り
換
え
て
由
布
院
駅

①
実
験
関
連
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
実
施
。
前
項
ま
で
の

ま
で
来
て
頂
き
ま
し
た
。

誘
導
や
制
限
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
新
聞
広
告
、
チ

ラ
シ
な
ど
に
よ
る
P
R
を
は
じ
め
、
駐
車
場
の
位
置
、

中
心
都
内
の
観
光
自
動
車
の
無
駄
な
動
き
を
減
ら
す

空
滴
情
報
等
を
総
合
的
･
体
系
的
に
提
供
し
ま
し
た
。

実
験

②
実
験
関
連
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
。
各
種
の
制
限
等
が

駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
実
験
。
あ
ら
か
じ
め
、
駐
車
場

強
制
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
わ
な
い
よ
う
に
、
湯
布
院
ら

を
予
約
し
、
時
間
と
場
所
を
確
認
し
て
駐
車
場
を
利
用

し
い
イ
ベ
ン
ト
的
演
出
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

す
る
こ
と
で
、
駐
車
場
を
探
し
た
り
、
満
車
に
よ
る
う

③
景
観
に
関
す
る
実
験
。
道
路
情
報
案
内
看
板
、
シ
ン
ポ

ろ
つ
き
交
通
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ル
ゲ
ー
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
特
典
用
の
バ
ッ
チ

光
バ
ス
乗
降
シ
ス
テ
ム
実
験
。
観
光
バ
ス
の
降
車
場

等
に
関
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
統

一
、
シ
ン
ボ
ル

を
亀
の
井
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
、
別
の
場
所
で
空
バ

カ
ラ
-
の
統

一
な
ど
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ

ス
を
待
機
さ
せ
、
時
間
を
決
め
て
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

2

中
心
都
内
の
観
光
自
動
車
の
無
駄
な
動
き
を
減
ら
す

実
験

①
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
実
験
。
あ
ら
か
じ
め
、
駐
車
場

を
予
約
し
、
時
間
と
場
所
を
確
認
し
て
駐
車
場
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
駐
車
場
を
探
し
た
り
、
満
車
に
よ
る
う

ろ
つ
き
交
通
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

②
観
光
バ
ス
乗
降
シ
ス
テ
ム
実
験
。
観
光
バ
ス
の
降
車
場

を
亀
の
井
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
、
別
の
場
所
で
空
バ

ス
を
待
機
さ
せ
、
時
間
を
決
め
て
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

出
発
す
る
乗
降
シ
ス
テ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
中
心

部
内
へ
の
観
光
バ
ス
の
乗
り
入
れ
の
低
減
を
図
り
ま
し

た
。

3

歩
い
て
楽
し
い
み
ち
を
つ
く
る
実
験

①
観
光
自
動
車
の
乗
り
入
れ
制
限
実
験
。
湯
の
坪
街
道
の

一
部
区
間
で
、
観
光
自
動
車
の
乗
り
入
れ
を
制
限
し
て

歩
行
者
や
自
転
車
が
安
心
で
き
る
道
路
環
境
を
実
験
的

に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

②
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
実
験
。
田
園
地
帯
な
ど
の
周
辺
部
の

回
遊
を
は
じ
め
、
中
心
都
内
で
の
回
遊
手
段
と
し
て
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
提
供
し
ま
し
た
。

鬮
主
な
実
験
結
果
圏

三

月
二
三
日
、
二
四
日
両
日
合
計
で
約
三
万
五
、
0

0
0
人
の
観
光
客
が
湯
布
院
町
を
訪
れ
、
そ
の
内
、
道
の

駅
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
、
南
由
布
駅
パ
ー
ク
&
レ
ー
ル

ラ
イ
ド
な
ど
何
ら
か
の
実
験
メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
し
て
頂
い

た
方
は
、
二
日
間
合
計
で
約
一
万
七
、
0
0
0
人
で
し
た
。

ま
た
、
湯
の
坪
街
道
横
筋

(観
光
車
両
進
入
制
限
区
間
)

の
歩
行
者
･
自
転
車
交
通
量
は
同
二
万
八
、
0
0
0
人
に

上
り
ま
し
た

(写
真
1
参
照
)。

主
な
実
験
結
果
の
数
値
は
、
表
1
･
2
に
ま
と
め
ま
し

た
。ま

た
、
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
、
事
業
者
、
住
民
ア
ン
ケ

圏良いと思わない
鬮良いと思う l　 　

　
I□どちらとも言えない

ー
ト
の
結
果
は
図
2
の
と
お
り
で
す
。
観
光
客
か
ら
は
、

今
回
の
実
験
に
関
し
て
八
割
を
超
え
る
賛
成
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
事
業
者
、
住
民
か
ら
は
六
割
を
超
え
る
賛
成
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
事
業
者
、
住
民
は
賛
否
を
保
留
し
た
人
も

多
く
、
こ
れ
ら
の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
施
策
実
施
に
向

け
て
の
合
意
形
成
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

5096 　ー
ート　実験に関するアンケート

調査結果

民

者

客

鵤
殴

　

　

　



表 1 交通社会実験当日の実績値

実績値※ 1
観光客数 (総数) 17

,
400 人

内日帰り人数 11
,
600 人

宿泊人数 5
,
800 人

観光客の自動車利用比率 65
.
4%

1台当たり乗車人数 3
.
4 人

必要駐車場規模 2
,
000 台

実験としての提供駐車場 855台
駐車需要 ( 1日当たり) 台の法

認駐回 榔中
･

･“

蹴跡 7AV
日帰り観

鱗溌光 甥菊~
別
量

脚
通

力
交 虻薄 鵜随

口
H 鰯糒 郷
聯
□" 脇鰤 鯛実績値は平成 1 4年

の平均値である。

月 2 3 日と 2 4 日※

三

交
通
社
会
実
験
の
評
価
と
今
後
の
展
開

交
通
社
会
実
験
の
評
価
は
、
湯
布
院
町
総
合
交
通
計
画

委
員
会

(樗
木
武
…九
州
大
学
名
誉
教
授
)
が
中
心
と
な

っ
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。主
な
評
価
結
果
と
し
て
、

①
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
交
通
対
策
は
実
験
計
画
の
意
図
通
り

に
機
能
し
た
こ
と
、
②
湯
布
院
の
ま
ち
は

｢歩
い
て
楽
し

む
ま
ち
｣
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
論
と
し
て
の
賛
成

が
得
ら
れ
た
こ
と
、
③
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
数
参
加

(約
六
〇
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
町
民
の
五
%
に
相

当
)、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
総
合
的
実
施
は
我
が
国
随
一

の
実
験
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
湯
布
院
町
の
交
通
問
題
解
決
に
果
た
す

表2 実験メニュー別の利用者数

実
験
施
策
の
評
価
、
個
別
の
実
験
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施
可
能

性
の
評
価
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

評
価
の
ま
と
め
と
し
て
、
①
今
回
の
交
通
社
会
実
験
で

は
、
観
光
客
の
立
場
か
ら
の
圧
倒
的
指
示
と
、
事
業
者

･

住
民
の
立
場
で
の
約
半
数
の
賛
否
保
留
の
結
果
と
が
対
照

的
に
現
れ
た
こ
と
、
②
今
後
行
わ
れ
る
計
画
の
内
容
に
、

本
実
験
で
得
ら
れ
た
成
果

(検
討
課
題
、
論
点
な
ど
)
を

反
映
さ
せ
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
③
実
験
と
し
て

は
実
施
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
実
施
に

は
課
題
事
項
も
多
く
、
町
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
計
画
づ

く
り
の
中
で
、
比
較
的
合
意
形
成
が
図
ら
れ
や
す
い
も
の

に
関
し
て
は
、
積
極
的
に
実
施
に
向
け
て
の
展
開
を
目
指

す
こ
と
が
望
ま
れ
る
こ
と
な
ど
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

約
八
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
実
験
の
準
備
が
行
わ
れ
る

中
、
多
く
の
町
民
の
方
々
、
地
元
の
観
光
商
工
団
体
の

方
々
、
国
土
交
通
省
、
J
R
九
州
等
多
く
の
方
々
の
協
力

を
得
て
、
本
実
験
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
湯
布
院
町
で
は
平
成
一
五
年
度
に

｢く
ら
し

の
道
ゾ
ー
ン

(国
土
交
通
省
施
策
)｣
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
予
定
で
す
。
こ
の
中
で
、
歩
い
て
楽
し
い
湯
布
院

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
一
層
の
努
力
を
す
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

zz 道行セ 2003.7
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圓
鬮
圓
特
集
/
軍
成
閨
年
度
社
会
実
験
結
果
と
り
ま
こ
め
圓
圓
圓
鬮
圓
鬮
鬮
鬮鬮
鬮
鬮
鬮
鬮圓
鬮鬮圓
圓

鳶

圓

病
院
輌
騨
八
雲
糒
穢
藁
臟

い
わ
き
商
工
会
議
所
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
会

一

は
じ
め
に

福
島
県
い
わ
き
市
は
、
福
島
県
の
南
東
端
に
位
置
し
、

面
積

一
、
二
三
一
蝸
、
人
口
約
三
五
万
人
を
有
す
る
中

核
市
で
あ
る
。
昭
和
四
一
年
に
、
五
市
四
町
五
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
広
域
都
市
で
あ
り
、
平
、
内
郷
、
常
磐
、

小
名
浜
、
鹿
島
、
勿
来
等
の
市
街
地
が
分
散
し
た
多
核
型

の
都
市
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
域
多
極
分
散
と

い
う
都
市
構
造
上
の
特
性
に
加
え
、
郊
外
部
に
お
け
る
大

規
模
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
や
工
業
団
地
の
整
備
が
強

力
に
推
進
さ
れ
た
た
め
、
商
業
地
区
、
住
宅
地
区
、
工
業

地
区
等
が
よ
り
一
層
分
散
さ
れ
、
必
然
的
に
職
場
へ
の
通

勤
や
買
い
物
、
さ
ら
に
は
日
常
生
活
に
及
ぶ
ま
で
比
較
的

長
い
距
離
の
移
動
が
必
要
と
な
り
、
公
共
交
通
体
系
の
未

整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、
自
家
用
車
利
用
の
偏
重
傾
向
が
強

く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

平
成
一
四
年
現
在
、
市
内
一
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
保

有
台
数
は
、
一
･
九
人
台
と
高
水
準
に
あ
る
一
方
、
鉄
道

及
び
路
線
バ
ス
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
排
気
ガ

ス
の
増
加
や
交
通
渋
滞
に
よ
る
都
市
環
境
の
悪
化
、
地
球

温
暖
化
の
要
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
増
加
、
居
住
人
口

及
び
商
業
集
積
の
郊
外
化
促
進
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
空

洞
化
、
高
年
齢
者
や
身
障
者
等
の
交
通
弱
者
へ
の
対
応
と

い
っ
た
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
い
わ
き
商
工
会
議
所
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
研
究
会
で
は
、
｢環
境
と
人
に
や
さ
し
い
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
｣
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド

シ
ス
テ
ム
、
路
線
バ
ス
の
利
便
性
強
化
、
各
種
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
組
み
合

わ
せ
た
ハ
ブ
&
ス
ポ
ー
ク
型
交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
て

調
査
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

三

社
会
実
験
の
背
景
と
目
的
“

い
わ
き
市
内
郷
地
区
に
は
、
市
内
最
大
級
の
医
療
施
設

で
あ
る
市
立
磐
城
共
立
病
院
並
び
に
労
働
福
祉
事
業
団
福

島
労
災
病
院
が
あ
り
、
両
病
院
併
せ
て
平
日
一
日
当
た
り

約
二
、
五
〇
〇
人
が
訪
れ
る
た
め
、
病
院
駐
車
場
へ
の
入

庫
待
ち
車
両
が
幹
線
道
路
ま
で
溢
れ
、
通
行
車
両
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
る

(表
-
、
図
1
)。
ま
た
、
事
前
に
実
施

し
た
来
院
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
と
、
介
助
不
要
な

外
来
患
者
の
約
八
割
が
一
人
で
通
院
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
一
方
、
既
存
バ
ス
路
線
の
系
統
が
複
雑
で

分
か
り
に
く
く
、
病
院
と
最
寄
り
バ
ス
停
が
離
れ
て
い
る



表 1 共立 ･労災病院の概要

病院名称 病床数 診療科数 平懷廃群 雰 駐車スペース
(台)

磐城共立病院 触 20 廓 知 範
福島労災病院 470 “ 纖 442 650

計 跳 纖 繊 螂

た
め
、
国
道
六
号
を
乱
横
断
す
る
高
齢
者
も
お
り
、
交
通

安
全
面
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
を
図
る
に
は
、
高
齢
者
等
の
移

動
環
境
の
整
備
並
び
に
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ

の
利
用
転
換
策
の
実
施
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
既

存
バ
ス
路
線
及
び
鉄
道
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
を
支
援
す
る
小

型
循
環
バ
ス
連
行
の
社
会
実
験
を
行
な
っ
た

(図
2
)。

な
お
、
今
回
実
施
し
た
社
会
実
験
で
は
、
次
の
二
点
を

具
体
的
な
改
善
目
標
に
掲
げ
た
。

①

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
に
対
し
て
交
通
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
的
な
通
院
の
増
大
を
図

図 2 社会実験実施地域図

図 1 共立病院への入庫待ち車両による渋滞

る
。

②

自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の
利
用
転
換
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院
関
連
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
図
る
。

三

社
会
実
験
の
内
容

1

連
行
期
間

　

　

　

廃
施

鮠

病

共

繋

搬

公
鴇

　
　
　
　　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　
　　
　

　　
　
　

　　
　
　

に
瞳
闇

、

で

、

、

内
接
玄

　

　

　

　

　
　

平
成
一
四
年
三

月
一
日
か
ら
三
一月
二
七
日
ま
で
の

平
日
、
延
べ
三
九
日
間
連
行
し
た
。

2

運
行
ル
ー
ト

セ

J
R
内
郷
駅
~
労
災
病
院
~
共
立
病
院
~
市
役
所
~
サ

行

テ
ィ
;
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
5
J
R
い
わ
き
駅
を
循
環
連
行

道

し
た

(図
3
)。
な
お
、
連
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
事

“ 2003,7



2 時刻表
内郷駅発列車時刻表 病院循環バス内錮駅発

-'‐上 n“′下
6:l3 6"35
6:40 拗
7;20 7:24 加
7"48 7:45 8:㈹
8:02 8:04
8:45 8:29 蜘

8:44
932 節 "
9:即 鱒 10:卸
10:28 ㈱ ㈱=:27 蝋 ㈱12:15 就 ㈱13:00 鰤 鱒13:41 約14:20 緋 繊

蝋
繊16:05 蹴

前
に
実
施
し
た
来
院
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
並
び
に
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
な
い
、
決
定
し
た
。

3

運
行
時
間
帯

J
R
と
の
乗
り
継
ぎ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
内
郷
駅
発
午

前
七
時
か
ら
午
後
三
時
一
〇
分
ま
で
連
行
。
一
日
当
た
り

の
連
行
本
数
は
一
三
本
と
し
た

(表
2
)。

4

料
金

一
〇
〇
円
、
一
五
〇
円
、
二
〇
〇
円
、
二
五
〇
円
の
四

段
階
の
料
金
を
設
定
し
た

(表
3
)。

5

パ
ス
運
行
情
報
の
提
供

共
立
病
院
並
び
に
労
災
病
院
の
待
合
室
、
い
わ
き
駅
常

磐
交
通
待
合
室
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
駐
車
場
内
の
計
四
ヵ

所
に
、
バ
ス
連
行
状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
用
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
し
、
立里
戸
と
画
面
表
示
に
よ
り
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
連
行
情
報

(走
行
位
置
、
到
着
時
間
等
)
を
提
供
し
た

(図
4
)。
併

せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
を
行
な
っ
た
。

6

パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド

既
存
バ
ス
路
線
及
び
J
R
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
が
難
し
い

地
域
に
居
住
し
て
い
る
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
サ
テ
ィ
並
び
に
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
駐
車
場
を
活
用
し
、
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ

導

まもなく到着します

　

　

端
麗
剛
榊

ド
を
実
施
し
た
。

7

広
報

社
会
実
験
の
事
前
P
R
を
兼
ね
て
、
八
月
中
下
旬
に
バ

ス
の
愛
称
募
集
を
実
施
し
、
応
募
者
多
数
の
中
か
ら
、

｢ほ
っ
と
バ
ス
｣
に
決
定
し
た
。
他
の
バ
ス
と
の
差
別
化

を
図
る
た
め
、
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
す
と
と
も
に
、

バ
ス
停
等
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲
示
し
た

(写
真
1
･
2
、

図
5
)。
ま
た
、
実
験
開
始
の
約
一
カ
月
前
よ
り
、
チ
ラ

シ
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
、

コ
ミ
ニ
テ
テ
ィ
F
M
放
送
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
C
M
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
立
て
看
板
設
置
等
に
よ
る
広
報
を
実
施

し
た

(図
6
)。

図4 バスロケーシ
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写真 2 中町バス停

写真 1 連行車両 nまつとバス｣

図 6 広報チラシ

(人/梗)
15

四

社
会
実
験
の
結
果

1

バ
ス
の
利
用
者
数

二
ヵ
月
間
の
バ
ス
利
用
者
は
三
、
七
五
二
人
、
一
日
平

均
九
九
人
、
一
便
平
均
七
･
六
人
で
あ
っ
た
。
曜
日
別
で

は
金
曜
日
が
最
も
多
く
、
水
曜
日
が
最
も
少
な
か
っ
た
。

時
間
帯
別
で
は
、
内
郷
駅
発
午
前
一
〇
時
五
〇
分
発
の
便

の
利
用
者
数
が
最
も
多
く
、
午
前
七
時
か
ら
九
時
並
び
に

午
後
三
時
以
降
の
便
の
利
用
者
が
少
な
か
っ
た

(図
7
)

ま
た
、
週
ご
と
の
利
用
者
数
は
、
バ
ス
連
行
が
次
第
に
浸

0

7
′図 時間帯別平均利用者数

日し
140

拗
100

80

鋤

櫓

20

0

図 8 週ごとの 1日平均利用者数

= 2.3
= 74 =

105.O
93.0 94.0 96.6

83.6
73.O

透
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
徐
々
に
増
加
し
、
実
験
期
間

の
二
カ
月
間
に
、
一
日
当
た
り
約
四
〇
人
増
加
す
る
に
至

っ
た

(図
8
)。

2

バ
ス
の
利
用
者
特
性

一
一
月
二
七
日

(水
)
及
び
二
人
日

(木
)
に
バ
ス
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
の
約
八
割
が

女
性
で
あ
り
、
全
体
の
約
三
割
が
高
齢
者
で
あ
っ
た

(図

9
)。
主
な
利
用
区
間
と
し
て
は
、
J
R
各
駅
、
病
院
間
、

7

並
び
に
病
院
~
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
間
で
あ

っ
た

つ

　
　

　

一
方
、
実
験
期
間
中
継
続
し
て
実
施
し
た
バ
ス
利
用
者

描

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
通
院
等
の
来
院
を
目

硲

=忠
　　　



的
と
し
た
利
用
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
高
齢
者

層
に
お
い
て
、
そ
の
割
合
が
高
か
っ
た

(図
醇
･
川
)

高
齢
者
の
自
立
的
な
通
院
を
促
し
、
一
人
で
の
活
動
機
会

を
提
供
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
若
中
年
層

で
は
買
物
目
的
の
利
用
も
多
く
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
も
好
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

な
お
、
既
存
路
線
バ
ス
か
ら
の
転
換
が
約
六
割
あ
っ
た

が
、
自
家
用
車
等
の
交
通
手
段
か
ら
転
換
し
た
新
規
の
利

用
も
見
ら
れ
た

(図
腰
)。
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表 4 バス停ごとの乗降客数
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病
院
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本
庁
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前

蓑
川
町

サ
テ
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前

劉
-
力
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嫌
壜
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ヨ
湧
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豊
北
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い
わ
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駅
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平
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平
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共
立
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^
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蝸 Û 、! 協 RU ?｣ 16 ‘4 四 18 4･ ?- 30 20 “ 圏

圏5通勤　　　
　　　　　

2鵤 4鵤 6鮒 80% 10端 物饑 140%

図1 1 年代別バスの利用目的

M T三42 Nさ42

M T=23 N=“

　　
　

　　　　

　
　
　
　
　

　
　

　　
　　

　　

　

体

代

代

代

代

代

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

　　

　　

　　

女

幅学生米満轡i学生□中幽 霊踵騨圀醐ス亘高鬮園

　　

204

靴8



　剩

藁
榊
圓

'

、

･

覊
を

!
鯛
!
;勇
";
):
:
乱
鞏筏
:

帆

榔
^
■
＼

灘
壷
i

-
■

-
霊

叺
浚
絶擬織麗

匝麗重囲廠奉罐覆面爾祠經種重霊園
　　 　 　 　

1.知っていた
　　　

図15 情報提供システムの認知度

図12 バス連行前の交通手段

図16 情報提供システムの利用状況

③駐車場でのバス待ち時間

約　　
利

4,ほっとバス以外のバス

3

パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
利
用
状
況

馴

図

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
約
三
割
の
モ

鏡

ニ
タ
ー
が
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し
て
お
り
、
潜

在
的
な
利
用
需
要
が
確
認
さ
れ
た

(図
13
)。
ま
た
、
駐

車
場
の
位
置
及
び
広
さ
、
待
ち
時
間
に
対
す
る
評
価
も
比

　　
　

　
　
　
　
　
　

較
的
高
か
っ
た

(図
曽
)。

の利用状況

4

バ
ス
連
行
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
利
用
状
況

議

㈱
ム鷲
澪
雑
誠
純
雑

務

輻
家
廉
鰯
獅
ト調査結果安
を

P

の
五
五
%
で
あ
っ
た

(図
15
･
1 6
)。
ま
た
、
情
報
提
供

と
、
ほ
っ
と
バ
ス
利
用
後
の
感
想
と
し
て
は
、
性
別
及
び

2

表 5 情報提供H Pへのアクセス件数

月
(

況

纖駒
1日平均
アクセス数

月
【

u 鱒 弼
12 月 郷 締
錆 猟 飾

3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ァ
ク
セ
ス
数
は
三

カ
月
間
で
計
三
･

年
齢
層
に
関
わ
ら
ず
･

利
用
者
の
殆
ど
が
便
利
で
あ
り
･

楡

1

道

概
鵠

図

五
三
四
件
、
一
日
平
均
四
四
･
五
件
に
上
っ
た

(表
5
)。

今
後
も
利
用
す
る
と
答
え
て
い
る
。
利
用
の
理
由
と
し
て

　
　

は
、
｢料
金
が
安
い
｣
の
ほ
か
、
｢連
行
ル
ー
ト
が
利
用
し

雄



　

　

　

　

　

、

、

･

い

"他

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

3病院までの所要時間が短い

2.ルートが利用し易い
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図17 ほっとバス利用の理由

や
す
い
｣、
｢乗
降
が
し
や
す
い
｣
、
｢病
院
ま
で
の
所
要
時

間
が
短
い
｣
と
い
っ
た
、
ほ
っ
と
バ
ス
の
目
的
を
支
持
す

る
回
答
も
多
く
見
ら
れ
た

(図
ワ
)。

ま
た
、
連
行
時
間
に
関
し
て
は
、
利
用
者
の
半
数
が
現

行
に
満
足
、
遅
い
時
間
帯
の
連
行
を
望
む
利
用
者
が
約
四

割
見
ら
れ
た
。
連
行
本
数
に
関
し
て
は
、
現
行
に
満
足
し

て
い
る
利
用
者
と
増
便
を
望
む
利
用
者
が
半
々
程
度
と
な

っ
て
い
る
。

改
善
策
と
し
て
は
、
料
金
、
連
行
本
数
、
連
行
時
間
帯

等
の
連
行
形
態
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
要
望
が
中
心

で
あ
っ
た
。

6

病
院
関
連
交
通
に
対
す
る
影
響

病
院
循
環
バ
ス
導
入
に
よ
る
交
通
混
雑
緩
和
効
果
が
期

表6 共立病院駐車場入庫待ち状況
社会実験前 (10月23日)日

m

割

用

鰄
認
o
50
150
鱒
則
聯

鰄
時間帯 台数(台) 長さ( m) 時聞く分)
7 時台 0 0 0

8 時台 増 わ 10

9 時台 28 145 第
lo時台 24 120 19

l1時台 20 100 19

最大(時台) 船鱒 聯蝋 聯鱒

時間帯 台数(台) 長さ( m ) 時間(分)

れ聯合 0 0 0

8時台 9 50 18

9時台 " 脚 れ

10時台 22 脚 韓

11時台 20 脚 ワー
最大(時台) 台ね@" 聯鱒 聯癖

待
さ
れ
た
が
、
社
会
実
験
前

(
一
〇
月
二
三
日
)
と
社
会

実
験
期
間
中

(
一
一
月
二
七
日
)
の
共
立
病
院
駐
車
場
入

庫
待
ち
状
況
を
比
較
す
る
と
、
車
両
台
数
及
び
滞
留
の
長

さ
に
目
立
っ
た
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

(表
6
)。

五

今
後
の
方
針
【

本
研
究
会
で
は
、
社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
格

連
行
に
向
け
た
課
題
の
抽
出
並
び
に
改
善
案
の
検
討
を
行

な
い
、次
の
と
お
り
連
行
改
善
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
た
。

1

連
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

利
用
者
の
少
な
い
菱
川
町
バ
ス
停
を
廃
止
し
、
四
月
よ

り
オ
ー
プ
ン
す
る
い
わ
き
市
保
健
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
並

び
に
比
較
的
規
模
の
大
き
い
民
間
病
院
を
経
由
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
福
祉
施
設
循
環
バ
ス
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
る

(図
陷
)。
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R
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2

運
行
時
間
の
見
直
し

早
朝
の
便
の
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
内
郷
駅
前

の
始
発
時
刻
を
午
前
七
時
か
ら
七
時
三
〇
分
へ
三
〇
分
繰

り
下
げ
る
。
ま
た
、
い
わ
き
市
保
健
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
業
務
終
了
時
刻
に
合
わ
せ
、
終
発
時
刻
を
午
後
三
時
一

〇
分
か
ら
五
時
二
〇
分
へ
と
大
幅
に
繰
り
下
げ
て
連
行
す



る
。
さ
ら
に
は
、
J
R
内
郷
駅
と
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
時
刻
表
を
見
直
す
と
と
も
に
、
J
R

等
に
引
き
続
き
協
力
を
要
請
し
な
が
ら
内
郷
駅
構
内
ロ
ー

タ
リ
ー
へ
の
乗
り
入
れ
を
継
続
す
る

(写
真
3
)。

3

連
行
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
継
続

操
作
性
向
上
、
情
報
内
容
充
実
、
バ
ス
連
行
と
の
整
合

性
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
連
行
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
継

続
す
る
。

4

P
最
B
R
の
継
続

利
用
者
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
テ
ィ
及
び

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
に
引
き
続
き
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
市
保
健
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
活
用
し
た

P
&
B
R
ポ
イ
ン
ト
を
増
設
す
る
。

5

利
用
促
進
方
策
の
検
討

市
広
報
誌
へ
の
記
事
掲
載
、
病
院
等
に
お
け
る
連
行
概

要
チ
ラ
シ
配
布
、
商
店
街
や
病
院
と
の
連
携
、
利
用
ポ
イ

ン
ト
制
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

6

実
施
体
制
の
確
立

い
わ
き
市
、
い
わ
き
商
工
会
議
所
、
国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局
磐
城
国
道
事
務
所
が
支
援
を
行
な
い
な
が

ら
、
交
通
事
業
者
で
あ
る
常
磐
交
通
自
動
車
㈱
が
自
主
運

行
す
る
。

六

お
わ
り
に

二
〇
二
五
年
い
わ
き
市
の
人
口
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
三

六
万
人
か
ら
三
三
万
人
に
減
少
し
、
お
よ
そ
三
人
に
一
人

が
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
。
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
が
ま
す
ま
す
進
む
今
日
に
あ
っ
て
、
街
中
に
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
街
づ

く
り
を
目
指
す
に
は
、
公
共
交
通
を
主
軸
と
し
た
都
市
計

画
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。

い
わ
き
商
工
会
議
所
は
、
戦
略
的
街
づ
く
り
団
体
と
し

て
、
行
政
や
大
学
等
の
連
携
と
支
援
の
も
と
に
、
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
研
究
会
を
組
織
し
、
総
合
的
な
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
含
め
、
二
回
に
わ
た
る
社
会
実

験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
次
の
教
訓
を
列
記
す
る
。
①
勇
気

を
持
っ
て
実
験
目
的
を
提
唱
す
る
、
②
理
解
を
促
進
す
る

た
め
の
周
到
な
事
前
調
査
を
行
う
、
③
市
民
の
主
体
的
参

加
に
よ
り
合
意
形
成
を
図
る
、
④
失
敗
を
恐
れ
な
い
実
験

遂
行
姿
勢
、
⑤
机
上
理
論
に
な
い
効
果
の
評
価
、
⑥
目
的

の
効
果
検
証
と
明
確
な
情
報
開
示
な
ど
。

社
会
実
験
は
、
自
動
車
を
中
心
と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
か
ら
、
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
促
し
、
市
民
社
会
の
意

識
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
最
も
有
効
な
公
共
的
手

段
で
あ
る
。
こ
の
際
、
行
政
が
バ
ス
を
乗
り
降
り
す
る
市

民
を

｢バ
ス
事
業
者
の
顧
客
｣
と
見
る
か
、
｢市
民
生
活

の
情
景
｣
と
見
る
か
。
バ
ス
事
業
者
を
｢利
益
追
求
企
業
｣

と
見
る
か
、
市
民
生
活
に
必
要
な

｢都
市
の
装
置
｣
と
し

て
見
る
か
が
、
そ
の
社
会
実
験
の
性
格
を
大
き
く
左
右
す

る
と
言
え
る
o

か
つ
て
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
急
激
な
超
高
齢
社
会

へ
の
突
入
に
備
え
る
た
め
、
総
合
的
な
交
通
施
策
は
、
環

境
負
荷
の
軽
減
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
の
み
な

ら
ず
、
い
ま
や
高
齢
者
の
自
立
支
援
型
福
祉
政
策
と
し
て

の
一
面
を
も
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

私
達
、
い
わ
き
商
工
会
議
所
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究

会
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
国
土
交
通
省
、
福
島
県
の
支
援
を

仰
ぎ
、
い
わ
き
市
と
共
に

｢オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
構
想
｣

の
調
査
研
究
を
は
じ
め
、
『公
共
交
通
に
よ
る
人
間
復
権

の
街
づ
く
り
』
に
向
け
た
活
動
を
続
け
た
い
。
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圓
圓
圓
特
集
/
率
成
14
年
度
社
会
実
験
結
果
と
り
ま
と
め
圓釀
麗
釀
釀
釀
釀
釀
釀
釀
釀
釀
釀
釀
釀鬮
圓

れ

圓

　
　
　
　
　
　　
　
　
　

鱸
麺
鴦
る
回
避
週
◎
創
艦
構
黛
稟
臟

大
阪
市
計
画
調
整
局
開
発
企
画
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

大

阪

市

中

央

区

役

所

区

民

企

画

室

一

は
じ
め
に

大
阪
市
は
、
東
西
一
九
･
五
如
、
南
北
三
0
･
二
蝋
、

面
積
約
二
二
二
蝸
の
西
日
本
の
中
枢
都
市
で
あ
る
。
こ

の
都
心
部
を
南
北
に
貫
く
御
堂
筋

(国
道
二
五
号
)
(図

1
、
写
真
1
)
は
、
本
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
り
、

美
し
い
景
観
を
有
す
る
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
の

御
堂
筋
は
一
九
三
七
年

(昭
和
三
一年
)
に
市
民
の
多
大

な
協
力
に
よ
り
完
成
し
、
今
日
ま
で
、
広
く
市
民
や
訪
れ

る
人
々
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
国
内
外
に
誇
れ
る
街
路
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
街
者
の
集
え
る
ゆ
と
り

空
間
の
不
足
や
、
夜
間
で
の
無
人
化
や
照
明
の
暗
さ
、
路

上
駐
車
、
放
置
駐
輪
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
特
に
、

昨
今
の
金
融
機
関
の
統
廃
合
に
伴
う
、
ビ
ル
低
層
階
で
の

空
室
の
増
加
に
よ
っ
て
、沿
道
の
沈
滞
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
行
政
、
経
済
団
体
等
で
構
成
す
る

｢新
し

い
時
代
の
御
堂
筋
協
議
会
｣
を
設
立
し
、
当
面
の
諸
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
活
性
化
策
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
実

施
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

平
成
一
三
年
一
二
月
に
は
、
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
三
次
決
定
に
お
い
て

｢民
間
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
つ

つ
、
社
会
実
験
を
活
用
す
る
等
に
よ
り
、
道
路
の
多
面
的

な
利
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
｣
と
位
置
付
け
ら
れ
、

平
成
一
四
年
七
月
に
は
大
阪
駅
･
中
之
島

･
御
堂
筋
周
辺

地
域
が
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
を
受
け
た
。
ま

た
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
N
P
O
組
織
や
沿
道
建
物

オ
ー
ナ
ー
等
か
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
組
織
等
の
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
行
政
、
民
間
と
も
に
都
市
の
活

性
化
に
対
す
る
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

図 1 御堂筋位置図
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三

実
験
の
概
要

1

実
施
区
域

実
験
を
実
施
し
た
区
域
は
、
大
阪
市
中
央
区
の
心
斎
橋

周
辺
で
あ
り
、
周
辺
に
は
有
名
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
や
商

店
街
、
若
年
層
向
け
小
売
店
の
集
積
す
る
ア
メ
リ
カ
村
等

が
位
置
す
る
い
わ
ゆ
る
ミ
ナ
ミ
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
、

御
堂
筋
沿
道
で
も
最
も
歩
行
者
の
通
行
が
多
い
区
域
の
一

つ
で
あ
る

(図
2
)。

歩
道
の
幅
員
は
五
･
五
m
で
あ
る
が
、
周
辺
商
業
施
設

へ
の
自
転
車
で
の
来
訪
者
も
多
く
、
ま
た
駐
輪
施
設
の
不

足
も
あ
り
、
放
置
駐
輪
が
多
く
、
そ
の
た
め
歩
行
で
き
る

空
間
の
狭
小
化
や
御
堂
筋
の
も
つ
美
観
を
損
な
う
な
ど
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た

(写
真
2
)。

○
内
容交

通
量
が
減
少
す
る
日
曜
日
に
御
堂
筋

(大
丸
大
阪

心
斎
橋
本
館
前
)
の
緩
速
車
線
部

(側
道
)
を
自
動
車

通
行
止
め
と
し
、
路
面
上
に
人
工
芝
を
敷
き
、
テ
ー
ブ

ル
、
椅
子
、
ス
テ
ー
ジ
等
を
配
置
し
た
オ
ー
プ
ン
テ
ラ

ス
を
設
置
し
、
歩
行
者
に
開
放
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
お
い
て
は
、
弦
楽
四
重
奏
や
バ
グ
パ
イ
プ
の
演
奏
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
隣
接
建
物
敷
地
内
に
売
店
を
設
け
コ
ー
ヒ

ー
や
軽
食
を
販
売
し
、
テ
ラ
ス
内
で
の
飲
食
を
可
能
と

し
た

(写
真
3
~
7
)。

2

実
験
内
容

今
回
の
実
験
に
お
い
て
は
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
･
魅
力
あ
る
ま
ち
の
景
観
の

誘
導
を
目
的
と
し
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局
大
阪
国
道
事
務
所
の
協
力
を
得
な
が

ら
、地
域
が
主
体
と
な
っ
た
二
種
類
の
実
験
を
実
施
し
た
。

の

御
堂
筋
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
m
心
斎
橋

0
目
的御

堂
筋
は
、
平
日
三
一時
間
交
通
量
が
約
二
万
八
千

台

(大
阪
市
中
央
区
西
心
斎
橋
付
近
)
の
主
要
幹
線
道

路
で
あ
り
、
市
内
中
心
部
の
自
動
車
交
通
を
処
理
す
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
以
前
か
ら
ゆ
と
り
や

う
る
お
い
空
間
と
し
て
の
整
備
を
求
め
る
声
が
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
御
堂
筋
を
新
た
な
魅
力
を
も
つ
空
間

と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
円
滑
な
交
通
処
理
を
確
保
し

な
が
ら
、
道
路
空
間
の
一
部
を
歩
行
者
に
開
放
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
影
響
や
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
。

　　　　　　　　　　
ノ 写真3 実験告知看板

写真2 放置自転車の状況

弓
幸一
｢事
1
弓
I
E
『
事主事｣

新綿交差点

も

'‘
;

-

｣
御堂筋周防町交差点

図 2 実験実施区域

写真4 オープンテラス開催状況
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0
日
時

実
施
日
"
平
成
一
四
年
一
〇
月
六
日
、
二
〇
日
、
二
七

日

(全
て
日
曜
日
)

写真 5 売店

※
二
〇
日
は
雨
天
の
た
め
途
中
中
止

時

間
…午
後
一
時
~
五
時

(通
行
止
め
は
午
後
0
時

二
〇
分
~
五
時
三
〇
分
)

写真8 放置駐輪防止呼びかけ状況

②

御
堂
筋
の
自
転
車
を
考
え
よ
う

○
目
的社

会
実
験
の
実
施
エ
リ
ア
に
限
ら
ず
、
放
置
自
転
車

は
、
歩
道
を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
り
歩
行
空
間
を
狭
く

す
る
、
あ
る
い
は
、
魅
力
あ
る
景
観
の
形
成
を
阻
害
す

る
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近

年
の
都
心
居
住
の
進
展
に
よ
り
今
後
と
も
自
転
車
利
用

者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

自
転
車
は
い
わ
ゆ
る
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
で
あ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
た
め
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
、
放
置

駐
輪
防
止
の
呼
び
か
け

(写
真
8
)
と
駐
輪
場
へ
の
案

内
誘
導

(写
真
9
･
噂
)
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
る
効
果

と
影
響
、
な
ら
び
に
自
転
車
利
用
に
関
わ
る
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
。

○
内
容

ず
お
う
ま
ち

歩
道
上

(新
橋
交
差
点
~
周
防
町
交
差
点
)
に
お
い

　　
　　
　
　
　　

写真9 仮設駐輪場入口

　　　　
　　　　　　　　　　　　

イベント (弦楽四

写真 7 イベント (パグパ　イブイ

写真10 仮設駐輪場内部

て
人
員
を
配
置
し
、
放
置
駐
輪
防
止
の
呼
び
か
け
を
行

う
と
と
も
に
、
対
象
区
域
沿
道
に
設
置
し
た
仮
設
駐
輪

場
へ
の
案
内
誘
導
、
放
置
自
転
車
の
即
時
撤
去
を
実
施

し
た
。

な
お
、
放
置
駐
輪
防
止
の
呼
び
か
け
は
呼
び
か
け
を

行
う
期
間
と
行
わ
な
い
期
間
を
設
け
、
そ
れ
に
よ
る
差

異
を
比
較
し
た
。

○
日
時

実
施
日
…

(放
置
駐
輪
防
止
の
呼
び
か
け
)

平
成
一
四
年
一
〇
月
六
日

(日
)
~
三

日

(金
)、

一
〇
月
二
〇
日

(日
)
~
二
七
日

(日
)
(
一
四
日
間
)

(仮
設
駐
輪
場
の
設
置
)

平
成
一
四
年
一
〇
月
六
日

(日
)
~
三

日

(金
)、

一
〇
月
一
五
日

(火
)
~
三
一
日

(木
)
(二
三
日
間
)

※

-
二
日
~
-
四
日
は
、
御
堂
筋
で
の
イ
ベ
ン
ト

(御

道々テセ 2003.7 23



堂
筋
パ
レ
ー
ド
)
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
駐
輪

成
さ
れ
る
社
会
実
験
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
評
価
を
実

観
客
を
集
め
た
。

場
を
閉
鎖
し
た
。

施
し
た
。

オ
ー
プ
ン
テ
一

時

間

“午
前
九
時
~
午
後
五
時

3

実
施
体
制

今
回
の
実
験
は
、
内
容
、
期
間
が
異
な
る
二
つ
の
実
験

を
実
施
す
る
た
め
図
3
の
よ
う
に
実
行
委
員
会
の
下
に
二

つ
の
実
施
主
体
を
設
置
し
た
。

[社会実験実行主体]
魅力ある御堂筋づくり社会実験実行鰹員会
(事務局 NP O法人長堀2 1世紀計画の会)

[御堂筋オ- ブンテラス i-｢心斎橋]
御堂筋オープンテラス実行委員会

等“繊
嵯
障
篠
権

総
鴎
術
博

翁

鰐
鬱鬘

豊
麗

廉
廳鵞

◎朧

“

拭
糾
爺
博

図 3 実験実施体制

(事務局 大阪市中央区役所)
構成口腔元連合振興町会、商店街等

4

実
験
の
評
価
体
制

社
会
実
験
の
成
果
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
、
大
阪

大
学
大
学
院
の
飯
田
助
教
授
を
委
員
長
、
大
阪
市
立
大
学

大
学
院
の
伊
藤
教
授
を
副
委
員
長
と
し
て
、国
土
交
通
省
、

大
阪
府
警
察
、
社
会
実
験
実
行
委
員
会
及
び
大
阪
市
で
構

施
し
た
。

評
価
委
員
会
は
計
三
回
開
催
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
効

果
、
放
置
駐
輪
の
改
善
効
果
等
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し

た
。三

縞
一
票

1

御
堂
筋
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
m
心
斎
橋

㈲

利
用
者
数

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
利
用
者
は
、
雨
天
の
一
〇
月
二
〇

日
を
除
く
二
日
間
で
延
べ
七
〇
五
人

(平
均
三
五
三
人
/

日
)
で
あ
り
、
テ
ラ
ス
に
立
ち
入
ら
ず
に
ス
テ
ー
ジ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

(イ
ベ
ン
ト
)
を
見
物
し
た
方
を
含
め
る
と

二
日
間
で
二
、
五
九
四
人
、
平
均
一
、
二
九
七
人
/
日
の

件数:86
○.OK 2〇OK 4QO% 6QO軽 800%

図5 御堂筋に普段抱くイメージ

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
利
用
者
は
、
特
に
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
実
施
時
に
多
く
な
っ
て
い
た

(図
4
)。

②

利
用
者
の
御
堂
筋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

御
堂
筋
に
対
し
て
抱
く
普
段
の
イ
メ
ー
ジ
と
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
設
置
に
よ
り
高
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
調

〔新たに高まったイメージ〕 件数潟6
　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　鰈

,
.

.

,

.

"

.

高

00

に

2-T

　　
　
　　　
図 6 新たに高まったイメージ

-榊キ
ーキ
ー榊き

ヨ
:

図 4 オープンテラスによる集客数

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
に
よ
る
集
客
者
数

(人
)

翻

鱒

峨

600

0

　　道



査
結
果
で
は
、
前
者
は

｢に
ぎ
わ
い
｣
、
｢魅
力
の
あ
る
景

③

に
ぎ
わ
い
、
来
訪
意
向
の
変
化

観
｣
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
約
六
割
が

｢歩
い
た

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
利
用
者
、
歩
行
者
、
自
転
車
通
行
者

り
、
く
つ
ろ
い
だ
り
す
る
機
能
性
｣
が
高
ま
っ
た
と
回
答

の
六
割
以
上
が
、
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
実
施
に
よ
り
に
ぎ

し
て
お
り
、
普
段
と
は
別
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
っ
て
い
る

わ
い
が
高
ま
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

(図
5

.
6
)
。

テ
ラ
ス
を
継
続
的
に
実
施
し
た
場
合
、
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

-

…

三
一

初

利
用
者
と
歩
行
者
の
過
半
数
、
自
転
車
利
用
者
の
四
割
弱

鍬
ぅ
釦

鰓

潴鋤

た

が
、
訪
問
回
数
が
増
加
す
る
と
回
答
し
て
い
る

(図
7
･

思
思

3

過
目

じ

8
)
。

図 7 普段よりにぎわいを感じた人の
割合

l口蹴っていると思わないi鬮iこぎわっていると思う

　

　

　
　

通
歩

% =

ニ

オ

　
　

　

　

　

　
図 8 御堂筋を訪れる回数が増加する

と考える人の割合

2

御
堂
筋
の
自
転
車
を
考
え
よ
う

ゆ

放
置
駐
輪
台
数
の
変
化

放
置
駐
輪
防
止
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
対
象
区
間
の
放

置
駐
輪
台
数
は
、
呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い
な
い
日
よ
り

八
割
強
減
少
し
た
。

対
象
区
間
の
外
側
一
区
画
目
の
東
西
道
路
で
は
、
呼
び

か
け
を
実
施
し
て
い
な
い
日
よ
り
も
放
置
駐
輪
台
数
が
増

加
し
た
。
こ
れ
は
、
呼
び
か
け
に
よ
り
対
象
区
間
を
避
け

て
放
置
駐
輪
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
外
側
に
つ
い
て
は
台
数
に
ほ
と
ん
ど
変

化
が
見
ら
れ
な
い

(図
9
･
表
↓
。

図 9 調査対象区域

　

　
　

　

　　
　
　

　
　

　

　
　
　

　

　

　

　　

　　

　
　

　

　

7

消

470
踪

　
　

け
以

　
　

　

　
　

　

呼
施　

'

÷
“

　　

　　

　
　

　　

　　

　

　　

　　

　　　

　　

　
　

　　

　　
　
　　

②

仮
設
駐
輪
場
の
利
用
台
数
の
変
化

仮
設
駐
輪
場
の
駐
輪
台
数
は
、
一
九
日
間

(雨
天
を
除

く
)
で
、
延
べ
四
、
五
九
四
台

(自
転
車
四
、
0
八
〇
台
、

バ
イ
ク
五
一
四
台
)
で
あ
り
、
平
均
二
四
一
台
/
日
で
あ

っ
た
。
呼
び
か
け
を
実
施
し
な
い
日
は
、
仮
設
駐
輪
場
の

利
用
が
四
割
程
度
少
な
く
な
っ
て
い
た

(呼
び
か
け
実
施

期
間
平
均
二
九
一
台
/
日
↓
呼
び
か
け
未
実
施
期
間
平
均

一
七
五
台
/
日
)。

ま
た
、
呼
び
か
け
の
日
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
仮
設
駐

輪
場
利
用
台
数
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

③

歩
道
の
通
行
性
の
変
化

平
日
、
休
日
と
も
に
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
六

割
以
上
が
、
駐
輪
対
策
の
実
施
に
よ
り
普
段
よ
り
通
行
し

や
す
く
な
っ
た
と
回
答
し
た

(図
中
)。

口訪れる回教が増えるとは思わない
□無回答 ー　　　 　

　 　
れ l囮訪れる回教が増えると思う

4

覊

者
斡

6

6

ス

澗
鞆



㈲

通
行
性
の
向
上
に
よ
る
来
訪
意
向
の
変
化

駐
輪
対
策
の
実
施
に
よ
り
普
段
よ
り
歩
き
や
す
く
な
っ

た
と
感
じ
た
歩
行
者
の
七
割
以
上
が
、
｢駐
輪
対
策
を
実

施
し
た
場
合
に
、
再
び
対
象
地
区
周
辺
を
訪
れ
た
い
｣
と

回
答
し
た
。
ま
た
、
駐
輪
対
策
実
施
に
よ
り
普
段
よ
り
通

行
し
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
た
自
転
車
利
用
者
の
約
五
割

が
、
｢駐
輪
対
策
を
実
施
し
た
場
合
に
、
再
び
対
象
地
区

周
辺
を
訪
れ
た
い
｣
と
回
答
し
た

(図
=
)。

四

終
わ
り
に

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
実
施
に
よ
る
魅
力
向
上
や
放
置
駐
輪

対
策
実
施
に
よ
る
通
行
空
間
の
通
行
性
、
安
全
性
の
向
上

に
伴
い
多
く
の
人
が
ま
た
訪
れ
た
い
と
回
答
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
の
解
析
に
お
い
て
は
、
回

遊
行
動
の
変
化
、
沿
道
商
業
施
設
へ
の
来
店
者
の
増
加
な

ど
の
効
果
に
つ
い
て
は
顕
著
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

以
上
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
御
堂
筋
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
都
心
再
生
に

寄
与
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
な
が
ら
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

〔オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
〕

○
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
利
用
促
進

○
周
辺
商
業
施
設
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
全
体
の
活

力
向
上

○
地
域
や
自
動
車
利
用
者
等
へ
の
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
実

施
の
周
知
と
規
制
の
強
化

〔放
置
駐
輪
対
策
〕

○
駐
輪
対
策
を
実
施
し
て
い
な
い
と
き
の
増
加
す
る
放

置
駐
輪
へ
の
対
応

○
利
用
し
や
す
い
駐
輪
場
の
あ
り
方
の
検
討

○
自
動
二
輪
車
の
放
置
駐
輪
へ
の
対
応

最
後
に
、今
回
の
実
験
実
施
及
び
そ
の
評
価
に
あ
た
り
、

地
元
組
織
、
企
業
、
国
土
交
通
省
等
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

に
ご
尽
力
･
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し

3

た
い
。

2 6 首"〒セ 2003 7
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劉
、 ノ 、 ノ
呼びかけ期間中“赤目) 呼びがブ期間中(平日)

図 10 呼びかけ実施による通行性の変化

口あまり来ないのでわからない
口昔強より通行しやすくなったと思わない
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図1 1 通行性向上による来訪意向の変化

永
た
倣
則
狄
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圓
鬮
鬮
特
簾
/
繋
戚
降
箪
鷹
糧
食
実
験
結
票
こ
り
ま
と
鱗
圓
圓
圓鬮
鬮
圓
鬮
鬮圓
鬮
鬮
圓
鬮
鬮
圓
鬮圓
圓

“

　
　
　
　
　
　
　
　

『稼
い
て
暮
晦穆
せ
る
衝
づ
く
り
』
◎

松
山
市
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
長

相
原

孝
雄

一

は
じ
め
に

愛
媛
県
松
山
市
は
、
人
口
約
四
人
万
人
で
、
多
島

美
で
知
ら
れ
る
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
面
し
、
温
暖
な
気

候
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

｢国
際
観
光
温
泉
文
化
都

市
｣
と
し
て
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る

面
で
、
地
方
中
心
都
市
の
機
能
を
充
実
し
た
、
四
国
最
大

の
都
市
で
あ
る

(図
1
)。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
道
後
温
泉
本
館
や
姫
路

城
、和
歌
山
城
と
並
ぶ
三
大
連
立
式
平
山
城
の
松
山
城
は
、

観
光
都
市
松
山
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

松
山
市
の
中
心
市
街
地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
商
業
地
域
に

指
定
さ
れ
、
鉄
道

･
路
面
電
車
･
バ
ス
等
公
共
交
通
機
関

の
拠
点
で
あ
る
J
R
松
山
駅
、
伊
予
鉄
道
松
山
市
駅
の
二

つ
の
核
を
中
心
に
商
業
･
業
務
地
区
の
広
が
る
松
山
市
の

顔
と
し
て
賑
わ
い
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
区
は
、
戦
災
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
、
道
路
等
の
基
盤
整
備
は
完
了
し
て
い

る
が
、
近
年
、
人
口
の
減
少
と
と
も
に
高
齢
化
が
進
み
、

ま
た
、
大
型
店
舗
の
郊
外
立
地
が
進
行
し
空
洞
化
が
生
じ

て
い
る
。
ま
た
、
通
勤
･
通
学
で
の
利
用
交
通
手
段
は
自

動
車
･
自
転
車
に
よ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
過
度
の

交
通
集
中
に
よ
り
自
動
車
交
通
が
輻
輳
し
、
交
通
渋
滞
や

環
境
問
題
、
駐
輪

･
駐
車
場
問
題
も
生
じ
、
中
心
市
街
地

の
本
来
の
魅
力
を
失
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
松
山
市
で
は
、
安
全

･
快
適

で
歩
い
て
楽
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
街
づ
く
り
と
環
境
と

調
和
し
た
エ
コ
松
山
の
実
現
を
目
的
と
し
て

｢歩
い
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
構
想
｣
を
策
定
し
、
こ
の
構
想
を
実
現

す
る
た
め
、
歩
行
者
･
自
転
車
走
行
空
間
の
確
保
と
そ
れ

を
支
え
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
行
う
た
め
、
平
成
一

四
度
に
お
い
て
社
会
実
験
を
行
っ
た

(表
1
、
図
2
)。 図 1 愛媛県松山市の位置図



表 実験計画

実験メニュ一 実施期間 場 所 模規

実
験
A

三番町通りの道路空間再配
分

平成14年 9 月
( 1 カ月間)

三番町通り
(日本銀行前 ~ 八坂通り)

L= 70 0 m

実
験
B

大街道商店街アーケー ド内

での自転車レーンの確保
日
“
}
′

9

間
年
月

M
力

成
1

平
( 通赫糊彌鯖

m熱Tし

実
験
C

ム

る
テ
け

ス
お

シ

に
ル
辺
)

ク
周
策

イ
点
和

サ
拠
緩

タ
光
滯

ン
観
渋

レ
ノベ

目
“
"
′

9

間
年
月

M
力

成
1

平
(

駅
疎
放

槌敲街
服
風
菟

、
島
プ

ン
高

一

劣
る
週

ジ
よ
越
園

フ
い
三
生

ルク
ト
所

イ
.
一
力

サ
ポ
7

二

社
会
実
験
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　

℃

.̂

--℃′-′ 　
　　　

　
　
　

　

　　
　　

-嚢

　　
　
　
　
　
　
　

　

驚
き

声

　　
　　

　　　
　
　A　　

　

　
　　

　

　
　
　

　
　
　

鋭

"

　

　
　

◆
市

　
　

　　
　

　
　
　

　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

≦

ン
繰

隷
･

%
ィ

し
漿

実
験
は
、
平
成
一
四
年
九
月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
内
容
で
行
っ

た
。

1

三
番
町
通
り
の
道
路
空
間
再
配
分

三
番
町
通
り
は
、
東
進
の
一
方
通
行
規
制
の
市
道
と
し

て
二
車
線
で
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
荷
捌
き
車
輌
や
代
行

車
輌
に
よ
り
、
実
質
は
一
車
線
の
機
能
し
か
果
た
し
て
い

な
い
た
め
、道
路
の
一
車
線
を
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
と
し
、

一
定
箇
所
に
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た

(写
真
1
、

図
3
)。

図 2 実験箇所位置図
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1 実験区間の状況 (三番町通り)

　
　
　

写

笈



2

大
街
道
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
の
自
転
車
専
用

レ
ー
ン
の
確
保

大
街
道
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
公
共
交
通
機
関
に
連

結
さ
れ
、
機
能
的
に
も
充
実
し
て
お
り
、
歩
行
者
専
用
道

路
と
し
て
一
般
車
輌
及
び
自
転
車
の
進
入
を
規
制
し
、
ま

た
、
駐
輪
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
、
官
民
に
よ
る
駐
輪
場

の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
自
転
車
が
乱
雑
に

走
行
し
、
ま
た
、
買
い
物
客
に
よ
る
違
法
駐
輪
を
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
実
験
に
よ
り
、

現
在
の
施
策
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
通
行
帯
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
通
行
で
き
な
い
ル
ー
ル
づ

く
り
を
行
い
、
三
番
町
通
り
の
道
路
再
配
分
に
よ
る
自
転

車
レ
ー
ン
に
連
携
し
た
自
転
車
利
用
の
促
進
と
、
自
転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
観
点
か
ら
自
転
車
通
行
帯
を
設

置
し
た

(写
真
2
、
図
4
)。

自転車レーン、街割まきスペースを設置

荷さばき車両や代行運転車両により実質的には 1車線による機能となっている松山市中心部の幹線
東西軸である三番町通りにおいて、一方通行 2車線のうちの 1車線を自転車レーン、荷さばきスペー
スとして利用するため、社会実験として道路空間を再配分した。

･自転車レーン、荷さばきスペース設置時間帯 (コーンの設置、整理員の配置) は 10 :00~ 19 :00
･日曜日は実験は行わなかった。た

所
　
　

現況及び社会実験中の横断構成
現況

l6,鎌

　　 　 　 　　 　 　 　 　　

写真2 実験区間の状況 (大街道商店街アーケード)

社会実験(自転車レーン設置部)
16,Qn

r 目鯛 -自転畿‐秤 門鼾 門 錢 1
回

社会築城(荷さばきレーン設置部)

　 　　 　　 　 　　 　 　レーン スペース

標準断面図

図 3 実験A :三番町通りの道路空間再配分



を
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る

(写
真
3
、
図
5
)。

歩行者専用道路として自転車の通行を禁止しているが、 自転車の通行が日常化し

ている松山市中心市街地の商店街アーケー ド内において、 歩行者、 自転車双方の安

全 ･円滑な移動空間創出を図るため、 社会実験として自転車レーンを設置した。
･自転車レーン設置時間帯 (コーンの設置、 整理員の配置) は 10 : 00 ~ 19 : 00

(マットは実験期間中は常時敷設した。 )

･日曜日、 イベント開催日は実験は行わなかった。
･自転車レーンには 1o m 間隔で横断帯を設置した。

　　　

　

　

　

　　

　

に
と
整

っ
し

　　
現況及び社会実験中の横断構成は以下のとおりである。

　　
　

　

　
　

禁

一
会
設
た
わ
を　

　　
　
　　

と
市
間
設
験

ン
に

堆

験

　
　
　
　
　
　
　

　　
　　

　
　

　　　　 　 　　マット敷設

標準断面図

図 4 実験B義大街道商店街アーケード内での自転車レーンの確保

現川l離職 榊田

自転車貸し出し時の様子既存の地下駐輪場を利用したサ
イクルポート (いよてつ高島屋)翳

れ

　　

　

　
　

　
　写真 3 実験中の状況 (観光拠点周辺における渋滞緩和策 (レンタサイクルシステム))

3

観
光
拠
点
周
辺
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
策

(レ
ン
タ
サ

す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
間
及
び
公
共
交
通
機
関
同
士
の

　　
　
　　　　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　

.

箔

観光地区の一角を利用したサイクル
ポート (故生園 (道後温泉))

光
拠
点
や
駅
地
域
周
辺
に
タ
ー
ミ
ナ
ル

(フ
リ
ン
ジ
型
駐

図
っ
た
。

車
場
)
を
設
置
し
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入

な
お
、
こ
の
実
験
で
使
用
し
た
自
転
車
は
放
置
自
転
車

鉛



　

三

実
験
結
果
と
今
後
の
方
針

(表
2
)

保

　

　
れ
の

n
Y

図5 実験C :大街道商店街アーケード内での自転車レーンの確保

1

三
番
町
通
り
の
道
路
空
間
再
配
分

寳結
果
綱

･
自
転
車
の
み
を
通
行
さ
せ
る
自
転
車
の
専
用
レ
ー
ン

を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
の
五
0
%
以
上

が
レ
ー
ン
を
通
行
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
歩
行
者
と

の
分
離
効
果
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
レ
ー
ン
設

置
は
効
果
が
あ
っ
た
。

･
実
験
実
施
区
間
に
あ
る
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
八
区
間

す
べ
て
の
区
間
に
対
し
て
、
一
台
分
以
上
の
荷
捌
き

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
回

数
は
多
く
、
平
日
は
延
べ
約
四
〇
〇
台
、
土
曜
日
は

延
べ
約
三
〇
〇
台
の
利
用
が
あ
っ
た
。

･
三
番
町
通
り
の
自
動
車
交
通
量
は
減
少
し
た
も
の

の
、
一
車
線
削
減
に
よ
る
交
通
容
量
低
下
の
影
響
の

方
が
大
き
く
、
渋
滞
発
生
の
原
因
と
な
っ
た
。

賓整
備
方
針
疊

･
第
一
段
階
と
し
て
、道
路
の
幅
員
構
成
は
変
更
せ
ず
、

放
置
自
転
車
対
策
を
行
う

(現
在
の
三
番
町
通
り
の

道
路
空
間
に
お
い
て
最
も
通
行
を
阻
害
し
て
い
る
の

は
、自
転
車
歩
行
者
道
路
上
の
放
置
自
転
車
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
対
策
を
最
優
先
で
実
施
す
る
)。

･
第
二
段
階
と
し
て
、
車
道
一
車
線
を
削
減
し
て
道
路

空
間
の
再
配
分
を
行
う

(第
二
段
階
と
し
て
、
よ
り

広
い
歩
行
者

･
自
転
車
空
間
の
確
保
や
荷
捌
き
車

目的の車両、 観光で駐車場を探す迷定率などにより慢性的な渋滞が発生して

心市街地において、自転車利用を促進するため、社会実験としてレンタサイク
て

ク　

　

発
タ

が
ン

山

滯

し

公

渋

て

な

し

4

‘と

両
に
施
ト

草
地
真

一

の
街
を
ポ

的
市
ム

ル

目
心

乎
ク

物
中

ス
イ

覊
る
シ
サ

い
ル
①

たし
}

駐車場に近接する以下のフ箇所に設置した。L
)置

場

設

藁

に

イ

所
厭

工

箇
山
ウ

　
　
　

出
置

に

纈
璧鬘龍
離
れ

ミ
キ
期
そ杉笙
き
幇
数もL

F
簿

、窮
五

↑

し
し
憊

拂価
瀕幟
ン認
州浅
虎
趣
乙
群
よ
そ
事

･薄謝
洗
脳
門
雙
霧
を
増
な
し

0

ト

;

し
設
数

　

　
　

　

　
　
　

利用者に対して必要事項の記入と身分証明書の提示を求めて、 自転車の貸し出し

行い、自転車使用中は利用者の責任において自転車の管理を行った。返却は設置し

◎ レンタサイクルポート
圏 嬢換駐車堝 (有料)
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一
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賞
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台

　
　　
　

　
　
　　

　
ポート間の自転車台鰍を鯛離した。
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一
合

の
時

よ

ポ
壜

中
却
に

ル
た
金
鹸
返
的

、
ク
音
料
嚢

･
目

い
イ

で
用
会
出
勤

行
サ
が
利
社
費
迩

を
た
り
③

④



輌
、
客
待
ち
タ
ク
シ
ー
等
へ
の
空
間
を
確
保
す
る
た

め
、
道
路
空
間
の
再
配
分
を
行
う
)。

2

大
街
道
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
の
自
転
車
専
用
レ

ー
ン
の
確
保

【結
果
】

･
自
転
車
の
み
を
通
行
さ
せ
る
自
転
車
レ
ー
ン
を
設
置

し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
の
九
六
%
以
上
が
レ
ー

ン
を
通
行
し
て
お
り
、
歩
行
者
と
の
分
離
効
果
が
確

認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
レ
ー
ン
設
置
の
効
果
は
高
か

っ
た
。

･
自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
に
よ
り
自
転
車
交
通
量
が
増

加
す
る
効
果
が
得
ら
れ
た
が
、
通
過
交
通
が
多
く
、

商
店
街
の
購
買
機
会
の
増
加
に
結
び
つ
か
な
か
っ

た
、
と
の
商
店
主
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【整
備
方
針
】

･
自
転
車
レ
ー
ン
と
並
行
し
て
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

(確
保
)
す
る

(自
転
車
レ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

自
転
車
の
利
用
者
が
増
加
す
る
が
、
駐
輪
す
る
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
放
置
自
転
車
問
題
は
現

状
よ
り
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
自
転
車
レ
ー
ン

と
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
は
並
行
し
て
整
備
を
行
う
)。

3

観
光
拠
点
周
辺
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
策

(レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
)

【結
果
】

･
総
貸
出
台
数
は
、
四
、
二
九
〇
台
で
あ
り
、
一
日
あ

た
り
平
均
一
四
三
台
の
貸
出
数
で
あ
っ
た
。

･
全
利
用
台
数
の
う
ち
、
約
三
分
の
一
が
貸
し
出
し
た

以
外
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
返
却
し
て
お
り
、
ど
の

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
も
返
却
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
利

点
が
活
か
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験
に
対
し
て
は
利
用
者
か

ら
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。
今
後
の
施
策
の
導
入
に

対
し
て
も
、
ほ
ぼ
一
〇
0
%
が
肯
定
的
な
意
見
を
示

し
て
お
り
、
本
格
導
入
に
向
け
て
市
民
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
概
ね
得
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【整
備
方
針
】

.
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
設
置
箇
所
を
拡
大
す
る

(J
R
松
山
駅
、
松

山
市
駅
、
道
後
温
泉
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街
の
四
箇
所

は
、
実
験
中
も
利
用
が
多
か
っ
た
箇
所
で
あ
り
、
本

格
実
施
し
た
場
合
に
も
多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
が
、
他
の
鉄
道
駅
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
へ
の
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
設
置
拡
大
を
行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
)。

四

お
わ
り
に

今
回
の
社
会
実
験
を
通
じ
て
、
都
市
部
に
お
い
て
、
こ

れ
ほ
ど
の
大
掛
か
り
な
実
験
は
、
松
山
市
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
実
験
期
間
中
の
一
カ
月
間
は
、
報
道
機
関

に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も

様
々
な
ご
意
見
･
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
。正
直
言
っ
て
、

こ
ん
な
に
大
き
く
反
響
が
あ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
。
今
回
の
社
会
実
験
を
踏
ま
え
、
今
後
の
松
山
市
の
新

た
な
街
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
り
、
関
係
商
店
街
の

皆
様
や
実
験
期
間
中
の
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。



表 2 実験結果の整理

実験名 検証項目 検証結果 今後の展開 ･課題等

実験A :
三番町通りの
道路空間再配分

自転車と歩行者の
分離方法

自転車専用のレーンを設置
したことによ.り、歩行者は
既存の自歩道空間を広く利
用することが可能になり、
移動における快適性 ･安全
性に対してある程度の評価
が得られた。

自転車、 歩行者それぞれが専用
の空間を確保できることが望ま
しいが、 第 1段階として日常化
している放置自転車を撤去する
こととし、三番町通りの交通総
量抑制策と連携して、第 2段階
で適切な道路空間の再配分を実
施する。

車線数削減による
道路交通への影響

1車線区間を通過する時間
が2分程度延長したため、
沿道商店主、自動車利用者
の評価は悪かった。

対象路線の自動車交通総量抑制
の可能性を把握し、他の施策と
調整を図りながら検討を進め
る。

荷さばきスペース

のあり方

利用回数は多かったが、 駐
車場所の限定と渋滞によっ
て、荷さばき作業の効率が
悪くなった。

設置場所、必要スペースなど地
元 ･利用者との調整を図りなが
ら検討を進める。

実験B :
大街道商店街アー
ケード内での自転
車レーンの確保

自転車と歩行者の
分離

自転車、 歩行者の双方から
通行における安全性 ･快適
性の向上に対して高い評価
を得た。

コーン、交通整理員がない場合、
実施する時間帯などへの対応を
検討する。

商店への影響

自転車レーンの設置により
来客数が減少し、 通過交通
の自転車が多く、 商店主の
評価は悪かった。

自転車の通行速度抑制、自転車
レーン横断の支援方法、 駐輪対
策、 移動制約者対策などを検討
し、 商店街との調整を進める。

現状施策の妥当性

現状施策は自転車の乗り入
れを禁止しており、利用者
からはレーン設置の要望が
強い。

他の問題 (駛輪問題等) も含め、
総合的な対策について今後、関
係者との調整を行う。

実験C :
レンタサイクル
システム

レンタサイクルシ

ステムに対する評
価

レンタサイクルシステムで

は自転車貸し出し台数が多
く、施策に対しても高い評
価を得た。

本格実施に向けて、 運用システ
ム、サイクルポート設置箇所な
どの検討を行う。

有料による運用の
可能性

アンケートでは許容できる
利用料金は 100円程度とい
う結果を得ており、 安価で
の運用を求められている。

運用するための財源の確保、効
率的な運用方法の検討を行う。

自動車交通への影
蟇

観光、 通勤などで自動車利
用からの転換が図られたと
考えられる。

利用者の増加が渋滞緩和につな
がるため、積極的な啓発活動等
を行っていく。
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圓
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/
宰
成
14
年
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果
と
り
ま
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圓
鬮
鬮
鬮
鬮
圓
圓圓

鱸
鰔
讓
麺
に
よ
る
週
鬮
づ
く
り

l
留
萌
市
に
お
け
る
社
会
実
験
結
果
-

北
海
道
開
発
局
留
萌
開
発
建
設
部
道
路
第
一
課

嘉
見

誠
一

一

は
じ
め
に

留
萌
市
は
、
北
海
道
北
西
部
日
本
海
側
に
面
し
た
留
萌

支
庁
管
内
の
南
部
に
位
置
し
て
お
り
、
総
面
積
二
九
八

蟷
の
面
積
を
持
つ
管
内
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
人
口
は

二
八
、
一
五
〇
人

(平
成
一
四
年
度
)
で
、
減
少
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

気
候
は
夏
は
冷
涼
で
あ
り
、
冬
は
積
雪
が
多
く
、
歩
道

や
坂
道
の
氷
結
が
見
ら
れ
る
。
高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に

市
民
生
活
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
除

雪
費
も
削
減
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
協
力
に
よ
る
道
づ
く
り

及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
社
会
実
験

を
行
っ
た
。
社
会
実
験
は
、
留
萌
市
の
住
吉
地
区

(三
六

〇
世
帯
、
八
九
二
人
)
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た

(図

1

.
2
)
0

三

社
会
実
験
の
概
要

社
会
実
験
は
夏
期
実
験
と
冬
期
実
験

の
二
つ
を
実
施
し
た
。
二
つ
の
実
験
の

目
的
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

実
験
の
目
的

①
夏
期
実
験

○
歩
道
へ
の
花
植
を
通
じ
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
実
験

(図
3
)

②
冬
期
実
験

○
幹
線
の
歩
道
や
地
域
細
街
路
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
除
雪

　　

"%
‐〆

　　

　

　

(図
4
)

図 1 留萌市と実験地区の位置
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図 2 留萌市の降雪量と除雪費
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○
移
動
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
経
済
活
動

支
援

(図
5
)

　
　

で
癩
彎

◎

図 3 地域コミユニ 7 イ
出イメージ

のふれあい機会の創

　　　　　
　

ミ
疑

　　
　

＼
癪一ア

にU図

写真 1 花苗を移し換えている様子

写真 2 国道でのプランター設置状況

2

実
験
の
内
容
と
実
施
状
況

実
験
内
容
及
び
実
施
状
況
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

の

夏
期
実
験

①
花
植
え
会

圏
開
催
概
要

･
日

時
…平
成
一
四
年
八
月
四
日

(日
)

･
場

所
…住
之
江
公
園
、
住
之
江
四
号
通

･参
加
者
数
…
一
般
四
四
名
、
関
係
者
一
六
名
、
計
六

〇
名

(写
真
↓

圏
実
験
の
ね
ら
い
と
内
容

･
地
区
住
民
の

『花
』
へ
の
関
心
や
、
参
加
へ
の
意
識

を
把
握
し
、
今
後
の
地
域
協
力
の
取
組
み
課
題
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
行

ハ
ノ
o

･
プ
ラ
ン
タ
ー
を
地
区
内
の
主
要
な
街
路
に
配
置
し

た
。

②
花
の
里
親
実
験

圏
開
催
概
要

･
期

間
…平
成
一
四
年
八
月
四
日

(日
)
~
一
〇
月

二
〇
日

(日
)

･
場

所
"住
之
江
四
号
通
、
参
加
者
自
宅
前

･参
加
者
数
…
七
〇
世
帯

圏
実
験
の
ね
ら
い
と
内
容

･
地
区
内
の
道
路
や
景
観
を
自
ら
の
手
で
守
り
育
て
る

可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
、
花
の

『里
親
』
を
募
集

し
、
約
二
カ
月
間
、
第
一
回
実
験
で
つ
く
っ
た
プ
ラ

ン
タ
ー
の
世
話
を
依
頼
す
る
。

･
里
親
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
世
話
の
記
録
簿
の
回

覧
を
行
う
o

②
花
い
っ
ぱ
い
デ
ー

(写
真
2
)

圏
開
催
概
要

･
日

時
…平
成
一
四
年
一
〇
月
六
日

(日
)

･
場

所
…
町
内
全
域
、
住
之
江
児
童
館

･参
加
者
数
…
八
〇
世
帯

(花
出
し
)、
一
般
二
三
名
、

関
係
者
一
一
名
、
計
三
四
名

(地
図
づ

く
り
)

圏
実
験
の
ね
ら
い
と
内
容

･
幅
広
い
住
民
の
参
加
を
図
る
た
め
、
時
間
を
拘
束
せ

ず
自
宅
前
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
一
日
イ
ベ
ン
ト
と

し
て

『自
宅
の
花
出
し
』
実
験
を
行
う
。

･
一
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

『自
宅
の
花
出
し
』
実
験

道行セ 2003,7 35



の
促
進
を
図
り
、
地
区
住
民
と
子
供
の
交
流
を
図
る

た
め
、
子
供
を
対
象
と
し
た
『住
之
江
子
供
探
検
隊
』

を
結
成
し
、
『自
宅
の
花
出
し
』
へ
の
参
加
世
帯
宅

の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
球
根
探
し
、
花
や
樹
木
な
ど
の

地
区
資
源
の
発
掘
を
行
う
。

･
参
加
し
た
住
民
の
意
識
啓
発
や
地
区
資
源
の
分
布
、

活
用
可
能
性
を
把
握
す
る
た
め
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で

見
た
り
聞
い
た
り
、
拾
っ
た
り
し
た
地
区
の
資
源
を

図
面
に
表
し
、
地
区
資
源
図
の
作
成
を
行
う
。

㈱
冬
期
実
験

①
一
日
除
雪
デ
ー

圏
開
催
概
要

･
日

時
"
平
成
一
五
年
一
月
一
九
日

(日
)、
平
成

一
五
年
二
月
二
三
日

(日
)

写真 3 高齢者宅の周辺の除雪

･
場

所
…
町
内
全
域
で
抽
出
さ
れ
た
除
雪
必
要
箇
所

･
参
加
者
数

(
一
月
一
九
日
)

一
般
五
人
名
、
関
係

者
一
七
名
、
計
七
五
名

･
参
加
者
数

(二
月
二
三
日
)

除
雪
…
一
般
四
〇
名
、

関
係
者
九
名
。
ミ
ニ
冬
祭
り

"
一
般
三
六
名
、
町
内

会
ス
タ
ッ
フ
一
四
名
、
関
係
者
、
一
四
名
、
合
計
一

一
五
名

圏
実
験
の
ね
ら
い
と
特
徴

･
地
区
除
雪
の
総
合
的
な
展
開
の
一
環
と
し
て
の
除
雪

イ
ベ
ン
ト
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
冬
期
の
問

題
･
課
題
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
交
差
点
や
歩
道
、
細

街
路
等
の
除
雪
を
行
う
。

･
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
宅
を
対
象
に
、
窓
辺
の
雪
の

除
去
や
雪
を
た
め
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
行
う

(写

真
3
)。

･
町
内
会
有
志
に
よ
る
発
意

･
自
主
運
営
の
場
づ
く

り
、
子
供
を
含
む
幅
広
い
層
の
住
民
の
多
様
な
参
加

を
図
る
た
め
、
『ミ
ニ
久
泳
示り
』
や
交
流
会
を
行
う
。

(二
月
二
三
日
の
実
験
)

②
グ
ル
ー
プ
除
雪
実
験

圏
開
催
概
要

･
期

間
…平
成
一
五
年
一
月
三

日

(土
)
~
二
月

一
三
日

(日
)

･
場

所
…地
区
内
道
路
の
堆
雪
に
よ
る
狭
縊
箇
所

･参
加
者
数
…
七
グ
ル
ー
プ
一
九
名

圏
実
験
の
ね
ら
い
と
特
徴

民
地
か
ら
出
さ
れ
る
雪
が
道
路
環
境
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
四
m
未
満
の
厳
し
い
除
雪
条

件
下
に
あ
る
道
路
を
対
象
に
、
近
隣
グ
ル
ー
プ
へ
の

移
動
式
融
雪
機
の
貸
し
出
し
を
行
い
、
雪
を
た
め
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
る
。
な
お
、
作
業
は
一
週
間

ご
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
行
わ
れ
た

(写

真
4
)。

写真4 移動式隔雪機を用いた除雪

3

実
験
の
告
知
方
法

社
会
実
験
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
実
験
対
象
住
民
に

｢か
わ
ら
版
｣
を
作
成
し
、
対
象
地
区
全
戸
に
配
布
し
た
。

｢か
わ
ら
版
｣
の
内
容
は
、
実
験
概
要
、
参
加
者
募
集
要



項
及
び
前
回
の
実
験
結
果
の
概
要
で
あ
る
。そ
の
他
に
も
、

一
〇
戸
単
位
で
構
成
し
た
班
の
班
長
を
通
じ
て
全
戸
へ
の

周
知
も
実
施
し
て
い
る

(図
6
)。

ま
た
、
対
象
区
域
外
の
市
民
に
対
し
て
も
留
萌
市
の
広

報
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
等
に
よ
り
実
験
の
広
報
を

実
施
し
た
。

三

社
会
実
験
結
果

1

事
前
意
識
調
査

実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
花
植
え
や
除
雪
と
い
っ
た

実
作
業
の
担
い
手
は
住
民
と
な
る
。
ま
た
、
地
域
が
継
続

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
よ
り
よ
い
住
環
境
を
形

成
し
て
い
く
た
め
に
も
住
民
の
意
識
や
熱
意
が
必
要
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
事
前
に
対
象
地
区
の
住
民
意
識
を
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

本
実
験
に
お
い
て
は
、
｢花
｣
に
関
す
る
活
動
に
関
し

て

｢関
心
が
あ
る
｣
と
回
答
し
た
住
民
が
七
九
%
、
道
路

に
関
す
る
問
題
意
識
に
関
し
て
は
、
｢雪
対
策
｣
が
最
も

高
く
、
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た

(図
7
･
8
)。
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実
験
の
効
果

花
植
え
会
の
参
加
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

｢花
で
道
路
や
街
が
き
れ
い
に
な
る
｣
(三
六
･
四
%
)
と

景
観
面
で
の
評
価
が
最
も
高
い
。
次
い
で

｢町
内
の
人
が

顔
見
知
り
に
な
れ
る
｣
｢町
内
会
の
問
題
等
を
話
し
合
え

な　

　
　　
　
　　
　
　

　

　　　
　
　
　

図 7 花の取組みへの感心

く
な

た
が
、
%

つ
心
し
1

ま
関

企画、周知、協力依

地区住民

図 6 班による連絡 ･周知体制



る
き
っ
か
け
に
な
る
｣
と
回
答
し
て
お
り
、
地
域
の
コ
ミ

3

地
区
住
民
の
参
加
プ
ロ
セ
ス
の
検
証

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
寄
与
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

0 10 20 30 40 50 60 フ0 80 90 100%

たまった雪が無くなり、すっきりした

道路や歩道の見通しがよくなった

｣ ‐‐‘ “ . W
L

. O
U

マゾき義務※漱ぎききべ寵さき乏定きる迄N駿鋳A糞

Q
U

on〕を遊ぶ轢き尽き蒸さ淺きき＼交簿
t'
‘

-
R
U

-、′ミ談議
,
交遊謙遜燃さ疹べきささ雙きズ逡ぞ滋

に
〕

-

扇国

参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
実
験
参
加
者
に

融
雪
機
を
使
っ
た
実
験
の
効
果
と
し
て
、
七
九
%
の
人

が

｢た
ま
っ
た
雪
が
無
く
な
り
す
っ
き
り
し
た
｣
と
回
答

し
て
い
る
。
次
い
で

｢道
路
や
歩
道
の
見
通
し
が
良
く
な

っ
た
｣
(六
八
%
)
と
交
通
安
全
上
の
効
果
を
評
価
し
て

い
る
。
ま
た
、
実
験
前
と
比
較
し
て

｢特
に
変
化
な
し
｣

と
の
回
答
は
五
%
に
過
ぎ
ず
、
何
ら
か
の
効
果
を
感
じ
た

人
が
大
半
で
あ
っ
た

(図
9
･
ゆ
)。
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道

どんなことをやるのか、早くから脩報を流してほしい

子供やお年寄りなどが、もっとたくさん参加して楽しめるよう
な企画

活動の時間帯を平日の仕事を終えた後など、都合がつく時間と
すること

自分も含めて、計画づくりに気軽に参加できるような塀がある
i こと

-
稲広く地域“情報や問題などを交換でき‘ような場がある‘と

(% )
10,0% 20.0% 30.0% 40,0% 50.0%

澗= 州

計
瞭

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
｢情
報
の
周
知
｣
、
｢時
間
の
制
約
が
少
な

い
除
雪
方
法
｣
、
｢意
見
の
反
映
機
会
｣
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た

(図
n
)。

第



4

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
検
証

第
三
回
実
験
時
の
ア
ン
ケ
J
ト
調
査
で
は
、
五
七
%
の

参
加
者
が
｢町
内
の
人
々
と
ふ
れ
あ
え
た
｣
と
し
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
確
認
出
来

た
。一

日
除
雪
実
験
で
は
、
｢冬
期
の
道
路
や
住
環
境
の
改

善
｣
、
｢町
内
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
｣
の
評
価
が
高
く
、

地
区
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
と
と
も
に
身
近
な
冬
期
の
課
題

の
解
決
が
両
立
し
て
い
る

(図
腰
)。

四

ま
と
め

1

社
会
実
験
の
効
果
に
つ
い
て

図12 地域コミユニテイにおける実験効果

今
回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
、
花
に
よ
る
修
景
や
除
雪

に
よ
る
直
接
的
な
住
環
境
の
向
上
の
効
果
が
確
認
さ
れ
た

他
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
お
い
て
も
以
下
の
よ

う
な
効
果
等
も
確
認
さ
れ
た
。

○
地
域
協
力
に
よ
る
活
動
に
よ
り
、
近
隣
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
や
ト
ラ
ブ
ル
解
消
に
も
効
果
が
あ
っ

た
。

○
企
画
段
階

(①×
危
険
箇
所
の
抽
出
)
か
ら
、
地
域

住
民
が
参
加
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
主
体
性

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
の
情
報
伝
達
や

合
意
形
成
が
円
滑
と
な
っ
た
。

○
小
さ
な
活
動
で
も
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
活
動

の
周
知
や
参
加
意
欲
の
定
着

･
向
上
に
繋
が
る
。

○
町
内
会
長
等
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
、
活
動
の
円
滑
化
や
継
続
性
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。

2

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

39

今
回
の
実
験
を
通
し
、
持
続
的
か
つ
発
展
的
な
地
域
協

7

力
を
は
か
る
た
め
、
以
下
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

の

る
0

セ行

○
行
政
に
よ
る
地
域
協
力
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
作
り
。

道

○
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
育
成
、
情
報
共
有
化
。

な
お
、
平
成
一
四
年
度
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
平
成
一

五
年
度
も
引
き
続
き
花
植
え
を
町
内
会
で
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
冬
期
除
雪
は
、
留
萌
市
と
市
内
町
内
会
と
の

調
整
が
整
い
次
第
、
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

○.○% lo.O% 20.○難 30.0% 40.○鄭 50.0% 60‐○%

住んでいる街を身近に感じられたこと

地区の人達が協力して =花" がいっぱいにできたこと

町内の人達とふれあうことができたこと

地区のまちづくりに貢献できたこと
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国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
I
T
S
研
究
室

一

自
動
車
の
-
T
化
が
も
た
ら
す
新
た
な
ー

T
S
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性

近
年
の
自
動
車
に
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

な
ど
様
々
な
I
T
機
器
が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
一

四
年
度
末
現
在
の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
J
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
累

積
出
荷
台
数
は
約
一
、
一
五
九
万
台
、
V
I
C
S
ユ
ニ
ッ

ト
の
累
積
出
荷
台
数
は
約
六
八
〇
万
台
に
達
し
て
お
り
、

平
成
一
五
年
六
月
に
は
E
T
C
の
累
計
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
台

数
が
一
〇
〇
万
台
を
超
え
る
な
ど
、
自
動
車
内
の
I
T
化

が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
自
動

車
を
単
な
る

｢移
動
手
段
｣
と
し
て
で
は
な
く
、
｢動
く

情
報
空
間
｣
と
し
て
捉
え
た
新
た
な
カ
ー
ラ
イ
フ
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
育
む
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
の

ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
E
T
C
で
使
わ

れ
て
い
る
路
車
間
の
無
線
通
信
技
術

(D
S
R
C
)
を
使

っ
て
自
動
車
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

｢ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
｣
で
す
。

D
S
R
C
と
は
、
双
方
向

･
高
速
大
容
量
通
信

(最
大

無
線
電
送
速
度
四
雌
)
が
可
能
な
汎
用
の
無
線
通
信
技
術

で
、
こ
の
技
術
は
I
T
U
(国
際
電
気
通
信
連
合
)
に
お
い

て
国
際
標
準
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
を
路
車
間
の

通
信
に
活
用
す
れ
ば
、
E
T
C
に
よ
る
有
料
道
路
の
料
金

決
済
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
他
に
も
例
え
ば
、
道
路

交
通
情
報
提
供
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
、
様
々
な
予
約
･料
金
決
済
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(図
1
)。

こ
れ
ら
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く
提
供
す
る
た

め
に
は
、
官
民
で
基
盤
技
術
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
基
盤
技
術
の
確
立
に
向
け
て
、
今
年
一

月
に
国
土
交
通
省
と
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
パ
ー
ト
ナ
ー
会
議

の
連
携
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
験

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ニ

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
、
道
路

利
用
者
の
方
々
に
使
い
勝
手
よ
く
、
ま
た
低
コ
ス
ト
で
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
な

民
間
サ
ー
ビ
ス
も
ひ
と
つ
の
共
通
車
載
器
で
効
率
良
く
利

用
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
キ
ー
と
な
る

技
術
が
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
で
す
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
験
で
は
こ
の
基
盤
を

先
導
的
に
構
築
し
、
そ
の
技
術
を
官
民
で
共
有
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
た
官
民
の
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図 1 スマートコミュニケーションサービスのイメージ

取
組
み
を
一
層
加
速
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
の
ひ
と
つ
で

し
た
。

実
験
は
、
一
月
二
九
日
か
ら
二
月
二
日
の
五
日
間
に
わ

た
り
、
常
磐
自
動
車
道
の
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
日
本
道
路
公
団
の
協
力
の
下
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
パ

ー
ト
ナ
ー
会
議
参
加
企
業
と
連
携
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
で
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
公
開
実
験
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
で
は
五
･
八
靴
D
S
R
C
の

路
側
ア
ン
テ
ナ
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
設
置
し
、
そ
の

近
辺
に
今
回
開
発
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

基
盤
を
実
装
し
た
車
載
器
を
搭
載
し
た
四
台
の
試
験
車
両

を
配
置
し
て
、
路
側
ア
ン
テ
ナ
と
車
両
の
間
で
双
方
向
通

信
を
行
い
、
確
実
な
無
線
通
信
の
交
信
や
サ
ー
ビ
ス
情
報

の
送
受
信
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
で
は
、
道
路
管

理
者
が
提
供
す
る
走
行
サ
ポ
ー
ト
情
報
等
の
提
供
サ
ー
ビ

ス
と
、
民
間
事
業
者
等
が
提
供
す
る
多
様
な
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
の
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
示
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
立
ち
寄

っ
た
一
般
の
道
路
利
用
者
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(写
真
1
~
3
)。

走
行
サ
ポ
ー
ト
情
報
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
車
か
ら
降
り
て
休
憩
施
設
に
立
ち
寄
っ
た
方

に
提
供
さ
れ
て
い
た

｢渋
滞
や
事
故
な
ど
の
道
路
情
報
｣

｢沿
道
の
観
光
案
内
｣
、
｢休
憩
施
設
の
駐
車
場

･
ト
イ
レ

等
の
混
雑
状
況
｣
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
車
の

中
で
個
人
の
好
み
に
応
じ
た
内
容
で
提
供
す
る
こ
と
を
可
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実写真 1 実験風景

写真 2 実験車両内の様子

　　　　　　　　　 　

写真 3 サービスイメージ

を
砂　　

は
も
ち
ろ
ん
、
｢
I
P
電
話
｣
や
周
辺
の

｢観
光
情
報
｣

が
自
由
に
検
索
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旅
先
か
ら
自
宅
の
様
子
や
ペ
ッ
ト
の
様
子
の

確
認
な
ど
の
確
認
に
活
用
で
き
る

｢動
画
ラ
イ
ブ
映
像
｣

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
仮
設
さ
れ
た
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た

(図
5
)。

こ
の
実
験
に
よ
り
、
先
導
的
に
構
築
し
た
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
の
実
効
性
が
検
証
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
方
約
三
〇
〇
名
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
｢無
線
通
信
を
活
用
し
た
車
中
で

の
情
報
入
手
｣
、
｢個
々
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
情
報
の

入
手
｣
、
｢雪
面
路
面
な
ど
の
動
画
像
で
の
入
手
｣
、
｢イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
｣
に
つ
い
て
概
ね
八
割
の
方
々
か

ら
魅
力
が
あ
る
と
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た

(図
6
)。

三

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

D
S
R
C
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
の
高
ま
り

を
受
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
向
け
た
取
組
み
が
、
民
間
企
業

に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
一
五
年
一
月
に
は
、
神
奈
川
県
厚
木
市
の
民
間
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
プ
リ
ペ
イ
ド
I
C
カ
ー
ド
を
利

能
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
D
S
R
C
の
双
方
向

･
高
速
大

容
量
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
て
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
画
像
に

よ
る
わ
か
り
や
す
い
道
路
状
況
の
提
供
や
、
｢目
的
地
の

検
索
｣、
｢レ
ス
ト
ラ
ン
の
座
席
予
約
｣
な
ど
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
可
能
性
を
提
示
し
ま
し
た

図 2 ビデオカメラ映像による道路

図 3 目的地付近の気象状況の表示

(図
2
~
4
)
。

民
間
事
業
者
よ
り
提
供
さ
れ
る
多
様
な
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
パ
ー
ト
ナ
ー
会
議

の
協
力
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
利
用
し
た

｢イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
｣
や

｢電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
｣

図 4 近辺のサービスエリア案内



　　　　　　　　　　　　　　
“広告、高量情報

ドライヌヌルー

用
し
て
、
給
油
サ
ー
ビ
ス
や
洗
車
サ
ー
ビ

ス
及
び
そ
の
決
済
の
実
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
一
五
年
一
月
か
ら
愛
知

県
名
古
屋
市
の
ビ
ル
駐
車
場
で
E
T
C
車

載
器
を
活
用
し
て
、
駐
車
券
や
料
金
の
受

け
渡
し
を
す
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
聴

○インターネット回線との接続

車
許
可
車
両
の
入
退
場
処
理
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
一
〇
月
に
は
I
T
S
世
界
会
議
が
日
本
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
地
の
愛
知
県
名
古
屋
市
に
お
い
て

世
界
最
先
端
の
I
T
S
技
術
を
提
示
す
べ
く
、
官
民
が
連

携
し
て
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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○気象状況などを動画像で入手

図 6 アンケート集計結果

○無線通信機能を活用した
車の中での情報入手

ガソリンスタンド

図 5 スマートコミュニケーションの将来イメージ



一

｢骨
太
の
方
針
2
0
0
3
｣
の
決
定

六
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お

い
て

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

2
0
0
3

(い
わ
ゆ
る

｢骨
太
の
方
針
2
0
0
3
｣
)｣
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
、
翌
二
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
方
針
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
発
足
に
当
た
っ

て
、
当
時
の
宮
沢
喜
一
財
務
大
臣
が

｢骨
太
の
問
題
を
集

約
し
て
予
算
編
成
を
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
｣
と
述
べ
た
こ

と
か
ら
｢骨
太
の
方
針
｣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

と
り
わ
け
、
小
泉
内
閣
発
足
後
は
、
｢聖
域
な
き
構
造
改

革
｣
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
実
施
方
針
と
し
て
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
泉
内
閣
発

足
直
後
の
一
昨
年
六
月
に
決
定
さ
れ
た

｢骨
太
の
方
針

(第
一
弾
)｣
で
は
、
国
債
発
行
三
〇
兆
円
枠
、
公
共
事
業

費
の
大
幅
削
減
な
ど
の
歳
出
構
造
改
革
路
線
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
三
度
目
に
な
る
今
回
の

｢骨
太
の
方
針
2
0
0

3
｣
で
は
、
国
と
地
方
の
関
係

(地
方
分
権
型
行
政
シ
ス

テ
ム
の
実
現
)
に
か
か
わ
る

｢三
位
一
体
の
改
革
｣
が
目

玉
と
な
っ
た
。

三

｢三
位
三
体
の
改
革
.｣

｢骨
太
の
方
針
2
0
0
3
｣
で
は
、
我
が
国
の
構
造
改

革
に
向
け
た

｢三
つ
の
宣
言
温

と

｢七
つ
の
改
革
｣
が
総

論
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
後
、
平
成
一
六
年
度
予
算
に
お
け

る
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
｢三
位
一
体

の
改
革
｣
は
、
こ
の

｢七
つ
の
改
革
｣
の
う
ち
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

｢三
位
一
体
の
改
革
｣
は
、
地
方
の
自
主
性

･
自
立
性

を
高
め
た
地
方
分
権
型
の
新
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
た
め
、
国
庫
補
助
負
担
金
及
び
地
方
交
付
税
を

縮
減
し
て
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
関
与
を
縮
小
す

る
と
と
も
に
、
税
源
移
譲
等
に
よ
り
地
方
税
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
、
歳
入
･
歳
出
両
面
で
の
地
方
公
共
団
体
の
自

由
度
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
｢国
庫
補

助
負
担
金
の
改
革
｣、
｢地
方
交
付
税
の
改
革
｣
、
｢税
源
移

譲
を
含
む

(国
と
地
方
の
)
税
源
配
分
の
見
直
し
｣
の
三

つ
を
一
体
と
し
て
進
め
て
い
く
た
め
、
｢三
位
一
体
｣
の

改
革
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
｢国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
｣
に
つ
い
て

は
、平
成
一
人
年
度
ま
で
に
概
ね
四
兆
円
を
目
途
に
廃
止
、

縮
減
等
の
改
革
を
行
う
と
い
う
、
国
庫
補
助
負
担
金
削
減

の
｢数
値
目
標
｣
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
｢概
ね
四
兆
円
｣

に
公
共
事
業
関
係
の
国
庫
補
助
負
担
金
が
含
ま
れ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
途
中
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
っ
た
模

様
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
総
理
指
示
に
よ
り

｢公
共
事

業
関
係
の
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
つ
い
て
も
改
革
す
る
｣

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
｢概
ね
四
兆
円
｣
と

さ
れ
た
廃
止
･
縮
減
等
の
具
体
的
な
内
容

･
内
訳
は
、
現

時
点
で
は
ま
っ
た
く
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
平
成
一

六
年
度
、
更
に
そ
れ
以
降
の
予
算
編
成
に
お
い
て
具
体
化

44 道行セ 2003,7

『三
位
一
体
の
暎
嘩
』
に
つ
い
て

ー
道
路
関
係
部
分
を
中
心
に
l

道
路
局
総
務
課



さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
｢税
源
移
譲
を
含
む

(国
と
地
方
の
)
税
源
配

分
の
見
直
し
｣
に
関
連
し
て
、
道
路
特
定
財
源
で
あ
る
揮

発
油
税

(ガ
ソ
リ
ン
税
)
の
地
方
へ
の
移
譲

(譲
与
税

化
?
)
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的

に
は

｢税
源
移
譲
は
基
幹
税
の
充
実
を
基
本
に
行
う
｣
こ

と
と
さ
れ
た
た
め
、
｢基
幹
税

(所
得
税
、
消
費
税
、
法

人
税
な
ど
)｣
に
含
ま
れ
な
い
ガ
ソ
リ
ン
税
は
税
源
移
譲

の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。

三

道
路
関
係
の
国
庫
補
助
負
担
金
に
関
す
る

｢整
理
合
理
化
方
針
｣
及
び

『改
革
工
程
』

以
上
が
｢国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
｣
の
｢全
体
像
｣

に
該
当
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
｢骨
太
の
方
針
2
0
0
3
｣

で
は

｢全
体
像
｣
に
加
え
て
、
個
別
の
国
庫
補
助
負
担
金

の
う
ち
、
｢社
会
保
障
｣、
｢教
育

･
文
化
｣、
｢公
共
事
業
｣、

｢産
業
振
興
そ
の
他
｣
の
四
分
野
一
一
項
目
の
重
点
項
目

に
つ
い
て
の
｢整
理
合
理
化
方
針
｣
と

｢改
革
工
程
｣
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
一
の
重
点
項
目
の
中
で
今

回
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
の
は
、
保
育
所
や
義
務
教
育
に

関
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
で
あ
っ
た
が
、
｢公
共
事
業
｣

に
関
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
と
し
て
、
道
路
関
係
の
三
項

目
に
つ
い
て
も

｢整
理
合
理
化
方
針
｣
及
び
｢改
革
工
程
｣

が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

①

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
運
用
改
善

地
方
公
共
団
体
が
よ
り
主
体
的
に
事
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
国
費
と
地
方
費
の
割
合

($
…
術
)
を
個
別
事
業
ご
と
に
固
定
せ
ず
、
都
道
府

県
内
の
個
別
事
業
費
の
総
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
取
扱

い
と
す
る
。

②

市
町
村
事
業
等
に
係
る
国
庫
補
助
負
担
事
業
の
原
則

廃
止
･
縮
減

平
成
一
五
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
一
六
年
度
以
降

に
お
い
て
も
、
採
択
基
準
の
引
上
げ
、
補
助
金
の
統
合

化
、
補
助
対
象
の
重
点
化
等
を
実
施
す
る
。
平
成
一
六

年
度
に
お
け
る
採
択
基
準
の
引
上
げ
幅
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
定
め
る
。

圏
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
度
予
算
で
措
置
し
た
市
町
村

道
事
業
や
交
通
安
全
事
業
に
関
す
る
採
択
基
準
引
き
上
げ
の
影
響
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
一
層
の
重
点
化
･
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

③

事
業
主
体
と
し
て
の
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確

化

(直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直
し
)

維
持
管
理
に
関
す
る
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
段
階
的
縮
減
を
含
め
見
直
し
を
行
う
。

直
轄
事
業
負
担
金
に
係
る
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
国
直
轄
事
業
と
国
庫
補
助
事
業
の
事
業
執
行
の

在
り
方
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
対
象
と
な
る
経
費
の
内
訳

や
範
囲
等
に
つ
い
て
均
衡
の
と
れ
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
更
に
見
直
し
を
行
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
路
関
係
の
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
運
用
改
善
を
除

い
て
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い

(例

…
｢採
択

基
準
の
引
上
げ
、
補
助
金
の
統
合
化
、
補
助
対
象
の
重
点

化
等
を
実
施
｣、
｢段
階
的
縮
減
を
含
め
見
直
し
を
行
う
｣

た
め
、
補
助
事
業
に
関
す
る
採
択
基
準
の
引
上
げ
幅
、
直

轄
事
業
負
担
金
の
縮
減
を
は
じ
め
と
す
る
旦
ハ体
的
な
改
革

内
容
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
の
過
程
に

お
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四

平
成
一
夫
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

｢骨
太
の
方
針
2
0
0
3
｣
で
は
、
平
成
一
八
年
度
を

目
標
年
次
と
す
る
中
期
的
な
改
革
の
方
針
で
あ
る

｢三
位

一
体
の
改
革
｣
の
ほ
か
、
平
成
一
六
年
度
予
算
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
来

年
度
予
算
の
歳
出
に
つ
い
て

｢昨
年
同
様
の
歳
出
改
革
路

線
を
堅
持
す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
お
り
、
特
に

｢公
共
投
資

に
つ
い
て
は
、
景
気
対
策
の
た
め
の
大
幅
な
追
加
が
行
わ

れ
て
い
た
以
前
の
水
準
を
目
安
に
、
そ
の
重
点
化

･
効
率

化
を
図
っ
て
い
く
｣と
の
考
え
方
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の

｢骨
太
の
方
針
2
0
0
3
｣
に

お
い
て
は
、
小
泉
内
閣
の
基
本
路
線
で
あ
る
政
府
歳
出
全

体
の
抑
制
方
針
が
堅
持
さ
れ
た
が
、｢三
位
一
体
の
改
革
｣

特
に
道
路
に
関
係
の
深
い

｢国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
｣

に
つ
い
て
は
、
｢概
ね
四
兆
円
｣
と
い
う
削
減
目
標
が
示

さ
れ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
改
革
の
内
容
は
予
算
編
成
課

程
に
先
送
り
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
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『地
方
酋
煕
鬮
優
に
瀰
捗
る
遭
離
茜
瀰
許
可

電
普
申
請
シ
ズ
テ
▲
◎
塞
蕊
櫃
楸
』
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

一

概
要

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
形
成
に
関
す
る

施
策
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
｢高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
｣

(I
T
基
本
法
)
が
平
成
一
三
年

一
月
六
日
よ
り
施
行
さ

れ
て
い
る
。
I
T
基
本
法
に
お
け
る
施
策
の
基
本
方
針
の

一
つ
と
し
て
、
｢電
子
政
府
、
電
子
自
治
体
の
推
進
｣
を

掲
げ
て
お
り
、
今
後
、
国

･
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

I
T
基
本
法
の
施
行
を
受
け
て
、
『高
度
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
』
(I
T
戦
略
本
部
)

に
お
い
て
、
｢五
年
以
内
に
世
界
最
先
端
の
I
T
国
家
を

実
現
す
る
｣
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た

｢
e
-
J
a
P
a
n

戦
略
｣
(平
成
一
三
年
一
月
二
二
日
)
を
決
定
し
、
以
後
、

I
T
戦
略
本
部
を
中
心
と
し
て
各
種
計
画
等
が
策
定
さ

れ
、
｢電
子
政
府

･
電
子
自
治
体
｣
の
方
向
性
が
具
体
化

し
て
き
て
い
る
。

電
子
政
府

･
電
子
自
治
体
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
法

整
備
と
し
て
、
平
成
一
四
年
三
一月
一
三
日
に

｢行
政
手

続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
関
係
三
法
｣
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
行

政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
関
係
三
法
の
一
つ
で
あ
る

｢行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律

(行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
法
)｣
は
、
申
請
、
届

出
等
の
ほ
か
法
令
に
基
づ
く
行
政
機
関
等

(国
、
地
方
公

共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
、
認
可
法
人
、
指

定
法
人
を
対
象
)
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
手

続
き
に
加
え
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
手
続
き
も
可
能
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
法
制
度
面
で
の
電
子
政
府

･
電
子
自
治
体

実
現
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
道
路
占
用
許
可
申
請
手
続
の
電
子
化

に
つ
い
て
は
、
｢
e
-
J
a
p
a

n
重
点
計
画
｣
(平
成
一

三
年
三
月
二
九
日
決
定
)
等
に
基
づ
き
、
道
路
占
用
許
可

に
つ
い
て
は
、
直
轄
国
道
以
外
の
国
道
及
び
都
道
府
県
道

に
つ
い
て
は
、
概
ね
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
電
子
化
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
平
成
一
三
年
二
月
に
国
土
交
通
省
よ
り

地
方
公
共
団
体
に
要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更

に

｢
e
l
J
a
p
a

n
重
点
計
画
2
0
0
2
｣
(平
成
一

四
年
六
月
一
人
日
)
に
お
い
て
も

｢地
方
公
共
団
体
の
標

準
シ
ス
テ
ム
基
本
仕
様
を
策
定
し
、
地
方
公
共
団
体
に
公

開
す
る
。｣
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
国
土
交
通
省
で
は
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

円
滑
か
つ
効
率
的
な
導
入
に
資
す
る
た
め
、
全
国
の
地
方

公
共
団
体
で
共
通
し
て
導
入
で
き
、
道
路
管
理
者
･
占
用
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事
業
者
双
方
に
利
用
し
易
い

｢地
方
公
共
団
体
の
道
路
占

用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

(以
下
、
｢道
路
占
用
許
可

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
｣
と
い
う
。)｣
を
早
期
に
整
備
で
き

る
よ
う
、
｢地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
基
本
仕
様
｣
を
策
定
し
、
広
く
地
方

公
共
団
体
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

標
準
的
な
仕
様
に
基
づ
く
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
よ
り
、
道
路
管
理
者
の
事
務
の
効
率
化
や
共
同
開
発
･

運
営
に
よ
る
経
費
節
減
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
占
用
事

業
者
に
つ
い
て
も
申
請
手
続
き
の
電
子
化
に
よ
り
事
務
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
更
に
、
道
路
管
理
者
に
よ
ら
ず
に
申

請
･
届
出
等
が
同
一
の
手
続
き
で
行
え
る
こ
と
や
複
数
の

道
路
管
理
者
に
対
す
る
手
続
き
が
一
元
的
窓
口
で
行
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

二

基
本
仕
様
の
範
囲

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
、
総
務
省
が
推
進
す
る
電
子
自
治
体
構

築
の
共
通
基
盤
と
な
る

｢汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
｣
と
効
果

的
に
連
携
し
、
効
率
的
な
道
路
占
用
許
可
申
請
の
運
用
環

境
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
連
携
の
際
に
は
、
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、占
用
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
対
す
る
申
請
･
届
出

等
の
手
続
き
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、
今
後
の
電
子
自
治
体
の
構

築
を
踏
ま
え
る
と
、単
に
電
子
的
な
受
付
だ
け
で
は
な
く
、

受
付
後
の
審
査

(決
済
)、
補
正
要
求
、
許
可
/
不
許
可

等
の
審
査
業
務
、
占
用
料
計
算
、
集
統
計
、
文
書
処
理
台

道路占用許可中篩受付･審査システム

汎用媛村システムサーバ鰐

審
査
サ
ー
バ

(汎
用
受
付
)

D
B
サ
ー
バ

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

　

　

彌れ

驫

ク

ク

帳
管
理
、
占
用
料
納
入
告
知
書
等
の
内
部
事
務
処
理
ま
で

を
首
尾
一
貫
し
て
電
子
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
道
路
管
理
者
内
部
に
お
け
る
審
査
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業
務
や
内
部
事
務
処
理
は
、
既
に
道
路
管
理
者
の
実
情
に

応
じ
て
事
務
処
理
プ
ロ
セ
ス
や
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
関
連
す
る
個
別
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

独
自
に
構
築
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
仕
様
で
は
言
及
し

な
い
も
の
と
し
た
。

道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
基
本
仕
様
と
し

て
提
示
す
る
範
囲
は
、
｢占
用
事
業
者
に
お
け
る
申
請
書

等
の
作
成
と
提
出
か
ら
道
路
管
理
者
に
よ
る
受
付

･
受

理
｣、
｢道
路
管
理
者
に
お
け
る
許
可
書
等
の
作
成
と
通
知

か
ら
占
用
事
業
者
に
よ
る
受
理
｣
及
び

｢道
路
管
理
者
内

の
関
連
す
る
個
別
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
｣
ま
で
と
す

る

(図
1
)。

三

対
象
と
す
る
道
路
の
範
囲

基
本
仕
様
で
提
示
し
た
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
が
対
象
と
す
る
道
路
は
、
直
轄
国
道
以
外
の
国
道
、

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
を
範
囲
と
す
る
。

四

対
象
と
す
る
物
件
の
範
囲

基
本
仕
様
で
提
示
し
た
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
が
対
象
と
す
る
占
用
物
件
は
、
公
益
物
件
を
対
象
と

し
、
一
般
物
件
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
道
路
法
第
三
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
以
下
の
工
作
物
及
び
物
件

と
す
る
。

･
電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、
公
衆
電
話
所
、
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
。

･
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

物
件
。

そ
の
た
め
、
同
シ
ス
テ
ム
の
申
請
側
の
主
た
る
利
用
者

は
、
通
信
、
電
力
、
ガ
ス
、
水
道
及
び
下
水
道
等
の
公
益

物
件
を
占
用
す
る
事
業
者
と
な
る
。

五

道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
整

備
方
式

道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お

い
て
、
今
後
、
電
子
自
治
体
構
築
の
共
通
基
盤
と
な

る

｢汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
｣
は
、
都
道
府
県
を
中
心

に
市
区
町
村
と
の
共
同
運
営
等
に
よ
り
、
整
備
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

今
後
、
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
が
都
道
府
県
を
単
位

と
し
て
整
備
さ
れ
る
場
合
、
道
路
占
用
許
可
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
の
整
備
方
式
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
連

携
モ
デ
ル
が
想
定
で
き
る
。

1

一体
整
備
方
式

道
路
占
用
許
可
申
請
受
付
･
審
査
シ
ス
テ
ム
を
構

成
す
る
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
群
と
審
査
サ
ー

バ

(道
路
占
用
)
を
一
体
と
し
て
整
備
す
る
連
携
方

式
で
あ
る

(図
2
)。

窺園占用許可申鰭受付･響蕊システム ･

　　　　　　 　　　
図2 一体整備方式

道路占用許可申請受付･審査システム

　 　
　

汎用受付システムサーバ群

　
　 　　

　
1 審査サーバ(道路占用) }

2

共
同
利
用

(A
S
P
)
方
式

道
路
占
用
許
可
申
請
受
付
･
審
査
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す

る
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
群
と
審
査
サ
ー
バ

(道
路

占
用
)
の
内
、
審
査
サ
ー
バ

(道
路
占
用
)
の
み
L
G
W

A
N
-
A
S
P
と
し
て
別
拠
点
に
て
整
備
さ
れ
る
連
携
方

式
で
あ
る
。
複
数
の
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
と
審
査
サ
ー
バ

(道
路
占
用
)
が
連
携
し
、
道
路
占
用
許
可
申
請
業
務
の

独
自
の
機
能
を
審
査
サ
ー
バ

(道
路
占
用
)
が
A
S
P
と

し
て
提
供
す
る

(図
3
)。

図 3 共同利用 (A S P ) 方式
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図5 道路管理者による許可書等データの送信フロー

3

デ
ー
タ
フ
□
ー
イ
メ
ー
ジ

一
体
整
備
方
式
を
例
と
し
て
、
占
用
事
業
者
に
よ
る
申

請
書
等
デ
ー
タ
の
送
信
に
お
け
る
デ
ー
タ
フ
ロ
ー
イ
メ
ー

ジ
及
び
道
路
管
理
者
に
お
け
る
許
可
書
等
デ
ー
タ
の
送
信

に
お
け
る
デ
ー
タ
フ
ロ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
図
4
･
5
の
と
お

り
示
す
。

な
お
、
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
と
審
査
サ
ー
バ

(道
路
占

用
)
間
の
通
信
は
、
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
の
審
査
サ
ー
バ

に
実
装
さ
れ
る
デ
ー
タ
配
信
機
能
と
、
審
査
サ
ー
バ

(道

路
占
用
)
に
実
装
さ
れ
る
デ
ー
タ
配
信
機
能
に
よ
り
行
わ

れ
る
。

六

今
後
の
方
針

今
後
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
電
子
自
治
体
の
構

築
に
向
け
て
地
方
公
共
団
体
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め

に
、業
務
の
標
準
化
や
コ
ス
ト
の
削
減
等
を
目
的
と
し
て
、

複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
共
同
し
て
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
方
策
な
ど
、
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
円

滑
か
つ
効
率
的
に
導
入
す
る
た
め
の
具
体
的
な
検
討
を
行

う
予
定
で
あ
る
o
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莢
鬮
薹
躯
踵
鬮
讓
禽
鬮
騨
◎
導
入
幅
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

高
潔補

正
朝
ん

I

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
で
は
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
無
料
開
放
が
原
則
と

さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
五
年
に
、
ビ
ニ
エ
ッ
ト

(証
紙
)

方
式
に
よ
る
大
型
車
の
課
金
制
度
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
、

道
路
損
傷
コ
ス
ト
の
原
因
者
負
担
の
厳
密
化
、
道
路
等
交

通
イ
ン
フ
ラ
整
備
財
源
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
本
年
八

月
よ
り
G
P
S
を
活
用
し
た
大
型
車
に
対
す
る
走
行
距
離

に
応
じ
た
課
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
連
邦
政
府
が
担
っ
て
き
た
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
整

備
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
が
整
備
、
維
持
管
理
を
契
約
に

基
づ
き
行
い
、
費
用
を
課
金
収
入
に
よ
っ
て
賄
う
新
た
な

事
業
ス
キ
ー
ム
も
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
新
制
度
の
導
入
を
控
え
た
ド
イ
ツ
で
の
調
査
の

結
果
を
、
簡
単
で
は
あ
る
が
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

一

夫
型
車
対
距
離
課
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

①

対
象
車
両
三

一-t
以
上
の
大
型
商
用
車
両

②

対
象
道
路
…
原
則
と
し
て
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

③

課
金
額
…
平
均
0
･
三
面

ユ
ー
ロ

(約
一

六
円
)
/
蹴
の
対
距
離
課
金

④

課
金
方
法
…
G
P
s
、
G
S
M
を
活
用
し
た
料

金
所
の
な
い
シ
ス
テ
ム

(車
載
器
に

よ
る
自
動
課
金
と
手
動
方
式

(走
行

前
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
で
走
行
ル
ー
ト

を
登
録
)
を
並
立
)

⑤

収
入
使
途
交
通
イ
ン
フ
ラ
改
善

三

夫
型
車
対
距
離
課
金
制
度
導
入
に
向
け
た

経
緯
"

1

ユ
ー
ロ
ビ
ニ
エ
ツ
ト
方
式
に
よ
る
大
型
車
課
金
の
導

入対
距
離
課
金
制
度
に
先
駆
け
て
、
一
九
九
五
年
に
ビ
ニ

エ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
大
型
車
課
金
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

対
象
車
両
…
一
三
t
以
上
の
大
型
商
用
車
両

②

対
象
道
路
…
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

③

課
金
額

…表
の
と
お
り

(表
-
)

鰍

ユ
ー
ロ
ビ
ニ
エ
ッ
ト
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
、
デ
ン
マ

2セ

ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
イ

行

ツ
政
府
は
こ
の
方
式
を
過
渡
的
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

道

新
た
な
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
き
た
。

"

□

大
型
車
婦
距
離
課
金
制
度
の
概
要



二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
施
行
、
大
型
車
に
対
す
る
対
距
離

て
き
た
が
、
自
動
車
税
が
州
の
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

制
の
課
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

州
か
ら
の
反
対
に
あ
い
、
結
局
、
当
初
予
定
し
て
い
た
彗

表 1 ユーロビニエット方式による課金額 (単位 !ユー□)

車軸数及び
排出等級

3 本以下 4 本以上

鸚 蟻 蝸 妙 嗽 劇1 日 8 8 炎U RU
QU R

Y
1週間 26 23 20 俎 37 総

1 月 96 85 お 155 140 125

1 年 960 850 750 蹴 燃 鰡2001年 4月 1日現在。
EURO O~ 口 は、エンジンの排出性能を表す指標 (実際には、 0~ Vまで)

II~ Vのカテゴリーは同じ課金額。

注

理
由
と
し
て
は
、

①

大
型
車
の
道
路
損
傷
コ
ス
ト
が
謀
金
額
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
こ
と

②

ユ
ー
ロ
ビ
ニ
エ
ッ
ト
は
、
期
間

一
律
の
課
金
で

あ
り
、
走
行
距
離
に
よ
り
利
用
者
間
の
負
担
が
不

公
平
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
｢大
型
商
用
車
連
邦
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
利
用
の

た
め
の
対
距
離
課
金
徴
収
に
関
す
る
法
律
｣
が
制
定
さ
れ
、

2

大
型
車
対
距
離
課
金
制
度
導
入
に
向
け
た
E
U
と
の

調
整

E
U
は
、
道
路
利
用
者
が
走
行
に
よ
り
生
じ
る
コ
ス
ト

を
負
担
し
て
お
ら
ず
、
受
益
と
負
担
が
熊
離
し
て
き
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
大
型
車
対
距
離
課
金
に
対
し
て
積

極
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
道
路
損
傷
コ
ス

ト
の
み
な
ら
ず
、
環
境
、
渋
滞
コ
ス
ト
等
の
外
部
コ
ス
ト

も
含
め
、
ユ
ー
ザ
ー
が
道
路
を
利
用
し
た
分
だ
け
コ
ス
ト

を
負
担
す
る

｢利
用
者
負
担
原
則
｣
を
徹
底
さ
せ
る
た
め

に
、
対
距
離
制
の
電
子
課
金
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
べ
き
で

あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る

(
一
九
九
人
年
E
U
白
書

^̂
量
P
hH
ヤ
D
て
HB
の
□
[
吟o
H
国□
衲H斜
の[[に
o
[に
[①
-こ
の
①
…
◇
′
□
け
p
のo
G

斜
℃
℃
H
O
D
o
す
[o
p
o
o
【M一員
}○
□
[H
m
ロ
のせ
o
H[
一□
吟[
斜
め[H□
○
[に
Ho

自
費
加
日
加
野
営
5
"
o呉

目
貯
①
□
□
l
d等
警
の
辞
翌
~
及
び

三
〇
〇
一
年
E
U
白
書

炎増
す
ご
の
せ
き
ので

m
□
H
o
b
の
き

鬘
目
者
oコ
せ
og
て
オ
H
8
5
白
目
盛
o
g
o五
%
等
)。

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
の
大
型
車
対
距
離
課
金
制
度
の
導
入

に
当
た
っ
て
は
、
E
U
委
員
会
と
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。

ド
イ
ツ
と
し
て
は
、
国
内
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
理
解
を

得
る
た
め
、
減
税
な
ど
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
て
き
た
。

当
初
、
燃
料
税
の
引
き
下
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、

E
U
委
員
会
か
ら
、
国
内
業
者
の
保
護
、
自
由
競
争
の
妨

げ
に
な
り
、
後
述
の
E
U
指
令
違
反
で
あ
る
と
の
指
摘
を

受
け
て
き
た
。
そ
こ
で
、
自
動
車
税
の
引
下
げ
を
検
討
し

州
か
ら
の
反
対
に
あ
い
、
結
局
、
当
初
予
定
し
て
い
た
課

金
額

(大
型
車
の
道
路
損
傷
コ
ス
ト
よ
り
算
出
)
の
引
下

げ
に
よ
り
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
o

3

国
内
関
係
団
体
の
反
応

大
型
車
対
距
離
課
金
制
度
の
導
入
過
程
で
、
国
内
関
係

団
体
か
ら
以
下
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

◎

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
主
張

①

新
規
に
負
担
が
発
生
す
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

負
担
を
軽
減
す
べ
き

②

課
金
収
入
は
特
定
財
源
と
し
、
道
路
の
整
備
･

維
持
の
み
に
使
う
べ
き

②

環
境
団
体
の
主
張

①

課
金
額
を
高
く
設
定
す
べ
き

②

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
連
邦
道
路
全
体

で
課
金
す
べ
き

③

対
象
車
両
を
三
一t
以
上
で
は
な
く
、
三
･
五

t
以
上
に
す
べ
き

③

州
政
府
の
意
見

①

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
課
金
に
よ
り
州
が
管
轄
す
る

道
路
へ
大
型
車
両
が
流
入
し
、
維
持
コ
ス
ト
が
増

加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

②

収
益
は
特
定
目
的
に
の
み
充
て
る
べ
き

4

シ
ス
テ
ム
運
営
主
体
の
決
定
ま
で
の
経
緯
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対
距
離
課
金
シ
ス
テ
ム
の
開
発
･
運
営
は
、
民
間
企
業

が
政
府
と
の
契
約
に
よ
り
行
う
が
、入
札
の
際
の
条
件
は
、

①

走
行
距
離
に
応
じ
た
課
金
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ

1と
②

円
滑
な
交
通
流
を
阻
害
し
な
い
よ
う
料
金
所
の

な
い
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と

③

外
国
車
両
を
差
別
し
な
い
よ
う
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム

(車
載
器
に
よ
る
自
動
課
金
と
手
動
方
式
が

並
立
し
た
シ
ス
テ
ム
)
と
す
る
こ
と

等
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を
中

心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
現
行
の
ユ
ー
ロ
ビ
ニ
エ
ッ
ト
を
運

営
す
る
A
G
E
S
グ
ル
ー
プ
が
シ
ス
テ
ム
の
入
札
を
争

い
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー

プ

(ト
ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
)
が
落
札
し
た
が
、
敗
れ
た
A

G
E
S
グ
ル
ー
プ
が
訴
訟
を
起
こ
し
、
結
局
、
二
〇
〇
三

年
九
月
二
〇
日
、
勝
訴
し
た
ト
ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
が
改
め

て
課
金
シ
ス
テ
ム
運
営
主
体
に
指
名
さ
れ
た
。

三

関
連
法
令

1

特
定
イ
ン
フ
ラ
を
通
行
す
る
大
型
車
へ
の
課
金
に
関

す
る
E
U
指
令

全
①
①
@
＼の
N
＼m
o
)

-
九
九
九
年
六
月
一
七
日
に
公
布
さ
れ
た
同
指
令
は
、

E
U
加
盟
国
内
に
お
け
る
大
型
車
課
金
制
度
の
根
本
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
同
指
令
に
反
す
る
課
金
制
度
は

認
め
ら
れ
ず
、
E
U
と
ド
イ
ツ
と
の
協
議
も
こ
の
指
令
に

基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
。

主
な
規
定
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

道
路
利
用
者
へ
の
課
金
の
必
要
性

②

加
盟
国
間
の
市
場
競
争
環
境
の
確
保

③

対
象
車
両
の
設
定

(大
型
商
用
車
両
)

④

国
籍
等
に
よ
る
車
両
差
別
の
排
除

⑤

対
象
道
路
の
設
定
(原
則
高
速
道
路
等
に
限
定
)

⑥

課
金
額
の
設
定

(道
路
損
傷
コ
ス
ト
の
み
を
考

慮
)

⑦

多
国
間
に
お
け
る
共
通
課
金
制
度
の
導
入
の
奨

励

2

大
型
商
用
車
連
邦
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
利
用
の
た
め
の
対

距
離
課
金
徴
収
に
関
す
る
法
律

(ア
ウ
ト
バ
ー
ン
対
距

離
課
金
法
)

上
記
の
E
U
指
令
に
基
づ
き
、
同
法
が
制
定
さ
れ
た

(二
〇
〇
二
年
四
月
-
二
日
施
行
)。
主
な
規
定
内
容
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

対
象
道
路
に
関
す
る
事
項

②

対
象
車
両
に
関
す
る
事
項

③

課
金
額
及
び
課
金
の
支
払
い
に
関
す
る
事
項

④

課
金
徴
収
施
設
に
関
す
る
事
項

⑤

取
締
に
関
す
る
事
項

⑥

課
金
の
追
徴
と
罰
金
に
関
す
る
事
項

⑦

課
金
収
入
の
使
途
に
関
す
る
事
項

3

長
距
離
道
路
建
設
民
間
財
政
法

一
九
九
四
年
九
月
に
制
定
さ
れ
た
同
法
は
、
連
邦
長
距

離
道
路

(ア
ウ
ト
バ
ー
ン
及
び
連
邦
道
路
)
の
民
間
企
業

に
よ
る
整
備
、
維
持
管
理
を
可
能
に
し
た
法
律
で
あ
る
。

民
間
企
業
は
、
主
に
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
改
善
を
行
い
、

通
行
料
金
を
徴
収
し
事
業
費
を
回
収
す
る
。
通
行
料
金
は

普
通
車
、
大
型
車
に
関
わ
ら
ず
徴
収
さ
れ
る
。

同
法
に
基
づ
く
民
間
企
業
に
よ
る
事
業
方
式
は
、
F
モ

デ
ル
と
呼
ば
れ
る
。

四

課
金
シ
ス
テ
ム
の
概
要

1

対
象
道
路

原
則
と
し
て
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
対
象

(国
境
付
近
の
特

定
区
間
、
後
述
の
F
モ
デ
ル
に
よ
り
民
間
企
業
が
通
行
料

金
を
徴
収
す
る
区
間
は
対
象
外
)。
課
金
に
よ
り
連
邦
道

路
へ
の
交
通
量
の
転
換
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
場
合
、
連
邦

道
路
を
対
象
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

2

対
象
車
両

一
二
t
以
上
の
商
用
車
両

(バ
ス
、
軍
用
車
両
、
警
察

車
両
、
災
害
救
助
用
車
両
、
消
防
車
両
、
そ
の
他
の
救
急

車
両
等
は
対
象
外
)。

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
走
行
す
る
課
金
対
象
車
両
は
、
年
間

三
一○
~
-
四
〇
万
台

(四
○
~
五
〇
万
台
が
外
国
車

両
)。
走
行
台
キ
ロ
で
み
る
と
、
約
二
二
七
億
台
キ
ロ
で
、

三
五
%
が
外
国
車
両
と
な
っ
て
い
る
。

3

課
金
実
施
主
体

連
邦
交
通
建
設
住
宅
省
が
制
度
全
体
を
所
管
し
、
違
反

車
両
の
取
締
は
連
邦
貨
物
輸
送
庁
が
行
う
。
課
金
シ
ス
テ



ム
の
開
発

･
運
営
を
請
け
負
っ
て
い
る
の
が
ト
ー
ル
コ
レ

ク
ト
社
で
、
同
社
は
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
四

五
%
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
四
五
%
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
速
道

路
会
社
コ
フ
ィ
ル
ー
ト
一
〇
%
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
。海

外
企
業
の
コ
フ
ィ
ル
ー
ト
が
参
入
す
る
こ
と
と
な
っ

た
背
景
は
、
課
金
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
て
い
く
上
で
、

他
の
有
料
道
路
会
社
と
提
携
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
判
断

に
よ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ト
ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
と
政
府
の
契
約
期
間
は
三
一年
間

で
、
課
金
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
全
て
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
期

間
終
了
後
政
府
に
譲
渡
さ
れ
る
。

ト
ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
は
、
業
績
に
応
じ
て
報
酬
を
受
け

取
る
。
業
績
を
図
る
た
め
の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
設
定
さ
れ
て

お
り

(違
反
車
両
を
何
%
認
識
で
き
た
か
等
)、
各
項
目

の
達
成
度
を
総
合
的
に
判
定
し
業
績
を
評
価
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

4

課
金
額

課
金
額
は
、
E
U
指
令

(5
リミ
綣
滿
9

に
よ
り
、
道

路
損
傷
コ
ス
ト
に
相
当
す
る
額
と
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
課
金
額
が
計
算
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
三
年
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
損
傷
コ

ス
ト

(七
五
･
一
億
ユ
ー
ロ
)
の
う
ち
、
大
型
車
分

(三

三
.
九
億
ユ
ー
ロ
)
を
そ
の
年
間
交
通
量
二
二
七
億
台
キ

ロ
で
除
し
て
得
た
0
･
一
五
ユ
ー
ロ

(約
二
〇
円
)
/
如

が
、
当
初
の
平
均
課
金
額
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

前
述
の
と
お
り
、
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
コ
ス
ト
か
ら

算
出
さ
れ
た
課
金
額
か
ら
の
引
下
げ
が
な
さ
れ
る
と
と
も

に

(平
均
で
○
･
一
二
四
ユ
ー
ロ

(約
一
六
円
)
/
如
ま

で
引
下
げ
)、
ト
ラ
ッ
ク
の
車
軸
数
及
び
排
出
性
能
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
よ
り
課
金
額
が
調
整
さ
れ
て
い
る

(表
2
)。

5

課
金
方
法

ド
イ
ツ
は
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
円
滑
な
走
行
を
阻
害
し

な
い
よ
う
、
G
P
S
、
G
S
M
を
活
用
し
た
料
金
所
の
な

い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
。
外
国
車
両
の
中
に
は
年
数
回

し
か
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
利
用
し
な
い
車
両
も
存
在
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
を
排
除
し
な
い
た
め
に
車
載
器
方
式
と
手
動

方
式
の
両
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

㈲

車
載
器
方
式

車
載
器
に
よ
る
自
動
課
金
を
希
望
す
る
者
は
、
国
内
約

一
、
八
〇
〇
箇
所
、
国
外
約
三
〇
〇
箇
所
に
設
置
予
定
の

設
置
場
で
車
載
器

(写
真
1
)
を
取
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
車
載
器
は
、
ド
イ
ツ
の
電
機
メ
ー
カ
ー
二
社
か
ら
ト

ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
が
買
い
取
り
、
同
社
が
無
料
で
配
布
す

る
が
、
取
付
費
用
二
〇
0
~
二
五
〇
ユ
ー
ロ

(約
三
0
、

0
0
0
円
程
度
)
は
車
両
の
保
有
者
が
負
担
す
る
。

ま
た
、
課
金
額
三
〇
〇
ユ
ー
ロ
(約
三
六
、
0
0
0
円
)

の
前
納
が
必
要
で
あ
る
。

政
府
は
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
ま
で
に
一
五
万
台
、
二
〇

〇
三
年
末
に
五
〇
万
台
、
最
終
的
に
は
課
金
対
象
全
車
両

の
八
0
%
の
普
及
を
目
標
と
し
て
い
る
。

車
軸
数
を
入
力
し
車
両
が
走
行
す
る
と
、
G
P
S
に
よ

表 2 課金額 (案)
(単位 :ユーロ/ km)

車軸数及び
排出等級

EURO IV
,

V

蜘 鱒本QV 0
.

0 9

伽 鵤4 本以上 0
･

1 0

僻
4
▲

1具･nY

1 車載器

り
車
両
の
位
置
が
測
定
さ
れ
る
。
車
両
が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

に
進
入
す
る
と
、
車
載
器
は
登
録
さ
れ
た
車
両
デ
ー
タ

(車
軸
数
、
排
気
量
)
及
び
走
行
距
離
に
よ
り
、
謀
金
額

を
計
算
し
、
そ
の
情
報
を
G
S
M
を
用
い
て
徴
収
セ
ン
タ

ー
へ
送
信
す
る
。
徴
収
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
情
報
を
も

と
に
課
金
請
求
の
手
続
き
を
す
る
。

入
札
の
条
件
と
し
て
、
他
の
電
子
課
金
制
度

(例
…
仏
、

伊
の
有
料
道
路
は
E
T
C

(D
S
R
C
)
方
式
)
と
互
換

性
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
G
P
S
、
G
S
M
の



ほ
か
、
車
載
器
搭
載
の
有
無
の
確
認
に
D
S
R
C
を
利
用

ー
夕
は
徴
収
セ
ン
タ
ー
へ
送
ら
れ
、
謀
金
額
の
計
算
や
達

す
る
な
ど
、
複
合
的
な
課
金
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る

反
車
両
を
監
視
す
る
際
の
情
報
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。

(図
1
)。

6

違
反
車
両
対
策

②

手
動
方
式

下
記
の
対
策
に
よ
り
、
不
正
通
行
を
五
%
以
内
に
抑
え

手
動
方
式
の
場
合
、
事
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

手
動
方
式
の
場
合
、
事
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
、
ま
た
は
、
全
国
約
三
、
五
〇
〇
箇
所
に
設
置
さ
れ
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
、
車
両
国
籍
、
車

軸
数
、
排
出
性
能
、
走
行
予
定
ル
ー
ト
を
入
力
す
る
。
デ

F GMsを用いて、操金額を-中央コンピュータへ送信

料金徴収センター
中央コンピュータ

-①Gpsを用む･て、車両位置. i走行距離を計測

G P S :衛星位置情報システム
G SM :移動通信体技菊

図 1 課金システムイメージ

①

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ゲ
ー
ト
に
よ
る
監
視

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
三
〇
〇
箇
所
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ゲ
ー
ト
は
、

D
S
R
C
を
用
い
た
車
載
器
の
搭
載
の
有
無
の
確

認
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

写
真
撮
影
や
車
両
の
車
軸
数
の
測
定
な
ど
を
行
う

(図
2
)。

車
載
器
を
積
ん
で
い
な
い
車
両
に
つ
い
て
は
、
撮

影
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
、
中
央
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
登
録
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
情
報
と
を

照
合
し
、
不
正
通
行
が
確
認
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の

車
両
に
督
促
状
の
送
付
等
が
な
さ
れ
る
。

②

移
動
車
に
よ
る
監
視

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ゲ
ー
ト
に
よ
る
監
視
を
補
う
た

め
、
連
邦
貨
物
輸
送
庁
は
、
約
三
〇
〇
台
の
取
締
用

特
殊
車
両
を
投
入
す
る
。

③

営
業
所
チ
ェ
ッ
ク

貨
物
輸
送
庁
の
職
員
が
抜
き
打
ち
で
営
業
所
の
業

務
書
類
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

③

追
徴
金

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
実
際
の
走
行
距
離
が
確
定
で
き
な
い

鰊

を

メ

等

1

ゾ

C

力
数

納

R

線
軸

‘

S

外
車

D

、
の

･ D S R Cを用いて車載器の搭載の有無を確認。
･赤外線カメラによりナンバープレートの撮影、車両

の車軸数等を測定。
･車載器を積んでいない車両はナンバープレートを中

央コンピュータのデータベースと照合、手動による

登録が正しく行われているかをチェック。

図 2 コントロールゲート



場
合
は
、
五
〇
〇
如
分
の
課
金
が
追
徴
さ
れ
る
。
強
制
措

置

(財
産
差
押
)
も
可
能
で
あ
る
。

燭

罰
金

違
反
行
為

(故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
、
期
日
ど
お
り

に
課
金
を
支
払
わ
な
い
等
の
行
為
)
の
場
合
、
最
高
二
万

ユ
ー
ロ

(約
二
六
〇
万
円
)
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。

五

課
金
収
入
の
使
途

1

使
途
の
概
要

課
金
収
入
は
連
邦
政
府
の
収
入
で
、
二
〇
〇
三
年
の
収

入
額
は
、
当
初
約
四
〇
億
ユ
ー
ロ
(約
五
、
0
0
0
億
円
)

と
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
謀
金
額
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、

約
二
八
億
ユ
ー
ロ

(約
三
、
五
〇
〇
億
円
)
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

収
入
の
大
部
分
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
に
使
わ
れ

る
こ
と
が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
対
距
離
課
金
法
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
二
二
億
ユ
ー
ロ
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る

(残
り
の
六
億
ユ
ー
ロ
は
課
金
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。)。
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
は
、
鉄
道
、
水
路
等
を
含
む
。
投
資
方
法
と
し
て
、

渋
滞
防
止
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
経
営
モ
デ
ル
(A
モ
デ
ル
、

F
モ
デ
ル
)
等
の
手
法
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
全
体
で
、
七
･
五
七
億
ユ
ー
ロ

(約
一
、
0
0
0

億
円
)
を
渋
滞
防
止
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
投
資
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る

(二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
)。

ま
た
、
二
･
五
六
億
ユ
ー
ロ

(約
三
三
〇
億
円
)
を
ア

ウ
ト
バ
ー
ン
の
六
~
八
車
線
化
へ
投
資
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る

(残
り
の
収
入
額
の
配
分
に
つ
い
て
は
未
定
と
の

こ
と
)
。

な
お
、
ト
ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
の
報
酬
も
、
課
金
収
入
か

ら
支
払
わ
れ
る
。

2

渋
滞
防
止
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

課
金
収
入
の
一
部
は
、
渋
滞
防
止
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
、
道
路
、
鉄
道
、
水
路
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消

等
に
使
わ
れ
る
。

対
象
事
業
の
基
準
は
、
以
下
の
と
お
り
で
、
ア
ウ
ト
バ

ー
ン
三
七
区
間
、
鉄
道
九
箇
所
、
水
路
五
箇
所
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

道
路

(ア
ウ
ト
バ
ー
ン
)
"

･
主
に
四
車
線
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
う
ち
、
一
日
の
平

均
交
通
量
が
六
五
、
0
0
0
台
以
上
で
、
六
車
線
に

拡
幅
す
る
必
要
が
あ
る
区
間

･
ト
ラ
ッ
ク
の
混
入
率
が
高
く
、
勾
配
が
大
き
く
、
停

車
帯
の
な
い
区
間

･
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
う
ち
、
定
期
的
に
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
て
き
た
重
大
な
断
絶
部
分
を
つ
な
ぐ
区

間

鉄
道
…

･
老
朽
化
な
ど
の
理
由
か
ら
許
容
走
行
速
度
が
極
め
て

制
限
さ
れ
て
い
る
区
間

･
通
過
車
両
の
多
い
単
線
区
間

･
高
速
鉄
道
網
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
断
絶
部
分

･
貨
物
車
両
組
替
え
用
の
操
車
場
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
/

水
路
…

･
老
朽
化
や
安
全
上
の
理
由
か
ら
通
行
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
区
間

･
水
位
の
不
足
に
よ
り
、
輸
送
能
力
が
著
し
く
縮
小
し

た
区
間

･
迂
回
で
き
な
い
た
め
に
、
水
門
や
起
重
機
で
遅
れ
時

間
が
大
き
く
な
る
区
間

3

経
営
モ
デ
ル

民
間
企
業
の
投
資
に
よ
る
事
業
手
法
を
｢経
営
モ
デ
ル
｣

と
呼
び
、
以
下
の
二
つ
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。

の

A
モ
デ
ル

①

概
要

A
モ
デ
ル
と
は
、
大
型
車
対
距
離
課
金
に
よ
る
収

入
を
活
用
し
、
民
間
企
業
が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
へ
投
資

す
る
事
業
で
あ
る
。
後
述
の
F
モ
デ
ル
や
そ
の
根
拠

法
長
距
離
道
路
建
設
民
間
財
政
法
と
は
別
ス
キ
ー
ム

で
、
特
別
な
根
拠
法
は
存
在
し
な
い
。

A
モ
デ
ル
で
は
、
一
つ
の
民
間
会
社
が
一
区
間
の

六
~
八
車
線
化
の
拡
幅
事
業
を
担
当
し
、
そ
の
後
三

〇
年
間
維
持
管
理
を
行
う
。
民
間
企
業
は
、
そ
の
区

間
を
通
行
す
る
大
型
車
の
対
距
離
課
金
収
入
を
受
け

取
り
、
こ
れ
を
拡
幅
事
業
の
建
設
費
の
回
収
、
維
持

管
理
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
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連
邦
政
府
は
、
ス
タ
ー
ト
資
金
と
し
て
事
業
費
の

五
割
ま
で
を
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
民
間
企

業
の
資
金
調
達
を
債
務
保
証
し
な
い
。

②

メ
リ
ッ
ト

A
モ
デ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
政
府
予
算
を

五
0
%
軽
減
で
き
る
こ
と
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
区
間
が

早
期
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
、
民
間
の
競
争
原
理
の
導

入
で
、
維
持
管
理
費
が
節
約
で
き
る
こ
と
等
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

民
間
会
社
に
と
っ
て
は
、
三
〇
年
間
ア
ウ
ト
バ
ー

ン
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的
に
課

金
収
入
か
ら
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
と
な
る
。
維
持
管
理
の
内
容
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
契
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

③

実
施
区
間

A
モ
デ
ル
の
実
施
は
、
計
三
一事
業

(延
長
約
五

二
〇
知
)
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②

F
モ
デ
ル

①

概
要

F
モ
デ
ル
と
は
、あ
る
特
定
ポ
イ
ン
ト
に
着
目
し
、

連
邦
長
距
離
道
路
の
整
備
、
維
持
管
理
を
民
間
企
業

が
行
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
特
に
損
傷
の
激
し
い
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
に
つ
い
て
、民
間
企
業
が
事
業
を
行
い
、

通
行
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
で
資
金
を
回
収
す
る
。

通
行
料
金
は
、
普
通
乗
用
車
を
含
め
支
払
う
必
要
が

あ
る
が
、
大
型
車
対
距
離
課
金
は
、
F
モ
デ
ル
に
よ

る
料
金
徴
収
区
間
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
F
モ

①

ス
イ
ス

デ
ル
の
根
拠
は
、
長
距
離
道
路
建
設
民
間
財
政
法
で

ス
イ
ス

あ
る
。

る
ト
国

な
お
、
採
算
性
確
保
の
た
め
、
一
部
の
路
線
に
つ

い
て
、
政
府
は
、
ス
タ
ー
ト
資
金
と
し
て
建
設
費
の

二
0
%
ま
で
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

メ
リ
ッ
ト

F
モ
デ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
連
邦
長
距
離

道
路
に
関
す
る
事
業
が
早
期
に
実
現
で
き
る
こ
と
、

政
府
予
算
を
軽
減
で
き
る
こ
と
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
や

乗
用
車
も
課
金
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
厳
密
な
利
用
者

負
担
が
実
現
で
き
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

③

実
施
区
間

F
モ
デ
ル
の
適
用
は
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
及
び
こ
れ

に
類
す
る
連
邦
道
路
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
山
地
の

峠
道
の
路
線
に
限
ら
れ
て
い
る

(
一
〇
区
間
)。

③

そ
の
他

(交
通
イ
ン
フ
ラ
投
資
会
社
の
設
立
)

大
型
車
対
距
離
課
金
収
入
の
一
部
を
使
っ
て
交
通
イ
ン

フ
ラ
へ
の
投
資
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
法
的
根
拠
は
、
長
距
離
道
路
建
設
民
間
財
政
法
で
あ

る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
あ
る
。

六

今
後
の
展
開

1

他
国
の
課
金
シ
ス
テ
ム
と
の
調
整

印

大
型
車
課
金
制
度
導
入
に
向
け
た
各
国
の
動
向

ス
イ
ス
は
E
U
非
加
盟
国
だ
が
、
国
内
を
走
行
す

る
外
国
車
両
の
増
加
を
受
け
、
二
〇
〇
一
年
一
月
一

日
よ
り
、
全
公
共
道
路
網
を
走
行
す
る
三
･
五
t
以

上
の
車
両
へ
の
課
金
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
大
型
車
課
金
の
導
入
に
よ
り
、
年
間
約
八
億

ス
イ
ス
フ
ラ
ン

(約
六
〇
〇
億
円
)
の
収
入
を
得
て

お
り
、
そ
の
う
ち
三
分
の
一
が
道
路
の
改
修

(州
の

収
入
)
へ
、
三
分
の
二
が
ア
ル
プ
ス
を
通
過
す
る
鉄

道
ト
ン
ネ
ル
建
設
事
業

(連
邦
政
府
の
収
入
)
へ
と

充
て
ら
れ
て
い
る
。

②

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
二
〇
〇
六
年
を
目
途
に
、
大
型

車
を
対
象
と
し
た
対
距
離
課
金
制
度
の
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
る

(現
在
、
以
下
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
)
。

･
対
象
車
両

…大
型
商
用
車
(乗
用
車
に
つ
い
て
も
、

対
距
離
課
金
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
が
、
三
〇

一
〇
年
ま
で
は
導
入
さ
れ
な
い
予

定
)。

･
対
象
道
路
"高
速
道
路
,
幹
線
道
路
の
み
課
金
す

m

、

係

る
方
法
と
、
道
路
を
規
格
別
に
分
類

し
、
課
金
額
に
差
を
設
け
る
こ
と
で

適
切
な
交
通
分
担
を
図
る
方
法
の
両

方
を
検
討
。



･
課
金
方
式

…料
金
所
を
設
置
す
る
E
T
C
方
式
と

G
P
S
方
式
の
両
方
を
検
討

(た
だ

し
、
E
T
C
方
式
は
、
時
間
帯
に
よ

る
謀
金
額
の
変
化
に
対
応
し
に
く
い

と
見
ら
れ
て
い
る
。
他
の
課
金
方
式

と
の
互
換
性
の
確
保
も
重
要
視
さ
れ

て
い
る
)。

･
課

金

額

…平
均
で
0
･
一
五
ポ
ン
ド

(約
三
〇

円
)
/
m
を
予
定
。
車
重
、
排
出
等

級
等
に
応
じ
て
謀
金
額
を
変
化
さ
せ

る
予
定
。

な
お
、
対
距
離
課
金
を
導
入
す
る
場
合
、
政
府
は
自
動

車
取
得
税
、
燃
料
税
を
軽
減
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
、

課
金
制
度
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

②

課
金
シ
ス
テ
ム
共
通
規
格
化
の
動
向

ド
イ
ツ
で
用
い
ら
れ
る
車
載
器
は
、
他
の
課
金
シ
ス
テ

ム
と
互
換
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
一
台
の
車

載
器
で
全
て
の
国
の
有
料
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
は
、
技

術
的
に
ほ
ぼ
可
能
と
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
制
度
上
の
調

整
な
ど
が
問
題
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
E
U
は
、
電
子
課
金
シ
ス
テ
ム
を
調
和
の
と
れ

た
形
で
開
発
･
実
施
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
前
述

の
E
U
指
令

(毬
"
ご
Nm
o

に
お
い
て
も
、
｢電
子
課

金
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
加
盟
国
は
、
相
互
運
用
が
可
能

な
課
金
シ
ス
テ
ム
を
実
現
で
き
る
よ
う
協
力
す
べ
き
｣
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
課
金
の
実
施
に
当
た
り

｢交
通
流
を
阻
害
す
る

よ
う
な
施
設
を
設
置
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で

あ
る
｣
と
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
的
に
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
先
発
の
料
金
所
方
式
の
課
金

シ
ス
テ
ム
を
差
し
置
き
、
料
金
所
の
必
要
な
い
ド
イ
ツ
方

式
の
課
金
シ
ス
テ
ム
が
共
通
規
格
と
し
て
普
及
す
る
可
能

性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

2

課
金
対
象
車
種
、
対
象
道
路
の
拡
大

課
金
対
象
車
両
を
小
型
貨
物
車
や
乗
用
車
へ
拡
大
す
る

予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

対
象
道
路
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
対
距
離
課
金

法
上
、
連
邦
道
路
で
も
必
要
に
応
じ
課
金
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

(ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
課
金
に

よ
り
、
連
邦
道
路
へ
の
交
通
量
の
転
換
が
顕
著
に
現
れ
た

場
合
。
た
だ
し
、
E
U
指
令
に
よ
り
、
連
邦
道
路
全
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
課
金
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
)。

な
お
、
課
金
シ
ス
テ
ム
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
へ
の

応
用
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

(都
市
内
の
駐

車
場
料
金
の
調
整
に
よ
る
対
応
が
適
当
と
考
え
て
い
る
模

様
)。道

路
利
用
者
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
の
厳
密
化
を
図
る
た

め
の
対
距
離
電
子
課
金
制
度
の
導
入
を
E
U
と
し
て
推
奨

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
西

･
南
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

結
ぶ
回
廊
と
し
て
通
過
車
両
の
多
い
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
れ

ら
の

｢た
だ
乗
り
｣
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
、
ま
た
、
新

た
な
道
路
等
の
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
対
距
離
課
金
制

度
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
E
U
や
国

内
関
係
団
体
と
の
調
整
過
程
で
、
コ
ス
ト
負
担
の
厳
密
化

や
財
源
の
確
保
と
事
業
者
の
負
担
軽
減
と
い
っ
た
問
題
と

の
折
り
合
い
を
付
け
よ
う
と
の
苦
心
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
今
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
電
子
課

金
制
度
の
普
及
を
睨
み
つ
つ
、
課
金
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

の
面
で
の
り
!
ダ
ー
シ
ッ
プ
確
保
に
官
民
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
様
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
た
。
実

際
、
ド
イ
ツ
に
追
随
す
る
よ
う
に
、
課
金
制
度
の
検
討
が

各
国
で
進
み
つ
つ
あ
り
、
先
発
し
て
有
料
制
を
敷
い
て
い

る
国

(
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
等
)
の
課
金
シ
ス
テ
ム
と

ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
の
い
ず
れ
が
今
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

い
て
主
流
と
な
る
の
か
と
い
っ
た
点
も
含
め
、
今
後
と
も

注
目
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
今
回
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各

位
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。



『邇囃ふれあい卿鬮』

最終審査の模様

離遷糠鷲樅ついて

道路局道路交通管理課

一
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
は
、
毎
年
八
月
一
日
か

ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
箇
月
間
、
道
路
を
利
用
し

て
い
る
国
民
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の

役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い
う
道
路
愛
護
思
想
の

普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
を
図
り
、
道

路
を
常
に
広
く
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
お

い
て
、
国
民
自
ら
が
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
十

分
理
解
し
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
各
種
行
事
に
参

画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
や
協
賛
団
体
の
関
係
者
等

を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

そ
の
意
向

･
意
見
を
把
握
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
行

事
の
展
開
に
組
み
入
れ
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各
種
の
行
事
は
、
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
、
道
路
管
理
者
は
そ
れ
に
極
力
協
力
を
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
道

路
の
正
し
い
利
用
を
啓
発
し
、
道
路
に
ふ
れ
あ
う
機

会
を
設
定
す
る
よ
う
な
行
事
を
展
開
す
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
施
設
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通

省
で
は

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
を
広
く

一
般
か
ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二

推
進
標
語

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
度
に
弓
き
続
き
二
月
初
旬
か
ら
三
月
三
一
日
ま

で
の
お
よ
そ
二
箇
月
間
推
進
標
語
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り

あ
な
た
の
財
産
で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、

ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
〉｣
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
各
道
路
管
理
者
の
関
係
事
務
所
、
高
速
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
｢道
の
駅
｣

自
治
体
の
道
路
維
持
担
当
部
署
及
び
そ
の
関
係
事
務

所
等
で
応
募
用
チ
ラ
シ
の
配
布
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
四
、
八
六
三
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
を

経
て
六
月
五
日

(木
)
に
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。



最
終
審
査
は
、
残
間
里
江
子
氏

(プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

選
ば
れ
た
推
進
標
語
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

ー
)、
陣
内
貴
美
子
氏

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ
ド

期
間
中
に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
本
月
間
の

ミ
ン
ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作
家

･

推
進
に
幅
広
く
活
用
す
る
と
と
も
に
、
｢道
路
ふ
れ

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
及
び
渡
辺
文
雄
氏

(俳
優
)
の
四

あ
い
月
間
｣
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る

｢道
の
日
｣

氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や
こ
の
推
進

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

標
語
の
必
要
性
等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
最
優

平
成
一
五
年
度
の
入
選
者
と
作
品
は
次
の
通
り
で

賞
一
作
品
、
優
秀
賞
四
作
品
、
優
良
賞
四
作
品
を

す
。

審査をする山田美保子氏と渡辺文雄氏 (写真左より)

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
及
び
渡
辺
文
雄
氏

(俳
優
)
の
四

氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や
こ
の
推
進

標
語
の
必
要
性
等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
最
優

秀
賞
一
作
品
、
優
秀
賞
四
作
品
、
優
良
賞
四
作
品
を

選
定
し
ま
し
た
o

　
　
　

　
　
　　　　

き
ゞ
′ゞ
′
、
ご
ざ
い

　　　
　　
　
　
　

　

　
　　　

　

　

残間里江子氏と陣内貴美子氏 (写真左より)

　　
　

　

　
　

　

　　
　
　

　
　
　
　

　　

　

三
しき
で、
で
き̂
＼＼き≦
b

、
が
/

　　　　
　　
　
　
　
　　　
　　
　　
　
　

　
　

○
最
優
秀
賞

こ
の
道
を

共
に
生
か
そ
う

育
て
よ
う

71慣行セ ?nn亀7

福
井
県
武
生
市

馬
場

春
之
さ
ん

節

○
優
秀
賞

学
生
の
部

こ
の
道
に

み
ん
な
で
咲
か
そ
う

笑
顔
花

岐
阜
県
大
垣
市

佐
藤

友
美
さ
ん

ゆ
と
り
も
つ

心
が
道
路
を

広
く
す
る

青
森
県
南
津
軽
郡
平
賀
町

古
川

さ
く
ら
さ
ん

一
般
の
部

住
む
人
の

夢
が
生
き
て
る

い
い
道
路

福
岡
県
中
間
市

本
越

勇
さ
ん

ど
こ
ま
で
も

歩
い
て
行
き
た
い

道
が
あ
る

石
川
県
河
北
郡
津
幡
町

大
竹

敏
雄
さ
ん

○
優
良
賞

学
生
の
部

こ
の
道
は

み
ん
な
の
笑
顔
に

会
え
る
道

栃
木
県
真
岡
市

飯
渕

翔
さ
ん

こ
の
道
は

優
し
い
心
が

走
っ
て
る

新
潟
島
栃
尾
市

矢
沢

拓
也
さ
ん

一
般
の
部

い
い
道
が

奏
で
る
豊
か
な

街
づ
く
り

三
重
県
津
市

森
川

益
明
さ
ん

通
る
た
び

や
さ
し
い
気
持
ち
に

な
れ
る
道

千
葉
県
船
橋
市

山
田

く
に
恵
さ
ん



｢道
の
日
｣
の
制
定
経
緯
と
趣
旨

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備

･
道

路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に

お
い
て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た

っ
て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
ー
!

"道
の
日
"
を
定
め
る
な
ど

道
路
に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
六

一
年
一
月
二
人
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か

ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り

･
円
滑
な
道

路
整
備

･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保

等
を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の

前
提
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
"道
の
日
"
を
設
け
、

あ
ら
た
め
て
道
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

た
日
と
す
る
。｣
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)

で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭

和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を
｢道
の
日
｣
と
し
、

道
路
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道

路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月
一
〇
日
を
｢道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
1
次
道
路
改

良
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く
一
般
国
民

に
定
着
し
て
い
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
※

(八

月
一
日
~
八
月
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。

※
平
成
一
三
年
度
よ
り

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
か

ら
名
称
変
更

｢道
の
日
｣
の
運
動

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
公
団
、

関
係
団
体
等
に
幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
各

機
関
･
団
体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相

互
に
連
携
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
道
に
ち
な
ん
だ
各
種
行

事
及
び
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

｢道
の
日
｣
の
車
･実
行
事

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
の
建
設

(現
国
土

交
通
省
)
事
務
次
官
通
達
を
受
け
て
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
関
係
団
体
に
よ
り

｢道
の
日
｣
実
行
委
員

の 道イテセ 2003,7

『檀◎圃』($卿噂圃洲こ"ついて

8月側◎目はr運の日｣

道路局総務課



｢道の日｣ 中央行事の主な活動
い く 体 し ホ 月 に

62年千誓鯛匙羸弱還話奮雑務脅融讓集蓬癬湧盪繭,饉概鼓ず決定)
和“畔難易起問鬮念灘湧く,鰤蛸直讓範想発)の顕彰 萃 寝 袋 ま め逼れ杢 平 あ

　 　 　　　　　 　　 　
　　　 　　　　 　　　　　 　　 　　 　　　　　　　 　

　
　

　
成元曙戸 % 力圦 剱 " 冷 絲四穆彌怨秋靴ナ粉ハ

のぢテウ馨に大 鹿 裟
63年 ｢道の日｣キャンペーンキャラクターの愛称決定 にっちだヨウ平)

2年 ｢遭の日｣記念式典 ( ｢夢ロード21｣表彰式 ｢造の日｣の歌コンサ-ト等) 普 、 レ イ 階 赤 回 ｢ す
3年 ｢道の日｣ィベント ｢ョゥ平ランド｣ (各県の協棚ばる物産展等) 及 イテ ビ ベ ) 坂 目 薄

会
が
組
織
さ
れ
、
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
の
実
施
等

平
成
倦
年
度
｢道
の
日
｣
中
央
行
事

本
年
度
で
一
八
回
目
を
迎
え
る
中
央
行
事
は
、
八

月
九
日

(土
)
に
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
ー
ル

(別
館
五
階
)
に
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
新
聞

･
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
等
の
各
種
広
報
媒

体
の
活
用
に
よ
り
、
行
事
参
加
者
以
外
の
方
に
も
広

く

｢道
の
日
｣
の
普
及
･
啓
発
を
図
る
こ
と
と
し
て

昭和61年 ｢道の日｣制定記念式典、パレード (銀座中央通り)
｢日本の道loo選｣ (第1期 :中央区中央通り他52道)の顕彰

62年 ｢道の日｣テーマソングの作詞募集 ( ｢たまには…道で｣に決定)
｢日本の道100選｣ (第2期 :江東区他湾岸道路他50道)の顕彰

63年 ｢道の日｣キャンペーンキャラクターの愛称決定 にっちだヨウ平)

平成元年周遊ドライブコース企画コンテスト (沖縄西海岸周遊コース他12コースが入
賞)

2年 ｢道の日｣記念式典 ( ｢夢ロード21｣表彰式、 ｢道の日｣の歌コンサート等)

3年 ｢道の日｣イベント ｢ヨウ平ランド｣ (各県の協力による物産展等)

4年 ｢道の日｣イベント ｢ヨウ平ランド｣の開催及び ｢道の日｣記念シンポジウム

5年 ｢道の日｣イベント ｢感 ･道フェアー93｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、酒井法子コンサート等)

6年

｢道の日｣イベント ｢感 ･造ランド'94｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、貴島サリオコンサート等)
｢くらしにかかる橋｣フォト&エッセイ ･コンテストの実施
｢道の日｣ O N E D A Y S P E C IA L S T A T IO N
(文化放送一日 ｢道の日｣特集の展開)

7年

｢道の日｣まつり･95 (各県の協力による物産展や郷土芸能披露、かとうれい
こコンサート等)
｢こっちだヨウ平の道路はじめて物語｣ビデオ作成
｢道の日｣ B O O Kの作成 (趣旨や道路整備の歴史等をまとめたパンフレッ
ト)

8年
｢道の日｣ロード･ジャンボリー
(春日通り、本郷通り等でのロードウォーク、上野公園での道路パネル展等)
｢道の日｣新シンボルマークの制定

9年
｢道の日｣ロードパーク
(ミニトークショー、音楽バンドライブ、アンパンマンショー、クイズアベ

ーュー、パネル展、大道芸等)
東京湾アクアライン ｢道の日｣親子ウオーク

1 0年
｢道のこども親善大使｣見学会 (多摩都市モノレール、麻布共同溝、首都高管

制センター、親善隊長 :間寛平)
｢道の日｣ライブステージ (ライブトーク、 ｢道のこども親善大使｣任命式、

スペシャルコンサート、ゲスト:間寛平、清水ミチコ、司会;雨宮塔子)

1 l年

｢道のこども親善大使｣見学会 (浮島共同溝、海ほたるパ｣キングエリア、浮
島換気塔、親善隊長!ダチョウ倶楽部)
｢道の日｣ライブステージ (トークショー、コンサート等、ゲスト:清水アキ

ラ、ダチョウ倶楽部、司会:菊間千乃)
｢道の日｣特設ステージ (道のうた、大道芸、クイズ等、司会 :三島美佳子)

1 2年
｢道のこども親善大使｣施設見学会 (海ほたるパーキングエリア、首都高管制

センター等)
さわやか ｢道の日｣ステージ (マジック、トークショー等、ゲスト:加山雄
三、ナポレオンズ、西尾舞生、司会;木村郁美)

1 3年
｢道のこども親善大使｣施設見学会 (道の駅 ｢とみうらJ ･海ほたるパーキン

グエリア等)
｢道の日｣フェスティバル200lステージ (ステージショー、コンサート等、ゲ

スト:いっこく堂、山本直純、司会;下平さやか

1 4年

｢道の日Jフェスティバル2002
メインステージ (ステージショー、コンサート等、ゲスト:千住真理子、清水
圭、司会;永井美奈子)
サテライトステージ (ステージショー、クイズ大会、ゲスト:D o n D o k o
D o n、ニプンノゴ!、カラテカ)

5
も
っ
と
身
近
に
道
の
こ
と
;

開
催

日
…平
成
一
五
年
八
月
九
日

(土
)

開
催
時
間
…
一
三
"
二
0
~

一
六

…
一
0

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
2
0
0
3

後
援
…
国
土
交
通
省
、
内
閣
府
、
警
察
庁
、
日
本

道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神

高
速
道
路
公
団
、本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

場 開 開 塀 後 主
催 催 援 催

所
…
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

所 間 日
つ ス

会 全 高 道 国
. ･ ･ ･ ･ ･ 玉 、

= ○
　 　

8 六

②

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
…

最
優
秀
、
優
秀
作
品
の
表
彰

③

｢道
の
日
｣
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

高
田
方
由
子
、
林
家
こ
ぶ
平
、
山
田
五
郎
を
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
｢道
｣
に
関
す
る
身
近
な

話
題

(街
と
道

･
渋
滞

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
)

を
テ
ー
マ
に
、
ク
イ
ズ
等
を
取
り
入
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
進
行
し
ま
す
。

崚 ( 翌 て 〆 ÷名『参 ④ ③ ② ① 概
※ 林 テ ス ポ を 話 ネ 高 ｢ 最 ｢ オ

弐九分憲章滲主導他義毬※すぎ寝具嘉霧膠。要
　 　　　 　イ ○ ○

す 進 ん n ジ ム マ 街 ト 由 日 、 ふ ニ …
o 行 平 d シ 形 に と と 子 ｣ 優 れ ン

' - の , 熟 ‘
は螫圭や或 、

適 し 、 r 秀決ダ

テ
ツ
a

n
d
ト
モ
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

林
家
こ
ん
平
に
よ
る

｢道
の
日
｣
落
語

※
全
体
進
行
は
生
島
ヒ
ロ
シ
と
女
性
M
C
が
行

･
｢道
の
日
｣
を
国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め
の
署

名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

･
｢道
の
日
｣
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
内
容
を
、
東
京

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
テ
レ
ビ

M
X
テ
レ
ビ

に

翌
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
当
日
に
再
放
送

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
及
び
内
容
は
変
更

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ン l
グ ル

ン 一 の 四
ト ○ ｢ 災
　 　 　 　
、 o の O

) 、

セ
レ
モ

予 ｣ - M
定 当 五 ×
o 日 0 テ

u に
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や
す
お

ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
、
今
回
は
五
月
に
あ
っ
た
｢
一
般

国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
Aこ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
?

ダ
イ
ス
ゲ

な
ん
だ
い
、
薮
か
ら
棒
に
!

や
す
お
く
ん

も
張
り
切
っ
て
作
業
し
て
い
た
じ
ゃ
な
い
か
。

や
す
お

で
も
、

一
つ
問
題
が
･･･

ダ
イ
ス
ケ

な
ん
だ
い
?

や
す
お

追
加
す
る
方
は
わ
か
る
ん
で
す
け
ど
、
除
外
す

る
方
は
ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
ほ
ら
、

千
葉
県
の
や
つ
っ
て
実
際
は
足
し
た
り
引
い
た
り
し
て

い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
、
政
令
を
読
む
と
、
国

道
一
六
号
の
指
定
除
外
区
間
を
記
述
し
た
後
で
｢削
る
｣

っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、

〃
国
道
一
六
号
は
指
定
区
間
が
追
加
さ
れ
た
“
と
い
う

こ
と
に
な
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
っ
て
い
る
記
者
発
表
資
料
を
読
む
と

"国
道
一
六
号

の
指
定
区
間
か
ら
四
･
九
如
を
除
外
す
る
“
と
い
う
風

に
し
か
読
め
な
く
て
!

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
頭
の

中
が
混
乱
し
て
き
ち
や
っ
た
ん
で
す
よ
。

ダ
イ
ス
ケ

な
る
ほ
ど
ね
。
確
か
に
ち
ょ
っ
と
悩
ま
し
い

か
も
ね
･!

わ
か
っ
た
、
解
説
し
よ
う
!

で
も
、
質
問
に
答
え
る
前
に
一
つ
、
や
す
お
く
ん
に

確
認
し
て
お
か
な
さ
や
い
け
な
い
な
。

や
す
お

な
ん
で
す
か
?
･

ダ
イ
ス
ケ

指
定
区
間
が
ど
う
や
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の

か
、
や
す
お
く
ん
は
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
の
か
い
?

や
す
お

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
定
め
る
政
令

(昭
和

三
十
三
年
政
令
第
百
六
十
四
号
)
で
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
が
ー

ダ
イ
ス
ケ

法
的
に
は
そ
う
だ
ね
。
で
も
そ
の
実
質
的
な

基
準
に
つ
い
て
は
ど
う
か
な
?

や
す
お

す
み
ま
せ
ん
･･･

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ダ
イ
ス
ケ

こ
れ
に
つ
い
て
は
道
路
審
議
会
の
答
申
が
あ

る
ん
だ
よ
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
て
ご
ら
ん
。

や
す
お

図
書
館
へ
行
っ
て
き
ま
す
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

や
す
お

た
だ
い
ま
ぁ
。

ダ
イ
ス
ケ

ど
う
だ
っ
た
?

実
質
的
な
基
準
に
つ
い
て

何
か
わ
か
っ
た
か
い
?

や
す
お

教
え
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
｢直
轄
管
理
区

間
の
指
定
基
準
に
関
す
る
答
申
｣
(平
成
三

年
七
月

道
路
審
議
会
答
申
)
が
あ
り
ま
し
た
。

ダ
イ
ス
ケ

厳
密
に
言
え
ば
、
｢第
2
次
地
方
分
権
推
進

計
画
｣
(平
成
三

年
三
月
二
六
日
閣
議
決
定
)
を
受

け
た
、
だ
ろ
?

や
す
お

え
え
。
そ
の
答
申
の
中
で
、
指
定
区
間
は
、
高

規
格
幹
線
道
路
に
加
え
て
、
｢国
土
の
骨
格
を
成
す
と

と
も
に
、
国
土
を
縦
貫
･
横
断
･
循
環
す
る
人
や
モ
ノ

(道
路
空
間
を
移
動
す
る
電
気

･
ガ
ス
･
水

･
情
報
等

を
含
む
)
の
移
動
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
原
則

と
し
て
①
都
道
府
県
庁
所
在
地
等
の
広
域
交
通
の
拠
点

と
な
る
都
市
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
連
絡
す
る
枢
要

な
区
間

(大
都
市
圏
に
お
け
る
広
域
に
わ
た
る
環
状
道

路
を
形
成
し
て
い
る
区
間
を
含
む
)
②
重
要
な
空
港

･

港
湾
と
高
規
格
幹
線
道
路
又
は
①
の
区
間
を
連
絡
す
る

区
間
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
区
間
｣
と
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ス
ケ

正
解
!

そ
れ
じ
ゃ
、
や
す
お
く
ん
、
こ
の

答
申
に
し
た
が
っ
て
今
回
の
政
令
改
正
に
つ
い
て
解
説

し
て
み
て
く
れ
る
か
い
?

や
す
お

え
え
っ
と
･･･
今
回
の
指
定
区
間
の
う
ち
、
一

〇
一
号

(津
軽
自
動
車
道
)
の
区
間
追
加
と
四
六
八
号

(首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
)
の
区
間
追
加
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
規
格
幹
線
道
路
に
該
当
し
て
ま
す

か
ら
特
に
問
題
は
な
い
で
す
よ
ね
。
三
五
七
号
に
つ
い

て
は
、
答
申
の
基
準
で
言
う
と
こ
ろ
の
①
に
該
当
す
る

も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
こ
れ
も
よ
し
っ
と
!
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一
般
国
道
の
指
麓
区
間
を
指
難
ず
る
鞠
令
の

一
部
を
改
正
す
る
鞠
令
に
つ
い
て



一
六
号
の

"今
ま
で
除
外
し
て
い
た
区
間
を
削
る
"
っ

て
い
う
と
こ
ろ
は
!

ダ
イ
ス
ケ

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ
だ
ろ
?

や
す
お

は
い
。
エ
ハ号
は
、
千
葉
バ
イ
パ
ス
が
平
成
一

三
年
三
月
に
全
区
間
供
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
旧
道
区

間
と
の
ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ
の
状
況
に
な
っ
て
い
た
ん
で
し

た
よ
ね
ー

答
申
の
中
で
も

｢現
在
の
直
轄
管
理
区
間

の
う
ち
、
バ
イ
パ
ス
整
備
後
の
現
道
等
に
つ
い
て
は
、

直
轄
事
業
が
施
行
中
で
あ
る
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
調
整
の
上
、
地
方
公
共
団
体
に
引
き
継

ぐ
べ
き
で
あ
る
｣
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
旧
道
区
間
が
除

外
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
?

ダ
イ
ス
ケ

細
か
い
と
こ
ろ
は
別
に
し
て
ざ
っ
と
そ
う
い

う
こ
と
だ
ま
ね
。
じ
や
あ
、
除
外
さ
れ
た
"旧
道
区
間
"

は
ど
う
な
っ
ち
や
っ
た
の
か
な
?

や
す
お

え
え
っ
と
･･･
今
回
の
政
令
改
正
で
千
葉
バ
イ

パ
ス
を
含
む
一
六
号
の
全
線
が
指
定
区
間
(直
轄
管
理
)

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
旧
道
区
間
は
一
六
号
の
道
路
区

域
か
ら
外
さ
れ
、
①
三
一六
号
を
延
伸
し
て
吸
収
し
た

区
間
、
②
-
四
号
の
単
独
区
間
と
し
て
整
理
さ
れ
た
部

分
、
③
三
五
七
号
を
延
伸
し
て
吸
収
し
た
区
間
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
ま
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
れ
じ
ゃ
、
さ
っ
き
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
み
て
く
れ
る
?

や
す
お

答
申
に
よ
れ
ば
、
旧
道
区
間
は
都
道
府
県
管
理

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
①
三
一

六
号

(指
定
区
間
外
)
を
延
伸
し
て
吸
収
し
た
区
間
に

つ
い
て
は
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
②
も
と
も
と

一
四
号
と
重
複
し
て
い
た
区
間
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま

一
四
号
(指
定
区
間
外
)
と
し
て
立
派
に
成
立
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
道
路
法
第
十
三
条
に
い
う
と
こ
ろ
の

｢そ
の

他
の
部
分
｣
に
該
当
し
ま
す
の
で

｢都
道
府
県
管
理
｣

と
な
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
と
、
③
三
五
七
号
に
つ
い
て

は
!

あ
れ
ぇ
、
指
定
区
間
の
延
伸
に
な
っ
て
い
ま
す

よ
ね
?

い
や
だ
な
あ
、
さ
っ
き
の
説
明
と
違
っ
て
き

ち
ゃ
う
な
あ
!

何
で
三
五
七
号
に
つ
い
て
は
指
定
区

間
の
延
伸
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
?

ダ
イ
ス
ケ

そ
れ
を
考
え
る
に
は
も
う
一
つ
重
要
な
通
達

が
あ
っ
て
ね
、
｢道
路
の
改
築
等
に
伴
う
旧
道
区
間
の

管
理
に
つ
い
て
｣
(昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
付
道
政

発
第
十
九
号
)
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
に
よ
る
と

｢道
路
の
改
築
等
に
よ
り
新
道
部
分
が
完
成
し
た
後
に

お
い
て
も
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
旧
道
区
間
｣
、
つ
ま
り
今
回
の
区
間
は
こ

れ
に
該
当
す
る
わ
け
だ
け
ど
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

｢旧

道
区
間
が
廃
止
さ
れ
る
前
に
必
要
に
応
じ
他
の
道
路
と

し
て
路
線
の
認
定
、
区
域
の
決
定
｣
を
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

今
回
、
三
五
七
号
の
延
伸
区
間
と
し
て
吸
収
さ
れ
た

部
分
は
、
接
し
て
い
る
の
が
一
四
号
と
一
六
号
し
か
な

い
だ
ろ
?

で
も
、
今
回
の
政
令
改
正
は
一
六
号
の
ダ

ブ
ル
ウ
ェ
イ
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
な
わ
け
だ
か

ら
、
当
然
、
国
道
と
し
て
の
お
相
手
は
一
四
号
し
か
い

な
い
わ
け
だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
一
四
号
が
二

股
に
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
の
、
ど
う
考

え
て
も
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
か
ら
ね
。
じ
ゃ
、
国
道
移

管
を
諦
め
て
地
方
道
に
移
管
す
る
?

で
も
ね
、
こ
の

区
間
に
つ
い
て
は
、
｢京
浜
工
業
地
帯

(東
京
港
~
横

浜
港
)
と
京
菓
工
業
地
域
(千
葉
港
)
を
結
ぶ
重
要
な
幹

線
道
路
網
(東
京
湾
岸
道
路
)
を
実
質
的
に
形
成
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
国
道
と
し
て
引
き
続
き
維
持
管
理
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
又
、
前
後
区
間
が
指
定

区
間
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
引
き
続
き
指
定
区
間

と
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｣
と
い
う
判
断
が
あ
っ
て

ね
、
も
う
少
し
周
り
を
見
回
し
て
み
た
ら
、
隣
接
地
に

起
点
を
有
し
て
い
た
三
五
七
号

(指
定
区
間
)
と
い
う

格
好
の
お
相
手
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
｢東
京
湾
岸
道

路
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
湾
岸

地
域
の
一
般
国
道
一
六
号
と
接
続
す
る
必
要
が
あ
る
｣

と
い
う
理
由
を
も
っ
て
三
五
七
号
の
区
間
を
延
長
し
て

吸
収
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
わ
け
な
ん
だ
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
!

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
、
今
回
の
政
令
改
正
っ
て
実
は
こ
ん
な
に
複
雑

な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
ね
!

ま
っ
た
く
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

ダ
イ
ス
ケ

こ
う
い
う
の
を

｢言
筒
に
し
て
意
深
し
｣
っ

て
言
う
ん
だ
ろ
う
ね
。

★
今
回
の
政
令
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(g
者
"
そ
g
そ
白
馬
熊
o｣ミ
3
③O、目
Q袋
耳
目
じ
に
記
者
発
表
資
料
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す

(五
月
二
二
日
の
項
)。

ま
た
、
千
葉
国
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(肩
き
""
"
モ
モ
ズロ
.白
雲
‐㈹o｣
"

葺
けミ
亘
o爵
の具
5
8
-ひ
け目
□
で
も
図
解
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

(前
回
の
続
き
か
ら
)

大
野
係
員

続
け
ま
す
ね
。
こ
の
通
路
は
さ
ら
に
、
通
路
最
下
部

と
路
面
と
の
距
離
を
六
メ
ー
ト
ル
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
の
で
、
道
路
法
施
行
令
第
一
〇
条
第
一
項
第
二

号
の
高
さ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
上
空
通
路
の
通
達
で
は
、
五
･
五
メ
ー
ト
ル

程
度
以
上
確
保
す
る
こ
と

(※
1
)
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
件
は
、
こ
れ
に
も
適
合
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
道
路
上
に
支
柱
を
設
置
し
な
い
こ
と
、

通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
及
び
耐
久
性
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
、
壁
面
の
色
は
白
で
、
信
号
機
又
は
道
路
標
識
と

の
類
似
性
が
無
く
、
ま
た
、
美
観
を
損
な
う
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
考
え
る
と
上
空
通
路
の
通
達
の
構
造
基
準

に
適
合
し
ま
す
。

け
ど
、
同
別
紙
2
②
に
よ
れ
ば
、
｢道
路
が
交
差
し
、

接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
場
所
に
は
設
け
て
は
な
ら
な

い
｣
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
道
路
の
交
差
点
に
近
い
こ

の
通
路
は
、当
該
基
準
に
適
合
し
な
い
可
能
性
が
高
く
、

占
用
場
所
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

坂
上
係
員

大
野
君
、
そ
こ
ね
え

!
。

大
野
係
員

分
か
っ
て
ま
す
よ
。
坂
上
さ
ん
。
僕
も
学
習
し
て
い

る
ん
で
す
か
ら
。

先
程
の
広
告
塔
と
同
じ
で

(道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
五

月
号
参
照
)
、
道
路
法
施
行
令
第
一
○
条
第
二
項
の
規

定
に
も
抵
触
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
考
え
る
と
、
こ
の
通
路
は
、
他

の
道
路
と
の
接
続
点
に
接
近
し
た
場
所
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
道
路
法
施
行
令
第
一

〇
条
第
二
項
の
規
定
及
び
上
空
通
路
の
通
達
の
基
準
に

適
合
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
占
用
を
許
可
す
る
こ
と
は

困
難
だ
と
思
い
ま
す
。

坂
上
係
員

す
ば
ら
し
い
わ
、
大
野
君
。
結
論
を
出
し
た
じ
ゃ
な

い
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
デ
パ
ー
ト
に
は
何
て
回
答
す
る

の
?

大
野
係
員

課
長
が
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に

(道
路

行
政
セ
ミ
ナ
ー
六
月
号
参
照
)、
道
路
交
通
へ
の
影
響

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
交
差
点
付
近
へ
の
設
置

は
難
し
い
け
れ
ど
、
他
の
基
準
に
つ
い
て
は
特
に
問
題

が
な
い
よ
う
な
の
で
、
通
路
の
設
置
場
所
を
交
差
点
付

近
以
外
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
連

絡
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
坂
上
さ
ん
は
ど
う
思
い

道
路
法
施
行
令
第
一〇
条
第
一項
第
二
号

地
面
に
接
し
な
い
で
設
け
ら
れ
る
占
用
物
件
の
最
下
部
と

路
面
と
の
距
離
は
、
四
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
歩
道
を
有
す
る
道
路
の
擾
迫
上
に
お
い
て
は
、
二
･
五

メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
1｢道

路
の
上
空
に
設
け
る
通
路
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
｣

昭̂

和
三
二
年
七
月
一五
日
付
け
建
設
省
発
性
第
三
七
号
、
国
消
発
第

八
六
〇
号
、
警
察
庁
乙
億
発
第
一
四
号
建
設
事
務
次
官
、
国
家
消

防
本
部
長
、
警
察
庁
次
長
通
達
)
別
紙

3

鰯

通
路
の
路
面
か
ら
の
高
さ
は
、
電
線
･
電
車
線
等
の
路

面
の
高
さ
を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
物
件
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
帆{竿
固
さ

(五
･
五
メ
ー
ト
ル
程
度
以
上
)
と
す

る
こ
、と
。



ま
す
か
。

坂
上
係
員

全
く
の
同
意
見
よ
。
課
長
、
お
聞
き
の
と
お
り
で
す

が
、
何
か
問
題
は
あ
り
ま
す
か
。

渡
邊
課
長

い
や
ぁ
、
大
野
君
。
お
見
込
み
の
と
お
り
だ
よ
。

天
野
係
員

そ
れ
で
は
、
早
速
デ
パ
ー
ト
の
方
に
連
絡
を
取
っ
て

み
ま
す
。

(電
話
を
か
け
始
め
る
大
野
係
員
)

大
野
係
員

連
絡
と
れ
ま
し
た
。通
路
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

他
に
も
い
く
つ
か
設
置
可
能
な
場
所
が
あ
る
そ
う
な
の

で
、来
週
に
で
も
相
談
に
伺
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

坂
上
係
員

よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
で
今
日
は
ふ
た
つ
も
問

題
が
解
決
し
た
わ
ね
。

夫
野
係
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
坂
上
さ
ん
に

お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が

!

坂
上
係
員

な
に
か
し
ら
?

夫
野
係
員

僕
、
来
週
か
ら
二
週
間
、
道
路
管
理
研
修
に
行
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら

!

坂
上
係
員

代
わ
り
に
話
を
伺
っ
て
お
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
。

安
心
し
て
ま
か
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
よ
。
私
を
誰
だ
と

思
っ
て
る
の
!

大
野
係
員

(何
か
調
子
に
乗
っ
て
き
ち
や
っ
た
な
あ
~
。)

す
い
ま
せ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
そ

の
研
修
で
は
、
各
自
が
課
題
を
持
ち
寄
っ
て
、
そ
の
中

の
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
検
討
し
た

う
え
で
結
論
を
出
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
場
で
全
員
の
前

で
発
表
す
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
課
題
を
何
か
ひ
と
つ

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
の
話
の
ど
ち
ら

か
を
準
備
す
れ
ば
い
い
で
す
か
ね
。

坂
上
係
員

私
も
去
年
研
修
に
参
加
し
た
け
ど
、
そ
う
い
え
ば
そ

ん
な
こ
と
も
や
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
わ
。
だ
け
ど
、

今
日
の
事
例
は
法
令
の
規
定
や
通
達
の
許
可
基
準
か
ら

結
論
が
導
き
出
せ
る
問
題
だ
し
、
事
例
も
そ
れ
な
り
に

あ
り
そ
う
だ
か
ら
、
検
討
す
る
と
い
っ
て
も
み
ん
な
同

じ
見
解
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
?

そ
れ
よ
り
も
、
事
例
が
少
な
く
て
、
判
断
が
難
し
い
、

議
論
が
白
熱
す
る
よ
う
な
内
容
の
方
が
盛
り
上
が
る
わ

よ
。
じ
ゃ
あ
、
大
野
君
の
た
め
に
何
か
適
当
な
事
例
を

探
し
て
お
く
わ
よ
。
よ
~
し
!

大
野
係
員

(研
修
に
行
く
の
は
僕
な
ん
だ
け
ど
な
あ

!

o

別
に
盛
り
上
が
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
。)

渡
邊
課
長

(最
近
、
キ
ャ
ラ
が
変
わ
っ
て
き
た
な

!
。)

(こ
の
頃
つ
づ
く
)
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京
都
市
道
歩
行
者
転
倒
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
五
年
五
月
二
九
日

新
潟
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
被
告
京
都
市
管
理
の
歩
道

(以
下

｢本
件
歩
道
｣
と
い
う
。)
を
歩
行
中
、
歩
道
上
に
数
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
露
出
し
て
い
た
鉄
筋
に
つ
ま
づ
い
て
転
倒

し
、
負
傷
し
た
と
し
て
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き

損
害
賠
償
請
求
を
し
た
も
の
で
あ
る

(請
求
額

…
二
五
四

万
一
四
一
円
)。

2

原
告
の
主
張

本
件
歩
道
は
、
一
般
に
開
放
さ
れ
た
生
活
施
設
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
寺
の
参
詣
や
観
光
に
訪
れ
た
不
特
定
多

数
の
者
が
利
用
す
る
歩
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
歩
道

を
管
理
す
る
被
告
と
し
て
は
、
利
用
者
に
は
、
は
じ
め
て

通
行
す
る
者
が
多
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
管
理
す
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道

上
に
は
石
柱
を
固
定
す
る
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
鉄
筋

が
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
露
出
し
て
お
り
、
歩
行
者
が

当
該
鉄
筋
に
つ
ま
づ
い
て
姿
勢
を
崩
す
な
ど
し
て
転
倒
す

る
等
の
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
は
十
分
予
見
で
き
る
状
態

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
は
、
約
一
ヶ
月
間
こ

れ
を
修
復
せ
ず
に
放
置
し
て
い
た
。
被
告
は
、
修
復
時
ま

で
の
措
置
と
し
て
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し
、
歩
行
者

に
注
意
喚
起
し
て
い
た
旨
主
張
す
る
が
、本
件
事
故
当
時
、

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
固
定
さ

れ
て
い
な
い
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
は
歩
行
者
が
接
触
す
る
な
ど

し
て
容
易
に
移
動
す
る
た
め
、
本
件
歩
道
の
よ
う
な
箇
所

で
は
安
全
措
置
と
し
て
十
分
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件

歩
道
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
被
告
は
、
原
告
に
前
方
不
注
視
の
過
失
が
あ
っ
た

旨
主
張
す
る
が
、
本
件
事
故
当
日
は
、
観
光
客
等
が
多
く
、

前
方
を
注
視
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
、
本
件

鉄
筋
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
を
気
付
き
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
原
告
に
は
過
失
は
な
い
。

3

被
告
の
主
張

本
件
鉄
筋
は
、
元
々
、
歩
道
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ボ

ラ
ー
ド

(単
柱
車
止
め
)
の
根
元
に
あ
り
、
ボ
ラ
ー
ド
を

取
り
付
け
る
た
め
の
金
具
で
あ
る
が
、ボ
ラ
ー
ド
自
体
は
、

歩
道
に
車
両
が
乗
り
入
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の

で
何
ら
通
行
の
支
障
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
当
該
ボ
ラ
ー
ド
は
、
本
件
事
故
発
生
の
約
一
ヶ

月
前
、
車
両
の
接
触
に
折
れ
、
取
り
付
け
金
具
が
曲
が
っ

て
い
た
た
め
即
座
に
修
復
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
い
、
と
り
あ
え
ず
、
折
れ
た
ボ
ラ
ー
ド
を
取
り
除
き
、

修
復
ま
で
の
措
置
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ラ
ー

コ
ー
ン

(固
定
さ
れ
て
い
な
い
)
を
設
置
し
、
歩
行
者
に

注
意
喚
起
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
本
件
歩
道
に
瑕
疵
は
な

い
。
仮
に
、
そ
う
で
は
な
い
と
し
て
も
、
本
件
事
故
当
時

は
夜
間
で
は
な
く
、
夕
方
で
あ
っ
た
こ
と
等
付
近
の
状
況

か
ら
し
て
、
原
告
が
前
方
を
注
視
し
て
れ
ば
、
本
件
鉄
筋

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
原
告
に
は

本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
過
失
が
あ
り
、
そ
の
割
合
は
五

割
を
下
ら
な
い
。

4

判
決
の
要
旨

被
告
の
本
件
歩
道
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
告
に
も
前
方
不
注
意
の
過
失

が
あ
り
、
そ
の
割
合
は
三
割
を
下
ら
な
い
。
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5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
歩
道
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

本
件
事
故
は
、
原
告
が
、
寺
の
参
詣
や
観
光
に
訪
れ

る
不
特
定
の
老
若
男
女
が
多
数
使
用
す
る
本
件
歩
道
を

歩
行
中
、
元
来
歩
道
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ボ
ラ
ー
ド

(高
さ
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
二
〇
セ
ン
チ
〆

ー
ト
ル
)
が
折
れ
て
そ
の
取
り
付
け
金
具
で
あ
っ
た
本

件
鉄
筋
が
高
さ
六
、
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
露
出
し
て
い

た
の
に
つ
ま
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
鉄
筋
は
、
本

件
事
故
発
生
の
約
一
ヶ
月
前
に
、
ボ
ラ
ー
ド
が
車
両
の

接
触
に
よ
り
折
れ
た
た
め
、
露
出
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
歩

行
者
が
歩
道
に
接
地
し
よ
う
と
し
た
際
等
に
こ
れ
に
つ

ま
づ
き
姿
勢
を
崩
す
な
ど
し
て
転
倒
等
の
事
故
を
起
こ

し
得
る
こ
と
は
容
易
に
予
見
で
き
る
。
よ
っ
て
、
本
件

歩
道
の
管
理
者
で
あ
る
被
告
と
し
て
は
、
速
や
か
に
こ

れ
を
補
修
す
る
こ
と
が
安
全
確
保
上
要
請
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
補
修
工
事
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
と
か
、

工
事
自
体
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
と
か
等
の
特
段
の
支

障
は
認
め
難
く
、
比
較
的
容
易
に
補
修
工
事
が
可
能
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
容
易
に
移
動
し
得
る
カ
ラ

ー
コ
ー
ン
を
設
置
し
た
の
み
で
、
約
一
ヶ
月
の
間
補
修

工
事
を
全
く
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
道
路

管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

②

過
失
相
殺
に
つ
い
て

原
告
が
つ
ま
づ
い
た
本
件
鉄
筋
は
、
高
さ
六
、
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
時
刻
は

一

一
月
二
六
日
の
午
後
四
時
四
〇
分
こ
ろ
で
あ
り
、
原
告

が
視
野
を
確
保
す
る
た
め
に
は
ま
だ
十
分
な
明
る
さ
で

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
告
が
本
件
鉄
筋

に
気
付
く
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
他
方
、
本
件
事
故
当
時
、
原
告
は
六
六
歳
と
い
う

高
齢
で
あ
り
、
原
告
が
本
件
事
故
現
場
を
通
行
す
る
の

は
本
件
事
故
時
が
初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
本

件
事
故
当
時
、本
件
事
故
現
場
は
観
光
客
等
で
混
雑
し
、

本
件
歩
道
の
前
方
が
見
難
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
件
事
故

は
、
被
告
が
本
件
鉄
筋
を
速
や
か
に
除
去
す
る
な
ど
の

補
修
工
事
を
行
う
こ
と
が
安
全
確
保
上
要
請
さ
れ
、
比

較
的
簡
単
に
工
事
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

被
告
に
お
い
て
本
件
鉄
筋
を
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
な
が
ら
、
一
ヶ
月
間
こ
れ
を
補
修
し
な
か
っ
た
瑕

疵
の
程
度
と
比
較
勘
案
す
る
と
、
原
告
の
前
方
不
注
意

の
過
失
割
合
は
三
割
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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『さ
っ
ぽ
ろ
』
ト
ピ
ッ
ク
ス

東
京
に
来
て
早
三
年
。
と
ん
び
生

活
も
締
め
く
く
り
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
人
や
豊
富
な
文
化
、
史
跡

な
ど
、
時
を
待
た
ず
し
て
自
ら
の
意

思
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
は

さ
す
が
に
東
京
で
あ
り
、
多
種
多
様

の
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
懐
の
大
き

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

以
前
、
札
幌
が
右
肩
上
が
り
の
時

代
、
俗
称
と
し
て

｢リ
ト
ル
東
京
｣

と
呼
ば
れ
た
頃
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
寄
稿
の
機
会
を
得
て
、
そ
ん
な

札
幌
の
今
昔
を
ち
ょ
っ
と
お
り
ま
ぜ

な
が
ら
、
札
幌
の
P
R
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。

◇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
変
わ
っ
た
街
並

み昭
和
四
七
年
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

｢さ
っ
ぽ
ろ
｣
と
い
う
名
が
世
界
的

に
も
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
前

年
に
は
地
下
街
や
地
下
鉄
南
北
線
も

完
成
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
に
街

中
が
沸
き
か
え
っ
て
い
た
時
代
で

す
。公
共
事
業
華
や
か
な
り
し
頃
で
、

　 　 　
　　　　　　　　　　

　

　　　　　 　　 　 　

オリンピックの舞台となった手稲山
(前田森林公園より)

札
幌
市
東
京
事
務
所

土
井

勝
雄

に
は
、政
令
市
へ
の
移
行
も
果
た
し
、

｢
イ
ケ
イ
ケ
ド
ン
ド
ン
!
｣
と
い
う

気
運
が
漂
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

◇
都
心
部
の
再
生
に
向
け
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
既
に
三
〇
年

以
上
が
た
ち
、
街
並
み
に
も
老
朽
化

が
見
ら
れ
ま
す
。
人
口
も
一
八
〇
万

人
を
超
え
、
都
心
部
の
広
く
て
き
れ

い
な
イ
メ
ー
ジ
も
人
や
車
で
一
杯
に

な
り
、
な
ぜ
か
し
ら
大
通
り
公
園
も

狭
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん

な
中
、
こ
れ
か
ら
の
都
心
部
の
将
来

を
市
民
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
様
々

な
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
札
幌
駅
と
大

通
り
を
結
ぶ
地
下
化
の
検
討
や
街
づ

く
り
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た

す
で
あ
ろ
う
路
面
電
車
の
あ
り
方
検

討
な
ど
。
昨
年
七
月
に
は

｢札
幌
都

心
地
区
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
｣
も
策
定
さ
れ
、
お
お
む
ね
五
年
以

内
に
取
り
組
む
べ
き
民
間
や
行
政
の

施
策
･
事
業
体
系
を
ま
と
め
る
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
、
観
光
客
等
に
と
っ
て
、
さ
ら

再整備され施設も充実した大倉山
ジャンプ競技場

)

｢札
幌
は
一
〇
年
以
上
街
づ
く
り
が

　　よ

早
ま
っ
た
｣
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

園公

市
内
の
道
路
整
備
費
だ
け
と
っ
て
み

鮴
て
も
、
国
道
を
含
め
た
全
体
事
業
費

紬
は
約
五
0
0
億
円

宥
料
道
路
を
含

め
る
と
約
八
〇
〇
億
円
)
に
上
り
、

当
時
の
本
市
一
般
会
計
の
七
割
強
に

達
す
る
予
算
が
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
投

資
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
年

西から東から



0人と環境を重視した都心交 ○都心まちづくりの長期的,総合的計画
通環境の構築に向け,約10 0目標と方針,都心の構造 (豊艶風文斑槌
年で実施すべき施策の体系 熱ターゲットエリア)-

0平成1 5年度策定 展開プログラム等を設定

0歩行者空間のネットワークのあり方,
駅前通,大通,創成川通の空間計画等

0平成1 6~ 1 8年度策定

に
使
い
や
す
く
魅
力
あ
る
都
心

部
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
市
民

と
協
働
歩
調
で
そ
の
実
現
に
向

け
動
い
て
い
ま
す
。

o r中心毎街地｣の堅贓圏窟
0まちづくり計画の実現に向け,おおむね6年以内に取組むべき施策･事
業を体系的に整理

O T M Oのあり方を明示 ◎二次指定 (平穢M年博月26日政令)
･札幌駅･大逓減閥顔地域 (-44ha)
･乳鰻牝四条醸六丁目問題地域(-9ha)

◇
新
イ
ベ
ン
ト
紹
介

昨
年
暮
に
初
め
て
開
か
れ
た

｢
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

･
ク
リ
ス
マ
ス

市
イ
ン

･
サ
ッ
ポ
ロ
｣
は
、
初

冬
の
札
幌
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
ホ
ッ
ト
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

大
通
公
園
の
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
バ
ッ
ク
に
、
姉

妹
都
市
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
冬
の
風

物
詩

｢
ク
リ
ス
マ
ス
市
｣
が
、

札
幌
に
や
っ
て
来
た
の
で
す
。

本
場
ド
イ
ツ
同
様
の
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
や
小
物
、
玩
具
な
ど

多
彩
な
ア
イ
テ
ム
の
販
売
に
加

え
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ホ
ッ
ト
ワ

イ
ン
な
ど
、
本
場
の
雰
囲
気
を

十
分
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
会
場
に
は
特
設

ス
テ
ー
ジ
も
用
意
さ
れ
、
賑
わ

い
を
演
出
す
る
多
彩
な
催
し
物

が
組
ま
れ
て
お
り
、
今
年
も
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
｢雪
ま

つ
り
｣
と
は
違

っ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
雰
囲
気
で
の
札
幌
を
ぜ
ひ
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
新
名
所
紹
介

不
景
気
で
ち
ょ
っ
と
元
気
の
な
か

っ
た
道
産
子
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

た
の
が
札
幌
駅
直
結
の

｢J
R
タ
ワ

ー
｣
で
す
。
｢関
東
以
北
最
高
｣
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
無
条
件

で
反
応
し
て
し
ま
う
道
産
子
軍
団
の

宿
命
か
、
な
ん
と
三
月
六
日
の
オ
ー

プ
ン
当
日
に
は
二
四
万
人
の
人
出
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
も
ま
だ
タ
ワ

ー
展
望
室
に
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
眺
望
化
粧
室
か
ら
の
眺
め
は
最

ミュンヘン･クリスマス市m s a p p o ro
昨年の開催状況 : 1l月28日 (金) ~ 12月21

ユ
年
伯

ミ
昨
日

高
の
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て

み
て
も
ら
い
た
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
夜
一
一
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま

す
の
で
、
夜
の
札
幌
を
上
か
ら
見
下

ろ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

の
み
ド
テ
さ
台
す
群

1
な

ン
幌
高
望

で
抜

、
ち
ラ
礼
譲
展

m
ま

階

一
つ
諺

‘
!
窃
朝

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

R
“
上

で
都

一
ビ

実
地
ら
す

J
)
地

m
に

マ
レ
幹
で
か
で

0 ｢魅力的で活力ある都心の陸側｣を重点施策の一つに位置付け



　　　　
　　

　
　
　

　

　

れ

,

『不
易
流
衞
』
鬮
梨
県

山
梨
県
東
京
事
務
所

姫
野

俊
明

◇
変
わ
り
ゆ
く
山
梨
に
ご
注
目

山
梨
県
は
南
に
霊
峰
富
士
山
を
仰

ぎ
、
西
に
第
二
の
高
峰
北
岳
や
甲
斐

駒
ヶ
岳
を
は
じ
め
と
す
る
南
ア
ル
プ

ス
連
峰
を
望
み
、
北
は
八
ヶ
岳
に
抱

か
れ
、
東
は
大
菩
薩
嶺
に
代
表
さ
れ

る
秩
父
山
塊
に
衛
ら
れ
た
大
自
然
に

囲
ま
れ
た

｢海
な
し
県
｣
で
す
。
そ

の
自
然
の
恵
と
し
て
産
ま
れ
た
ぶ
ど

う
や
桃
な
ど
の
果
物
や
農
産
物
、
日

本
有
数
の
名
水
を
使
っ
た
地
酒
や
風

土
に
育
ま
れ
た
ワ
イ
ン
、
貴
金
属
製

品
な
ど
の
特
産
品
そ
し
て
甲
州
名
物

｢ほ
う
と
う
｣
(詳
し
く
は

｢美
味
し

ん
ぼ
｣
80
巻
参
照
)
は
、
皆
様
に
自

信
を
持
っ
て
お
勧
め
で
き
る
山
梨
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

素
晴
ら
し
い
自
然
と
と
も
に
い
つ
ま

で
も
変
わ
ら
ず
に
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
山
梨
に
相
応
し
い
と
思
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
｢不
易
流
行
｣

と
い
う
言
葉
で
基
は
俳
諸
用
語
で
す

が
、
｢不
易
｣
と
は
変
わ
ら
な
い
こ

と
、
｢流
行
｣
と
は
事
に
応
じ
て
変

化
し
て
い
く
こ
と
。
一
見
相
反
す
る

言
葉
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
古
至
思

は
、
本
質
と
し
て
大
事
に
守
っ
て
い

く
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
、
時
流
や
状
況
の
変
化
に
は
柔
軟

に
対
応
し
改
善
を
怠
っ
て
は
な
ら
な

い
、と
自
分
で
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
よ
う
な
美
し
い
自

然
や
そ
こ
に
暮
ら
す
県
民
と
風
土
の

織
り
な
す
産
物
な
ど
、
山
梨
の
山
梨

た
る
本
質
と
個
性
は
い
つ
ま
で
も
失

う
こ
と
な
く
持
ち
続
け
て
守
り
い
く

べ
き
で
す
が
、
一
方
で
二
一
世
紀
を

迎
え
大
き
な
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て

山
梨
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

本
県
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化

を
見
据
え
不
断
の
改
革
の
努
力
を
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
い
ま
ま

さ
に
山
梨
は
新
た
な
道
路
網
の
整
備

に
よ
り
そ
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
本
県
は
公
共
交
通
機
関
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
分
、
自
動
車
交

通
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
道
路
整
備

は
生
活
や
産
業
そ
し
て
文
化
の
発
展

に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
ま
さ
に

｢生
き
る
道
｣
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
際
に
は
、
山
梨
の

最
大
の
魅
力
で
あ
る
環
境
や
景
観
に

配
慮
し
た
道
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
国
交

省
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
頂
き
な
が
ら
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る

山
梨
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
願
っ
て

い
ま
す
。

◇
早
期
実
現
が
期
待
さ
れ
る
中
部
横

断
自
動
車
道

｢中
部
日
本
横
断
自
動
車
道
計
画
｣

は
日
本
列
島
の
中
央
部
で
太
平
洋
と

日
本
海
を
高
速
道
路
で
直
結
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
中
部
横
断
自
動

車
道
と
上
信
越
自
動
車
道
を
連
結
す

る
こ
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
の
、
山
梨
を
静
岡
市

(清
水
)
と
長
野
県
の
佐
久
で
結
ぶ

｢中
部
横
断
自
動
車
道
｣
に
つ
い
て

は
、
同
様
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
北
関
東
自
動
車
道
な
ど
と
一
体
と

な
っ
て
首
都
圏
か
ら
一
〇
O
~
-
五

〇
賦
圏
の
大
環
状
道
路
と
し
て
の
機

能
も
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
、
地
域

活
力
源
と
な
る
動
脈
が
形
成
さ
れ
る

の
で
す

(図
-
)。

こ
の
う
ち
山
梨
県
内
を
縦
断
す
る

中
部
横
断
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、

中
央
自
動
車
道
と
連
結
す
る
双
葉
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
白
根
I
C
の

西から東から



六
･
八
痂
が
平
成
一
四
年
三
月
に
区

間
初
の
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
白
根
I
C
か
ら
若
草
･
櫛
形

I
C

(仮
称
)
の
区
間
に
つ
い
て
も

今
年
度
開
通
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
現
在
工
事
中
の
増
穂
I
C
ま
で
の

早
期
完
成
と
、
増
穂
以
南
の
静
岡
市

(旧
清
水
)
ま
で
の
区
間

(五
九
蝿
)

の
一
日
も
早
い
工
事
着
手
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
中
央
道
長
坂
I
C
か
ら
関

越
道
上
越
線
の
佐
久
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
間

(約
六
一
蹴
)
の
う
ち
長
坂
~

八
千
穂
村
区
間

(三
八
如
)
の
整
備

計
画
区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
に
よ

り
、
全
線
開
通
へ
の
弾
み
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
o

◇
県
内
一時
間
交
通
圏
の
実
現

本
県
で
は
こ
れ
ま
で
通
勤
や
買
い

物
な
ど
の
社
会
経
済
活
動
や
文
化
活

動
な
ど
様
々
な
拠
点
と
し
て
、
甲
府

市
街
地
を
中
心
に
都
市
機
能
の
集
積

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め

甲
府
駅
を
中
心
と
し
た
放
射
状
の
道

路
網
に
比
べ
、
こ
れ
ら
を
連
絡
す
る

環
状
道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
中
心
部
に
お
い
て
通
過
交

通
の
混
在
に
よ
る
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
や
沿
線
環
境
の
悪
化
等
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の

解
決
に
向
け
て
現
在

｢新
山
梨
環
状
道
路
｣

嬬

と
｢西
関
東
連
絡
道
路
｣

　

が
計
画
･
整
備
さ
れ
て

※中部横断自動車道の事票中-C及びJCT名は仮称

中部横断自動車道 ･中央自動車道の状況}

き
て
い
ま
す
。

　　鱗

こ
れ
ら
の
道
路
整
備

葭

は
一
極
集
中
型
の
都
市

鋤

構
造
を
改
善
し
、
各
生

輳

活
圏
域
を
-
時
間
以
内

道

で
結
び
都
市
圏
の
均
衡

朧

あ
る
発
展
と
連
携
交
流

離

を
実
現
す
る
と
と
も

B

に
、
中
央
自
動
車
道
、

立
口

中
部
横
断
自
動
車
道
そ

ー

し
て
関
越
自
動
車
道
と

図

の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
東
海
地
方
や
、
北
関
東

地
方
と
の
連
携
、
交
流
を
大
き
く
促

進
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す

(写
真
1
)。

私
も
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
の
東
京

事
務
所
担
当
者
の
皆
様
に
は
特
に
仲

良
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
県
レ
ベ
ル
で
も
ま
さ
に
｢近
く

て
親
し
い
山
梨
県
｣
と
し
て
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　　
　　

　

莪
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熟讓
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写真 1 (仮称) 若草 ･櫛形IC付近




